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Gま し カ ミき

私 は、比較教育学 の研 究者 と して、 メキ シコの中心 と したラテ ンアメ リカ諸国の教育の

現状 と改革動向を分析す るす ることを主 たる研 究課題 と して いるが 、そのかたわ らに個人

的関心 と して、かな り前か ら、アステ カ、マヤ、 イ ンカな どこの地域 のかっての古代 イ ン

デ ィオ文 明に興味をひかれて きた。 もちろん、 当初 は、 メキ シコな どで観光 のスポ ッ トし

て訪れ た ピラ ミッ ドや神殿の遺跡 をみての驚 きや 、またときお りテ レビの紀行番組 や一般

向けの本で紹介 され る 「失われた謎の文明」、 「神秘の文 明」にた いす る好奇心 か ら出発

した ものであ ったが、 ほそぼそとなが ら関連 した文献 を読みすす めるうち、と くに 自分 の

専 門分野であ る教育 とい う領域 において も、 これ らのイ ンデ ィオ文明 は、かな り独特 な教

育の思想 と制度 、習慣を もって いた ことを知 るにいた った。

とりわけ、14、15世 紀 にメキ シコ中央部 にアステカ王国 と も帝国 と もいわれ る広大 な地

域を支 配 し、その首都 テ ノチテ ィ トラン(現 在 の メキ シコ市)を 中心 に、スペ イ ン人 たち

を も驚嘆 させ るほどの独特 な都市文明を築 きあげて いたアステ カ族 は、すでにかな り高度

に組織化 され た教育 の制度を もって いた。 た とえば、著名 なフラ ンス人の アステカ文明研

究者 ジャ ック ・スーステルは、その教 育につ いて記述 し、 「この時代、 この大陸で、 アメ

リカの イ ンデ ィオ社会 が、すべての者への義務教育 を実施 してお り、16世 紀のメ ヒカ人(

アステカ人)の 子 ど もで学校 にいかなか った ものがただの一人 もいなか った ことは驚嘆す

べ きことであ る」 とまで言 って いる。事実、アステカ社会 では、階級 や性別 ごとに子弟の

ための独 自の教育機関が準備 されてお り、全体 としてみればほぼ義務教育 といって いいほ

どの完備 した教育制度をそなえて いた。 きび しい心身 の鍛練 や過酷な体罰 をと もな う宗教

的軍事 的色彩 の濃 いその育児習俗 や教育伝統 は、有名 な古代 ギ リシアのスパル タのそれを『

想起 させ るものであ る。わた しは、ひそかに 「ア メ リカの もうひ とっのスパ ルタ教育 」 と

よんでい る。

いっか はこうした古代 イ ンデ ィオ文 明にお ける教育 を教育史研究 の対象 として位 置づ け、

また現代 的な教育学 の視点か ら分析 してみたいとい うのが私の希望であ る。だが、 これま

でわが国 において はこうした教育の史実 その ものが ほとんど知 られて いない こと もあ り、

まず必要な ことは、 ほぼ五百年前の アステカ族 の教育 にっいて、現在の ところ、なにが、

どこまで明 らかにされているのか、 こう した教育の実像 を再構成 す るための信頼 しうる歴

史的資料 と して どの ような ものがあるのか、を整理 してみることであると考 えた。

こうした観 点か ら、本報告書では、 まずアステカ族の教育の全体像、その人間観、教育

観 を概観す るたあに、 メキシコの教育史 の本のなかか ら 「アステカ族の教育」を記述 した

部分 を紹介す る。 この本 は、 メキ シコの師範学校 用教育史教科 書 と して編集 された もので

あ り、今 日のメキ シコにおいて、 自国の教育史のルー ツのひとっ ともいえ るアステカ族の

教育の遺産 が どの ように認識 されてお り、通史的な メキ シコ教育史 のなかに どの よ うに位

置づ け られているかを知 る うえで も興味ぶか い ものがあ る。

っ ぎに、 メキシコ国立 自治大学の歴史 ・人類学教授 ロペ ス ・ア ウスティン博士が編集 し



た、r古 代 アステカ教育 関係史料集 』(L6pezAustinA.,LaEducaci6ndelosAntiguos

Nahuas1,2.1985)の 主要部分を翻訳、紹介す る。 この史料集 は、16世 紀初頭の征

服 、植民地化 の初期の段階おいて、 まだそれ ほど破壊 されて いないイ ンデ ィオ文明に直接

的に接触 したスペイ ン人 たちが その文 明につ いて書 き しる した記録 や書簡 、さ らにインデ

ィオたち自身が書 き残 した資料(ア ステカ族の独 特な記録法で ある絵文書 、イ ンデ ィオ言

語 の ローマ字表記 やスペ イ ン語習得 によ るみずか らの歴史 の記録)な ど膨大 な資料 のなか

か ら、当時の イ ンデ ィオの教育 に関連 す る記述 部分を ひろいだ して集成 した ものであ り、

アステ カ族の教育 に関す る一次史料 に直接的かっ効率的にア クセスす るのに きわめて有用

な ものである。 しか しなが ら原典資料の ほとん どは、16世 紀 のスペ イ ン人 の聖職者の手 に

よる ものであ り、その記述や表現方法 には現代 スペ イ ン語 とは異 なる古文 的な要素がかな

りみ られ、その翻訳 は私 にとっていささか荷 の重す ぎる苦心 の作業であ った。

また、 ここで は、 アステカ文化 と生活の全体像 を簡潔 にとらえ るためのハ ンデ ィなガ イ

ドとして、スペ イ ンの歴史学者のマ ヌエ ラ ・ルセナの著 した小著rア ステカ族 の 日常生

活 』(ManuelLucena,Asivivianlosaztecas:VidaCotidiana.ANAYA1992)の 主要部

分 をあわせて翻訳、紹介 してお く。

拙論 「ラテ ンアメ リカ教育史の原像」 において も指摘 してい るよ うに、征服の直後 か ら、

スペイ ン王室 は、 この地 において イ ンデ ィオたちをキ リス ト教 に改宗 させ、 またスペ イ ン

文化 に同化 させ るために一 いわゆる 「魂の征服 」をめざ して 大規模な教育事業を展

開す ることにな る。 それ は、先 スペ イン期の イ ンデ ィオ社会 にすでに組み込まれて いた組

織的な教育の伝統 、制度を いちはや く発見 し、 また被征服者 イ ンデ ィオたちの示 した高 い

学習能力 と規律 とに驚 いたスペイ ン人聖職者たちが、む しろその教育的伝統 を積極的 に利

用 し転用 して、それをスペ イン人 にとって好都合 な教育 に仕立 てあげ るという側面 を もっ

ていた。 このために、古代 インディオ文 明にお ける土着の教育 伝統 は、植民地 時代の教育

制度 との断絶 と連続性 という視点か らも注 目され るのである。
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■.ア ス テ カ 族 の 日 常 生 活

マヌエル ・ルセナ

(アルカラ ・デ ・エナレス大学)

アステ力文明

ア ステカ族 は先 スペ イ ン期 のアメ リカにお いて もっとも文明化 された民族のひとっであ

った。 その文明は、14、15世 紀の間、 メキ シコの中央部 に発展 したが、 それが展開 した軍

事的征服 はメキ シコの南部全域 をカバーす る巨大 な帝 国の形成を可能 に した。 アステカ文

明は、実際的 に、 もうひ とつの偉大 な文 明で あるマヤ文 明圏 とせ っ していた。 スペ イ ン人

はその領土 と首都を1519年 に発見 し、その発展 した文化 にせ っして驚嘆 した、 とい うの も

その時 までアメ リカ において同様の ものを見 ることはなか ったか らである。大 きな都市、

発達 した社会組織、想像 もで きないよ うな富 、豪華な宮殿 、等 々。 あるひとりのスペ イ ン

人兵士 は、 は じめて 目に した帝国の首都、テ ノチテ ィ トラ ンの様子 を、なにか現実的な も

の とも思えない、 まるで 冒険小説の中にでて くる幻想 その もののよ うである、 と述べて い

る。

アステカ族 は、実際 には偉大 な文 明の創造者 とい うわけで はな く、それに先だっ多 くの

民族の文 明の優れた継承者であ った。 アステカ文 明は、九千年の長 きにわた って メキ シコ

の地 において発展 して きた文 明を統合す る役割を はた した。 この ことか ら、彼 らをア メ リ

カにおけ るローマ人 と して考 える こともで きよ う。

すべての偉大な文 明 と同 じように、アステカ族 は人類 にその遺産 を残 した。 その産物 、

事物、植物 、動物 は、今 日、彼 らが話 して いた言葉ナ ワ トル語 に由来す る名前で、世界 中

の言葉 において知 られてい る。すなわ ち トマ ト(tomatl)、 チ ョコラーテ(xococatl)、 ウ

ー レ(ゴ ムの木olli) 、ペタテ(ご ざpetat1)、 アグアカテ(ア ボガ ドaguacatl)、 チ レ

(chilli)、 オセ ロッ ト(oceotl)、 カカウエテ(ピ ーナ ッツcacahueltl)な どであ る。

1.鷲 と蛇 の民

アステカ族の歴史 は、西暦 で言えば、 この民族 が今 日メキ シコの首都の中心地区の一部

とな っているチャプルテペ ックの地に着 いた1299年 には じまる。かれ らが どこか ら流 れて

きたか にっ いて は誰 も正確 には知 らないが、 アステカ族 にったわ る伝承 はかれ らが北部 か

ら来 たことを想像 させ る。 この 「北Jと い うの は今 日で い うアメ リカ合衆国の南部にあた

り、そ こは乾燥 した不毛地帯であ り、そ こか らはまたアステカ族 と同系統の言語(ナ ワ ト

ル語)を もった別の メソアメ リカの民 族である トルテカ族 、チチ メカ族 も移住 して きた。

これ らの民族 はすべて同 じ理 由か ら移住 して きた。それは食料資源の不足であ った。

伝承 によれば、 アステ カ族 はひどい飢餓状態 にあ り、かれ らの信 奉するウイツ ロポチ ト

リと呼ばれ る戦 いの神 が、ハ チ ドリ(そ の羽音 は人間の声のよ うに も聞 こえ る)の 姿 とな

って現れ、彼 らに向か って 「移民 せよ」を意 味す るTiuiと 言 ったという。何処 へ。 さらば
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南 に向か って。別の神話 によれば、 ウチワサボテ ンの木の上 に一羽の鷲が とまって蛇をむ

さぼ り食べているのが見 られる場所 まで移動せ よ告 げたとい う。

その時か ら、長年 にわた る、おそ らく一世紀 におよぶ長期の放浪生活が は じま った。 よ

い場所 を見っけ出 し、 トウモ ロコシを栽培す るために、婦女子や老人 も含めた部族全体が

移動 す る必要があ った。収穫 が低下 しは じめると、仲 間によびか けその土地を はなれて再

び移動 す るという生活 を くり返す。 こう して、 じょじょに、アメ リカ合衆国の南部 、メキ

シコの北部 を通 り、チ ャプルテペ ックに到着 し、 そこですば らしい場所 を見 いだ した。 そ

こは標高2,200㍍ に位置す る巨大 な盆地 であ り、年間を通 じて常春の気候 に恵 まれて いた。

その盆地 は死火山 によって取 り囲まれ、その冠雪 した頂上 は、標高5,000㍍ の高 さにそび

え立 って いた。山頂か ら豊 かな水が もた らされ、 それ は五 っの大 きな湖 を もった盆地 に流

れ込んで いた。盆地の土地 は農業 に適 しきわめて肥沃であ った。 その天国のよ うな場所 に

はひ とっだ け重大な問題 があ った。そ こにはすで に多 くの都市が あ り、その住民 は、アス

テカ族 のよ うな新参 の粗野な侵入者にたい し敵意 を もってむかえた ことであ った。

アステカ族 は先住 の民族 と くらべて きわめて文 明度が低 く、で きる こととい った らただ

一っ
、すなわ ちほかの都市の傭兵 と しての役務 を提供 しうるだ けであ った。都市 クル ウア

カ ンの領主が、かれ らを兵士 と して雇 うことを契約 し、住むための場所を提供 した。そ こ

はティサパ ンと呼ばれたが、毒蛇が うようよいたために人の住 まない場所であ った。 アス

テカ族 はその蛇を食料 と して食 べた。その うわ さは野蛮人 とい うの悪評 をいっそ う高めた。

かれ らはそ こに しば らくの間居ついた。1323年 に、かれ らは クル ウアカ ンの王の娘 を殺害

す るという誤 りを犯 し、そのためにその領土か ら追放 され ることとな った。ふたたび盆地

一帯 を放浪 し、 よ うや くテ シュココ湖 に浮 かぶ不毛の小島に難 をのがれ、そこで部族 の守

護神がかれ らに託宣 していたシ ンボルに出 くわす こととな った。すなわち、 ウチ ワサボテ

ンにとまった一羽の鷲が蛇 を食べている姿 であ った。それ は不可欠な三 っの要素 を象徴的

に代表す るものであ った。すなわち、土地(サ ボテ ン)、 大気(鷲)、 水(蛇)で あ る。

こう して、1325年 にそ こに都市の建設が は じめ られた。それ はすで にかれ らが 自 らを識別

す るため に使用 していた地名 にちなんでテ ノチカの都、すなわちテノチテ ィ トラ ンと命名

された。テ ノチティ トラ ンは、今 日スペ イ ン語圏 にお ける最大 の都市であ る現在 の メキ シ

コシテ ィのオ リジンであ り、鷲、蛇 、ウチ ワサボテ ンの組 み合 わせ は、 メキ シコの国家 の

紋章 とされている。

アステカ族 は盆地 の ほかの民族 と接触 しは じめ、その都市 は拠点 に していた小島全体 を

占有す るようにな り、やがて島の外 まで勢力をのば しは じめた。1338年 にす ぐ近 くの島に

一 っの新 しい都市、 トラテ ロル コを建設 した。時 間がたっ とともに、 テ ノチティ トラ ンと

トラテロル コは一体の もの とな り、一っの 巨大 な都市 を形成 す るよ うにな った。 そこで は

スペ イ ン人 の到着時に は、人 口30万 人 ほどの住民が生活す ることがで きた と推定 されてい

る。1367年 、 クルウア カ ンの領 主の息子であ るアカマ ピチ トリを、その トラ トアニすなわ

ち王 と してむかえ いれ、かれがアステカを統治す るよ うにな った。 この王は、かれ らの長

く続 く王室の最初の人物 とな った。盆地の覇権 をめ ぐる戦 いにおいて、アスカポツ ァル コ
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市が クルウアカ ン市を うち敗 り、アステカ族 はその支配下 に入れ られ、それへの貢納者 と

なった。 あた ら しい支配者たちの くび きを逃 れ るため に、 アステ カ族の王 イツコア トルが

他の二 っの隣接 の都市 、テ シュココと トラ コパ ンと同盟を結 ぶ ことを決めたはこの時であ

った。 それ は1426年 の ことであ った。同盟軍 はア スカポツ ァル コか らの独立をかち とり、

さ らに重要な ことは、その領土の大部分 を奪 いと った ことであ る。その時以降、一連 の戦

争で勝利す ることとな り、その結果、盆地一帯での覇権 を確 立 したのみな らず、っつ いて

ず っと遠 くの地方 の他 の民族 まで も征服す る ことな った。

1440年 、モテ クソーマ ・イル ウイカ ミナ王が選 出 され ると、 かれ は、社会的、政治的、

行政的、宗教的な大 改革 をお こなった。 その軍 隊 は、 メキ シコの南東部をテペヤカ ックま

で征服 した。その後 を継 いだのは甥のア シャヤカ トル(1469-1481年)で あり、かれ は姉妹

都市であ る トラテ ロル コを併合 した。 この後をテ ィソ ック王(148H486年)が 継承 した。

かれ は征服戦争 をあ まり好 まず、まさにそのため に毒殺 された と言われて いる。 この後 ア

ウイソ トル(1486-1502年)が 即位 し、かれ は、南 部の領土 をテ ウア ンテペ ック地峡 まで征

服 し、 またテノチテ ィ トラ ンを美 しい都 にっ くりかえた。最後 に、1502年 、モテクソーマ

・ソコヨッィン王(モ テ クソーマニ世)が 選出 された。 この人物 こそスペ イン人 が出会 い、

モ クテ スーマと呼んだ王 であった。王室 と貴族の権威 の強化 のために大 きなはた らきを し

た。モ テクソーマ は、1519年 にエルナ ン ・コルテ スの率 い るスペ イ ン人侵入者 をテ ノチテ

ィ トラ ンに迎え入れ、翌年死亡 した。モテ クソーマニ世 の後 を継承 したのは彼の弟の クイ

トラウア ックであ り、彼 は有名 な 「悲 しみの夜」の戦 いにおいてスペ イン人 をテ ノチ ティ

トランか ら追 いだ したが、そのす こし後 に疫病で死亡 した。 アステカ族の最後 の王 はクア

ウテモ ックで あ り、彼 はスペ イ ン軍の包 囲に対 して英雄的な抵抗 を こころみた後 、1521年

に首都 を放棄す る屈辱を味あわねばな らなか った。 こ うしてアステカ族 の支配は終わ りを

むかえた。 クアウテモ ックは1524年 にコルテスによって斬首 された。



2.都 市:テ ノチ テ ィ トラ ン、 ア ステ カ族 の べ ニ ス

アステカ文化 のセ ンターとな った メキ シコ盆地の さまざまな都市(テ シュココ、 クル ウ

ァカ ン、アスカポ ツァルコ、カ ウテ ィ トラ ン、等 々)の 中にあ って も、首都 はず ば抜 けて

いた。それはテノチテ ィ トラ ンとその双子 の都市で ある トラテ ロル コによって形 成 された

巨大な都市で あ った。両者 は、小 さな堀 によ って隔て られ、一つの橋 によって結 合 されて

いた。それ らはテ シュココ湖の中のい くっかの小 島の上 に築かれてお り、そのため にそ こ

にはカ ヌーか三本の堤道(そ れぞれ対岸のイスタパ ラパ、 トラコパ ン、テペ ヤックと結 ば

れていた)に よ って渡 らねばな らなか った。堤道 の一部分 には、木製の橋がわた してあ り、

その下 をカヌーが通行 した。 このためにそれは征服す る ことがの きわめて困難な ひとつの

要塞都市 とな って いた。テ シュココ湖 の水 は塩水 であ ったので、 アステカ族 は対岸の チャ

プルテペ ックか ら5覇 におよぶ水道橋 を通 じて水 をは こんだ。モテ クソーマー世の治世 の

時代 に建設 され、一本を清掃 中で も常 に もう一本 は使用で きるによ うにと二本 の水路がっ
『け られて いた

。 アウイソ トルはコヨアカ ンか らもう一本 の水道橋をひいたが、巨大 な洪水

によ って使用 を放棄せ ざるをえなか った。

テ ノチテ ィ トラ ンと トラテ ロルコは、それを とり囲む水 を十分 に利用 してお り、チナ ン

パすなわち浮 島(い 草使 って作 り、それを水底 に綱で固定 し、その上 に土 を盛 った)を 長

く帯のよ うに繋いで いた。それ らが沈みかけるとさ らにその上 に土 を盛 り、っ いに は本 当

の人工 島を形成す ることとな った。チナ ンパ は野菜や花の栽培 に最適で生産力の高 いもの

であ った。

このよ うにアステカの首都 はまさに水の都ベニ スを思わせ るもので あった。水路や掘 り

割 りが縦横 には しり、カ ヌーがその中を速 やか にゆきき していた。 テノチテ ィ トラ ンには

また、小島の上 に建設 され た堅 固な土の道路 とい く本かの土 の路肩 と小 さな水路をあわせ

もった歩道があ った。都市 は、住宅地区 と数多 くの宮殿 や神 殿を もち、堂 々たる景観をそ

なえて いたに違 いな い。 スペ イ ン人兵士ベルナール ・デ ィアスは、 トラテ ロル コで最 も高



い建物 の一っの上 か らその様子 を眺望 した様子を描 いてお り、それ は当時の ヨーロ ッパ人

に刻みっけ られた印象 をわれわれ に伝 えて いる。

一一一そ してそ こか らわれわれ は眺めていた。なぜな らその大 きな呪われた寺院 はす

べて を威圧す るほどに高 く、そ こか らメ ヒコに入 る三本の堤道を見た、一一 チャプ

ルテペ ックか ら飲用水を はこぶ水道橋 も見 た、 また食糧 をは こび、荷物 や商品 を積

んだた くさんの カヌーがひ しめ きあ うその大 きな湖 を見 た。 またその大 きな都市の

家並 みや、対岸 の湖 に面 したその他 の都市 を見 た。家か ら家へ と木製の跳ね橋 を伝

って、あるいはカヌーでわたる様子を。一一

〔食糧補給 と都市 の清掃〕

この都市 は、すべての大都市 と同 じよ うに、二 つの重大 な問題 に直面 していた。食糧 の

補給 と清掃の問題で あ る。前者 は、 カヌーによって行 われた。それ は食糧を市場 にを はこ

んだ。アステカ族 は荷物 をはこぶ家畜 を所有 していなか った ことを考慮 に入 れる必要 があ

る。 イ ンカ族が利用 した動物 リャマさえ もここにはいなか った。そのためにカ ヌーな しで

は住民に食糧を調達 す ことが きわめて困難で あ った。 トラテロル コの市場 は最大の もので

あ り、同 じベ ルナール ・デ ィアスによれば、スペ イ ン人 たちはそれを見 た時にび っくり仰

天 した と述べて いる。おびただ しい数の人 々が そこにはいた。

一一一あ る者 は買 い、ある者 は売 り、そ こか ら出 るかけ声 やざわめ き声 は、一 レグア

も離れた ところまで とどいた。われわれの中には、 コンスタ ンチ ノープルやイタ リ

ア全土 、 ローマと世界 中の いろいろな ところに行 った経験 を もっ兵士 もいたが、こ

れ ほどまでに平穏で、調和が とれ、規模 が大 き く、 また これ ほどの人 出のあ るとこ

ろは見た ことが ないと言 っていた。

その兵士 は、そ こではあ らゆる ものが取 り引 きされて い ると証言 して いる。 トウモ ロコ

シ、マ メ類、 カカオ、 さまざまな種類 の果実、七面鳥、 ウサギ、野 ウサギ、織物、調理 し

た料理、木材、紙、銀 、貴石、羽根、奴隷、サ ンダル、 ジャガーやカ ワウソの皮、医療用

や芳香用の薬草、 タバ コ、ナイフ、等 々。 その 巨大 な市場 は六万人 までの売 り買 いの人 々

を収容で きる といわれ、それ は十分 にあ りうると思われる。商人(ポ チテカ)の 代表者 が

議長 をっ とめ る12人 の判事が、詐欺や商業上の クレームの取 り締 まりを行 い、 また多数 の

警吏(ト ピル)が っね に取 引の公正 さを監視 して いた。通常 の交渉 の形態 は、物 々交換で

あ るが、 また、 きわめて貴重の もの とされて いたカカオの実がお金 と して使用 され た。

疫病 を予防す る唯一の方策であ った都市 の衛生 は、大部分が その都市 の地理 的な条 件 に

よって確保 された。汚水を処理す るための良好 な システムが存在 してお り、それを湖 に排

出 した。多 くの公共の場所には、い草で編んだ ブタをかぶせた便所や、排便のための係留

したカ ヌーがあ った。道路を清掃 し、ゴ ミを郊外 に運 び、湿地帯 に埋め ることを業務 とす
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る清掃サー ビスがあ った。なによ りも自然条件 その ものが最良 の清潔を保 たせ ることに都

合が よか った。その場所 は、高地 ゆえの さわやか な気候 と汚 れを流 し去 る定期的な降雨に

恵 まれていた。

〔モニ ュメン ト〕

首都 は多 くの公共 的な建物で美 しく飾 られていた。宮殿 、球技場、学校 、神殿、蒸 し風

呂、等 々。二っの都市 の記念碑 的建物 は中央広場 を取 り巻 いていた。テ ノチティ トラ ンの

それ は、スペ イ ン人 たちが建設 した国立宮殿 やカテ ドラルのあ る現在 の ソカロ、憲法広場

の ところにあ った。アステカの時代 には、そ こは対岸 か ら延び る三本の堤道が交差 す る地

点 にあた り、中央広場 は、縦横350㍍ 、300㍍ の長方形 をな していた。広場の一方 は、大

きな水路 に面 し、 もう一方 は、大 きな公共的、宗教的な建物 によ って固め られて いた。 そ

の中で も異彩 をはな っていたの は、スペイ ンの侵入の直前 の1487年 に完成 された 巨大 な ク

ー、すなわち神殿であ った。四層 ない し五層の(こ の点 で考古学者の間で議論があ る)ひ

ときわ きわだっ 巨大な ピラ ミッ ドを形成 していた。 その高 さは30㍍ あ り、基壇 は、縦横

100㍍ 、80㍍ の長方 形であ った。正面部 には二連 の階段があ った。その113な い し114段

(こ の点で も考古学者の意見が ことな る)の ステ ップを昇 り頂上の テラスにいた る。そ こ

には一方 は戦 いの神 ウイツロポチ トリを、 もう一方 は雨の神 トラ ロックを祭 った二っの木

9造の神殿 があ
った。 またそ こにはいけにえの石台が置かれ、そ こで は犠牲者が横たえ られ

心臓 を取 りだされた。死 体 はその後 に階段 をころが して、広場 か らそのを眺めて いた群衆

の前 に投げだ された。

階段の前 には、 もうひとつのケツアル コア トル神 に捧 げ られた円形の神殿が あ り、す る

どい牙 を もった蛇 の口の形を した扉を通 じてそれに入 る ことがで きた。後方 には、戦士像

によ って囲まれた球技場があ った。その側 には、 ツォンパ ン トリす なわ ち頭蓋骨の祭壇 、

人身御供 とな った者の頭蓋骨 をさ して並べ た木の棚が あ った。大神殿の両側 には、別 の二

っのやや規模 の小 さい祭 壇があ り、階段 の前 には さらに四つの祭壇があ った。球技場の北

には、 カル メカ ク、すなわ ち聖職者の学校があ り、南 には、 シペの神殿、太陽の神殿があ

った。おびただ しい石の彫刻が この地域 を装飾 していた。それ らの中には、有名な アステ

カの暦があ った。 それ は18世 紀 に発掘 され、今 日メキ シコ国立人類学博物館 に展示 してあ

る。 それ は直径4㍍ の 巨大 な石の円盤 であ り、そ こには四っのすで に滅 び去 った太陽 に囲

まれた第五番 目の太陽の暦 が彫刻 されている。

ともか く、テ ノチテ ィ トランで最 も印象 にの こるもの は、その住民、 さまざまな仕事で

行 き来す るおびただ しい男女 、役人 、戦士 、聖職者 、職 人、商人 、農民 、等 々であ った に

ちが いない。

3.家 、宮 殿 、 公 園

〔住居 〕

アステカ族 は、 さまざまなタイプの家 に住んでいた。住居のかたちは、その場所や異な
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る気候条件の ちが いによ って、またその住人 の状況 によって さまざまであ った。漁民 の住

んで いたテ ノチティ トラ ンの周辺部で は家 はア シとワラで作 られた。市 の中心 部では石造

りであった。

民衆の住居 は、湿気 を遮断す るための石の基壇 の上 に干乾 しレンガで、あるいは日乾 し

レンガと石 の組 み合わせで作 られた。正方形 のかたちを もち、各部屋 は一 っの大 きな中庭

の周囲 に配 置 され た。中庭 には花 が植え られ、あ るいは家畜 と して、犬 と七面鳥が飼 われ

た。部屋数 は少 なか った。一っの寝室 、台所 、小 さな蒸風 呂、そ して祭壇 である。家族が

ひ ど く貧 しい場合 には、一 つの部屋 ですべてを兼 ねて いた。 しか しなが ら、住居 は、ひ と

っ庇 の下で、分 け られて いることが一般的であ った。家族 の数 に増え るにっれて、部屋 の

数を増 や して いった。男女別の二 っの寝室があ ることもそ うめず ら しいことで はなか った。

窓 はなか ったので、光や外気 は戸 口か ら入 ることにな る、そ こにはい草で編ん だ ドアがっ

いて いた。天井 は丸太の梁でつ くられ、その上 に泥 の しっ くいが塗 られ た。大部分の家は、

湖 にっなが る水路 に面 してお り、家の戸 口にカ ヌーを留 めておいた。 メキシコ高地の気候

は、年 間を通 じて きわめて温和で安定 してお り、暖房 の設備 は飛必要 であった。す こし涼

しくなる夜 には、か まどのそばで温 まるだけで十分であ った。裕福な家で は、い くっかの

火鉢が使 われ、 そこでは芳香のす る木が燃 やされ た。それは大 きなぜいた く感 を味あわせ

るものであ った。

家 の中心 は台所であ り、そこで料理がな され食事が行われた。 そこには炎をおおい、料

理のための土器 を支え る三つの石 で作 られたかま どが あ った。昼夜を とわず、常 に火がお

こされて いた。 「世紀」(わ れわれの年で は52年 毎)の 変わ り目の時 は例外であ った。そ

の時 には、世 界の終焉の到来の恐 れを前 に して、町中のか まどの火が消 された。か まどの

そば には、壺 、料理 のための土器 、 トウモ ロコシを磨 り潰すための石の道具 メタテがあ っ

た。 これは溶岩で作 られた大 きなお盆 のよ うな もので、 そ こで石の臼によって トウモ ロコ

シの実 がひきっぶ され粉 にされ る。 この粉 はパ ンのよ うに して、 トルタ、パ イを作 るのに

利用 され る。 トウモ ロコシを挽 きつぶす ことは、 アステカ族のすべての女性が朝起 きて最

初 にお こな う日常的な仕事であ った。

家具類 はきわめて少 なか った。ベ ッ ドはな く、椅 子やテーブル もほとん どなか った。ア

ステカはペタ トルとよばれ るゴザを土間にひいて寝 て、マ ン トや綿の毛布 を掛 けた。起 き

ると、 マ ン トをたたみ、ゴザをまるめたので、部屋 は別 の 目的 に使 うことがで きた。 日用

の腰か けは、 ワラの クッションで あった。料理 さえ、 しゃがんだ ままで、包丁でっ くった。

かわ りに、い くっかのい草 あるいは木で作 られた トラ ンクが あ り、女性 はここに衣類や貴

石などの貴重品 を保管 して いた。住居 に機織 り道具があ ることはまれで あった。家 に見 ら

れ るその他 の ものは、 コアすなわち畑 を耕 し種を ま くための棒 などの仕事の道具類、す る

どい刃 を もった黒曜石のナイフ、武器等 々であ った。

〔宮殿 と庭 園〕

要人 や王 トラ トアニの宮殿 は、民衆の家屋 と同 じよ うな構造 を もっていたが、その規模

や質 ははるかにま さっていた。多 くの中庭 しば しば高 さの異 なる 、数多 い部屋、
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それ らはいずれ もず っと広 い間取 りであ った。それ らは、寝室、事務室 、武器保 管庫 、後

宮 、客間など特定の 目的別 に使用 された。

花や芳香の放っ植物が、あち こちに豊富 に植え られた。 とい うの もア ステカの人 々は、

それ らを きわめて愛好 したか らで あり、高地の さわやかな気候 は花の栽培 に適 してお り、

それは貴族 た ちの間で好 まれた娯楽であ った。各都市 の王 たちは、 りっぱな植物 園や動物

園を もっていた。 テ シュココ市 のネサ ワル コヨ トル王のそれ は、多 くの種類の魚類 を集 め

た養魚池、 きれ いな水が 回流す る用水堀、浴場、鳥類舎 、大 きな動物園を もって いて有名

であ った。歴史家ベルナル ド・アルバ ・イシュ トリショチ トリ(ス ペ イ ン人 とアステカ人

貴族女性 との間 に生 まれた混血の息子)は 、そのrチ チメカ史 』にお いて、テ ッコツィン

コの庭 園には、養魚池 があ り水路によ って水が流れ 出て 「い くっかの岩 に上 に水が飛 びち

り、あ らゆ る南方産の芳香のある花の咲 く庭 に流 れ こみ、あたか も、岩の上 に注 ぐ水がた

てる轟音 が降雨 のよ うに聞 こえた」、 「この森 には、 さまざまな樹木、芳香のす る花が植

え られ、その間を さまざまな地方か ら集 めた多 くの鳥が カゴに入 れ られ ることな く飛び回

り、人 々の聞いた こともな いハ ーモニーや歌を奏 でて いた」 と書 いて いる。

宮殿の家具類 は庶民の それよ りはるかに豊かであ った。要人た ちは、短 い足 と高 い背 も

たれを もった木 または植物のせんいで作 られた座 イスを使用 し、それによ ってあ ぐらをか

いたかたちで座 った。

4.社 会的な義務

〔社会 階層〕

アステカ社会 は、その部族の起源 に由来す る平等主義的社会組織 と、1426年 以来行 われ

て きた征服戦争の成果であ る階級的組織の混合 した もの とな っていた。部族的組織 の遺産

は、 カルプー リの社会制度 であった。 それ はすべての 自由市民が帰属 す る一種の同族組織

で あった。 テ ノチテ ィ トランのすべての土地 は、 そ こに存在 した20の カル プー リに帰属 し

て いた。階級組織 は、貴族制の存在 に反映 されて いる。それはアツカポツァル コ市 を打 ち

破 り、その時 に戦功あ った兵士 に土地 をわ け与 えたイツコア トルの王政以来のテ ノチテ ィ

トラ ンの王朝 によ って強化 されて きた。 その時以来 、貴族 と平民 は、土地の所有 と貢納 の

支払 いとい う点で、 ます ます大 きく分化す ることとな った。あ る程度の社会的移動 はあ っ

た、 というの も平民で も功績 によって貴族 に昇進す ることが可能 であ ったか らで ある。権

力の構造 において貴族 と同列 におかれた聖職者 において も、時 と して、特殊な才能あ るい

は宗教 的情熱 を もっ貧 しい若者をその列 に加 え ることがあ った。社会の過程 は、貴族制社

会の形成 と、王 の絶対的権威 の強化にむけての途上 にあ った。それ らはと もにスペ イ ン人

の征服 によ って完成 にいた ることはなか ったが。

支配者 グループは、 トラ トアニ(「 雄弁家」を意 味す る言葉であ る一王)に よ って率 い

られ、 トラ トニ アは、現実的にそれぞれの都市 の政治的、軍事的、宗教的指導者で あった。

それ らの中で も最大の権力 を もって いたテ ノチテ ィ トラ ンの トラ トアニは、 ウエ イ ・トラ
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トァニ、すなわち 「偉大 な雄弁家」 と呼ばれた。 この職責 は、選挙 による ものであ ったが 、

っねに統治 している王朝 に属す るひ とりの人物(死 去 した トラ トアニの甥、兄弟、孫、息

子、従兄弟 な ど)が 就任 した。選挙 は、 トラ トカ ン、す なわ ち審議会が行 った。 それ には

貴族 、高官、軍人 、聖職者 の各勢力が代表を送 っていた。 ウエ イ ・トラ トアニは、その特

殊な衣装を身にっけた。緑色(ア ステ カ族の間で は王のみに許 された色)の マ ン ト、金 と

トル コ石でで きた三角の王冠 、緑の貴石の装身 具、蛇 の形 を した王杖。 そ して華美 と贅 を

つ くした ものに とりまかれて大 きな宮殿 に住んだ。(ス ペイ ン入 が対面 した)モ テ クソー

マニ世 はその姿が神格 化され、宮殿 において は神秘 的な儀式が執 り行 なわれていた。 ウエ

イ ・トラ トアニ は、他 の人間のよ うに地上 に立っ ことはな く、御輿 で運 ばれねばな らず、

それか ら下 りる時 には絨毯が敷 きっ め られねばな らなか った。一夫多妻制であ り、多 くの

女性を入 れた後宮を もち、無数の衣装 を持 って いた、 とい うの も一 日に何度 も衣装 を変え

たか らである。かれの御前 にで る者 は、視線 と頭 を下 げなが ら、裸足 ですすみ出なければ

な らなか った。 さ らに、よ りむずか しいの は王 の前 を立 ち去 る時であ った、 というの もか

れに背 を向ける ことはで きなか ったか らであ る。最大限のお辞儀 を しなが ら後退 しなけれ

ばな らなか った。権力を うやま うスペイ ン人 たちに とって、かれは威厳 にみちた、立派 な

人物で あ った。

ウエイ ・トラ トアニ とともにその統治 の仕事 を補佐す る他 の重 臣たちが いた。それ らは、

シウアル コア トル、四人 の軍事的指導者、 トラ トカ ンの助言者 たちであ った。 シウコア ト

ルは、一種の副 王であ り、偉大 な王が、戦争あ るい はその他 のなん らかの理 由で都市 を離

れた時にその代 行を した。彼 は白 と黒のマ ン トを身 っけて人 目にっ き、そ してほぼ常 に王

の緑のマ ン トのそばにひかえていた。

ウエ イ ・トラ トアニの下 に、 トラ トケ(ト ラ トアニの複数形)が お り、各 々の都市を支

配 して いた。彼 らは同 じよ うに一夫多妻制で、華美 な廷臣に取 り巻 かれて宮殿 に住んだ。

その中で も、三国同盟 においてテ ノチテ ィ トラ ンと同盟 を結んで いたテ シュココと トラコ

パ ンの王 は重要 な地位 にあ った。 メキ シコ盆地の残 りの都市 の王がそれにっづ き、そ して

最後 に、服従 した都市 の王 たちが いた。すべての トラ トケは、君臨 していた王朝 の中か ら

選出 され、その家系 は血縁 による貴族制 を形成 して いたが、選 出はっねに ウエ イ ・トラ ト

アニの意向 にそ うものでなければな らなか った。

この下 に、テテ クツ ィンすわなち論功 による貴族 がいた。彼 らは顕著な功績 によ ってそ

の称号 を取得 し、土地 と耕作者 を所有す る権利 を もって いた。彼が死 ぬ とその土地 は新 た

に分配 されたが(ア ステカ族 の過去の社会制度 のな ごり)、 その息子 に渡 され ることもし

ば しばであ り、それは世襲の貴族制を生 み出 しっっあ った。

ピピル ツィンすなわち トラ トケ とテテ クツ ィンの息子 たちが支配階層の最後の グループ

を形成 していた。彼 らに相当す るものを ヨーロ ッパ社会 に見出す ことはむずか しい。彼 ら

は下級貴族で はな く、その王室 にきわめて忠実であ った。主 と して、統治組織 にポス トを

占め、外交官 、判 事、貢納の徴収使 などにつ いた。世襲の土地 を所有 し、 自分 たちの仕事

をお こな う一方でかれ らのため に働 く小作人を持 っていた。 ビリ(ピ ピル ツィンの単数
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形)は 特別の服装 を し、貴族の学校で教育 を うけ、平民 とは異 な る法廷で判決 を受 ける権

利 を持 って いた。

被支配 グルー プは、主 に平民(マ セワ リ)に よ って構成 されていた。彼 らが社会の階層

を上 昇す ることはきわめて難 しか った。すべての マセ ウアルツ ィン(マ セ ワ リの複 数形)

は古い血族の組織 であ り一種の地域共同体 と して生 きの びていたカルプー リに帰属 して い

た。 カルプー リは、彼 にたい して、一っの家 、生活のための耕地、子弟 を教育す るための

学校、戦闘のための一部隊 、そ して仕事 まで提供 した。 この見返 りと して、かれ は引退の

年であ る52歳 まで カルプー リの共有の土地 をみん な といっ しょに耕作せねばな らなか った。

その収穫 で もってすべての組織が維持 され、貢納 がまかなわれ、寡婦や傷病者が世 話 され

た。 カルプー リは長老会議 によって運営 された。

最下層 には、財産 とマセ ワリの条件 を剥奪 され た者 たちがいた。かれ らは戦争で領地 を

失 った外部 の者か、 カルプー リを追放 された不名誉 なアステカ族であ った。荷物運 びを し

た り、要人 の土地で はた らくか して生計 を立てていた。最後 に、奴隷 トラ トラコツィンが

いた。かれ らは外部の者 あるいはアステカ人 であ った。前者 は、通常 は貢納の支払 いのた

めそ うな ったので ある。後者 は、「 般に、多 くの負債 をかかえ、それを支払 うことがで き

ず、償 いと して 自分の身体 を さしだ した者であ った。生 まれなが らの奴隷 はお らず、 トラ

トラコツィンの子 ど もはつねに 自由人 であ った。

〔家族〕

アステカ社会 は きわめて厳格であ り、それを律す る道徳的規範 を きび しく監視 して いた、

とういの も、過去 に何度 か生 じたように、既存 の秩序 の崩壊 は、神 々の怒 りとこの世の終

焉 を もた らす と考 え られたか らであ る。結合の単位 は家族であ り、 それ は夫婦(貴 族のみ

が一夫多妻 であ った)と12歳 以下の子 ど もで構成 されて いた。男 の子が思春期 にた っす る

とカルプー リの学校 に入 った。道徳 は、女子 が結婚前 に性 的な関係 を もっ ことを禁 じてお

り、男子 にもそ うした ことをっつ しむよ うに諭 していた。父親が息子 に与えた忠告 の一 っ

はっ ぎの ような ものであ った。

まるで食べ物 にとびっ く犬のよ うに女子 にま とわ りっいてはな らない、神殿の前で

女子 をひやかす ような、与え られた ものをがっがっ食 べた り飲んだ りす る犬の よう

なマ ネをす るな。た とえ女性に誘惑を感 じることがあ って も、っっ しめ、完壁かっ

た くま しい人 間 にな る日までおまえの心 に打 ち勝て。

男子が20歳 、女子が16歳 になると結婚が許 され る。両親(若 者 自身で はな く)が 自分の

息子のために適 当な相手 を さが しだ した。相手 の家 との交渉 にあたる媒酌人 と契約がな さ

れ る。 しかるべ き家の娘 の両親 は、 まず一回 目の申 し込み には ノー と答え、二 回 目で受 け

いれ るのがよいとされた。 ひ とたび受諾がえ られる と、娘 の親 は、結婚 が可能か ど うかを

相談す るために神官 の もとを訪ね、宗教用の暦 によ って、両人 の誕生 日の暦 の相性が良 い

か、少 な くと も悪 くない ことを調べて もらった。 もしすべてが問題 ないとなれば、そのっ
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ぎは、息子の学校の教師の承認 を得 るために、かれを食事 に招待 し、なん らかの贈 り物を

して歓待す る。 その許 しが得 られ ると、再 び神官 たず ね、暦か ら吉 日にえ らん で婚礼の 日

取 りを とり決め る。

婚礼の三 日前 になると、娘の家庭 では、親戚 、友人 、招待す る有力者(少 な くと もカル

プー リの役職者 など)な どの列席す るぜ いた くな饗宴の用意をす るためにいそが くしな る。

結婚式の当 日は、娘の家で、お昼 に、ぜ いた くな食事がふ るまわれ 、っつ いて、既婚 の女

性たちが贈 り物 をお こな った。午後 は、新 婦 は衣装 を着て、顔 を黄色 にぬ り、胸 には赤 い

羽飾 りの胸あて を身 につけた。家族 に歓迎 の意 を しめす ために来訪 した新郎側の長老 の親

族 たちにプ レゼ ン トが贈 られた。夜 には、親族 たちが行列をっ くって新婦 を嫁入 り先 の家

まで とどけ、踊 り歌 いなが らそこに入 る。新郎新婦が ゴザの上 に座 り、娘 の母親 が新郎 に、

新郎の母親が新婦 に衣服を贈 った。っ ぎに、婚約者 たちのマ ン トとブラウスが結 びっけ ら

れ、 これが夫婦 にな った しるしとされ た。

婚礼の最初 の行動 は、相互 にタマー レスの料理 を食べあ うことで あ った。 この後 、夫婦

は、婚礼の部屋 に入 り、 ここで4日 間の貞 潔 と祈 りの 日をす ごさね ばな らない。5日 目に、

儀礼的 な沐浴 の後 に、神官があ らわれ結婚 を祝福す る。 この 日を もって婚礼が終了す るこ

とになる。

アステカの家庭 はきわめて安 定 した ものであ った。離婚 も存在 して はいたが、それ はき

わめて稀 であ った。法律 は、離婚 した二人 が再 び結 びっ こうとす ることを厳 しく罰 して い

た。不倫 は、石打 ちの刑 で罰せ られた。

5.教 育

アステカ文明の特色 のひとっは、子 どもの教育 をきわめて重視 した ことであ る。 このた

め、テ ノチテ ィ トランの君主であ るモテ クソーマー世 とその重 臣 トラカエルは、すべての

カルプー リに学校 を設立 して、義務教育 を命令 した。実際に、 アステカ社会において は、

すべての者が、隣人 たちを教育 することに使命を もっ と信 じられていた。両親 はその子弟

を、長老 たちは親 たちを、神官 は市民を、国王 はすべての臣下を教育す るとい うよ うに。

ウエ イ ・トラ トアニは、 いつで も統治のプログラム と して一連 の道徳的 目的を提示 しなか

らその治世 を開始 した。

最初 の教育者 はいつで も両親で あった。かれ らの息子 たちに、土地 を耕作す ること、狩

猟、漁労 などを教 え、娘 たちには、料理、清掃、機織 りなどを教 えた。良 い習慣 に反 す る

よ うな行動を とった時 にはきび しく罰 をあ たえ、かれ らが模範的 な市民 となるように、常

に良 い助言 を与 えなが ら教え諭 した。父親か ら息子 にたいす る忠告が、 メンディエ ッタ修

道士 の記録 によ ってわれわれに伝わ って いる。

息子 よ、老人 、病人 、不具者を嘲笑 してはな らない… 一一他人を傷 っけて はな らな

い、悪い模範 とな るな、 しゃべ りす ぎるな、他 人の発言 をさえ ぎって はな らない、
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一一一一年 長者 よ り先 に入 って も出で もな らない
、む しろ、かれ らが望む ところに座 っ

た り立 った り しなさい、かれ らの利益 をまず先に して 、かれ らを尊敬 しな さい。年

長者 より先 に発言 して はいけない、かれ らの前を横切 って はいけない、一一一一他人 が

まず箸 をっけるまで食べてはいけない、お まえが最初 にな って はいけない、一一だ

れかがお まえに話か ける時には、息子 よ、足や手 を揺 ら して はいけない、それ は理

性の足 りない しる しだか らで ある。

またひ とりの長老 か ら結婚 した息子への助言 も今 日に伝 わ って いる。

おまえの妻 と家 に じゅうぶん に気を配 り、親類 たちを招 いて慰 ある ことに務 めよ。

一一一一愛 し、慈悲 を もて、傲慢 にな ることなかれ、他人 を苦 しめ るな、一一一傷っ ける

な、なにか悪 い ことをす るな、 自分が して ほ しい ことをせよ、それを鼻 にか けて は

いけない、なぜな ら神 々にそむ くことにな るか らであ る。一一倣 浪者 となるな、悪

だ くみで金 を もうけるな、ひとところに身を落 ち着 ちっかせ よ、耕作 し収穫せ よ、

お まえが死んで も妻や子 ど もた ちが路頭 に迷 うことがないよ うな家を築 け。

年長者 は、世 の中すべて にたい して、 と くに子 どもにた い して教訓 をお しみな くあたえ

る権利 を有 していた。つづ いて食事の仕方 についてのかれ らがあたえた忠告 の例をみてみ

よ う。

一一 あま りにあわてて食べ るな
、あまりに早 く食 べ るな、パ ンに大 口でかぶ りっ

くな、 ノ ドに詰 まらせ る ことのないようにロに食べ物 を入れす ぎるな、犬 の ように

飲 み込んだ りす るな一一一パ ンを こまか くち ぎるな、それが皿 にあ るときはひ った く

るな、 そ こにい る人 々に笑 われる ことのないように落 ち着 いて食事 をす るよ うに。

貴族 の子弟 は、両親 によ って直接的 に教えを うけることはなか った、 とい うの も、その

親たちは、支配的 グループ として、いそが しくてかれ らの世話 をや くひまがなか ったか ら

であ る。かれ らのために話 し方 や優雅 な態度 を教え る専 門の教育者がいた。ムニ ョス ・カ

マル ゴの記録 は、われわれ に子 どもたちが通 うその教室の例 を残 してい る。 「(子 どもた

ちは)地 面に座 り込む ことな く、先生を見 っめる ことな く、視線を上 げ ること もな く、ッ

バを吐 くことな く、体を ゆ らす ことな く、顔 を見 ることな く、膝 をお って しゃがみ こんで

いた」。

〔学校 〕

15歳 になる と若者 は、 カルプー リの学校で教育 された。 それ はテルポチカ リとよばれ、

寄宿制で行 われた。各カルプー リは、それぞれ独 自の学校 と教 師を持 って いた。 ここで、

正 しい話 し方、洗練 された礼儀作 法、歌 、踊 り、戦闘術 が教 え られた。 この最後の もの は

アステカ族 にとって不可欠 の ものであ った。教育 は、 さらに若者 の身体 と精神を鍛えて、
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かれ らを勇猛かっ従順 に させ ることを意 図 して いた。薪を集 め、学校を清掃 し、溝や水路

を補修 し、共同の農 地を耕作す ることがかれ らの義務 とされた。一 日の 日課が終 わ ると、

真夜 中までっつ く大 きな ダンスの催 しが開かれ、その後 にベ ッ ド、すなわち寝 ござに入 っ

た。

貴族の息子 たちは、 より選 びぬかれ た教 育を うけた。かれ らは民衆のための学校 であ る

テルポチカ リにで はな く、カル メカ クとよばれ る神殿内の学校 に入学 した。 そこにおいて

聖職者 と貴族 の同盟関係 がよ りいっそ う強化 された。神官た ちは、生徒の中か ら自分 たち

の後継者を見っ けだすかわ りに、貴族 たちに自分 たちが独 占 している知識 を伝達す ること

に同意 して いた。おお くの ピピルテ ィンが聖職者 になるためにそ こに とどまった。全体的

に、貴族 はこれ らの カル メカ クに15歳 ぐらいで入学 し、結婚す るためにそ こをで るまで こ

こにいた。教育 は、 テルポチカ リのそれ よ りもず っと豊富であ った、 というの も、それは

天文学 、暦の解釈法、 占い術、文字の読みかた、 さらに書 きかたを も含んでいたか らであ

る。 さらに、平民が使用す るもの とは異 なる洗練 された言葉遣 い(そ れ は詩の作成 に使 わ

れ る もの と同 じもので あ ったが)が 訓練 された。威厳の あるふ るまいや洗練 され た身の こ

な しの形成が と くに留意 された 目的であ った。最後 に、鍛練 はとりわけ重視 された。生徒

は、性 的な禁欲を し、 しば しば断食や苦行 を自 らに課 さねばな らなか った。神 々にコパル

香をささげるために毎夜四度起床 し、マゲイ(り ゅうぜ っ らん)の 刺皮で耳や太 ももを刺

して血を流す苦行 を行 った。

貴族の娘 たちは、別 の神殿の学校でおな じよ うな教育 を うけた。教 師は一種 の巫女の よ

うな老女であ った。 そ こで は、宗教、礼儀作法、音楽 、踊 り、織物 、料理法が学 ばれた。

彼女 たち もまたきび しい規律の下で生活 し、神殿の中庭 を清掃 した り祈 りを ささげるため

に夜 中に二度起床 した。娘 たちは結婚す るまで そこにとどま っていた。

6.衛 生 、衣 服 、 装飾 品

〔髪形〕

平均的なアステカ族 は、 こざっぱ りと した容貌 を していた。 ほとん どヒゲ はな く、毎 日

ヒゲそ りをす る必要 もなか った。老人だ けがあ る種の東洋風 のやぎひげのように まとめた

長 い髭 をた くわえたが、それ は尊敬 をあっめる シンボルであ った。頭髪 は漆黒色 であ り、

きわめて素直な直毛で、前 を短 く、後 ろはやや長 く切 りそろえて いた。特定の職業 に特有

の髪型があ った。た とえば、聖職者 は、前部 と頭の両側 の髪 を剃 りこみ、残 りの部分 を長

くのば していた。若 い戦士 は、首筋 にある種 のち ょん まげを作 り、最初 の戦功 をあげたと

きにそれを切 りおと した。女性の場合 は、流行 は、髪 をひ きっ めて両サイ ドで二 っの巻 き

髪をっ くる もので あ った。宮廷の女性(ア ニアニメ)た ち は、他の女性 よ りもめだっ こと

を望んで髪を束 ねないで いたが、それは品が悪 い とみな された。

〔衣服〕

個人的 な服装 は、あ まり手の こんだた ものではな く、男子用 も女性用 も基本 的には二っ
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の もので構成 されていた。男子 の衣服 は、腰布(マ シュ トラ トル)と 、マ ン ト(テ ィルマ

トリ)か らなっていた。腰布 は、両足の間を通 して腰 にまとった長 い布切れで あ り、両端

を前 と後 ろに垂 らした。 しば しばそれ は腰か ら腿 までの前かけのよ うな長い ものであ った。

マ シュ トラ トル は、不可欠の衣類 であ り、それで眠 り、かつそれで仕事 もした。 マ ン トは

長方形 で一種の カ ッパであ り、左肩 の上で結んで使 い、 ボタンも留 め金 もなか った。普通

は、綿製で あるが、マゲイのせんいあるいはウサギの皮で作 られ る こと もあ った。座 る時

には、マ ン トを前部 に回 し、体をす っぽ りくるんだ。マ ン トの色 は白色(国 王のそれ は青

緑色であ り、聖職者 のは黒であ った)で あ ったが、蝶、 ジャガー、巻 き貝 あるいは幾 何学

模様をかたどった刺 しゅうで装飾 されて いた。最上 のマ ン トは、貢納物 と して東部 か らも

た らされる ものであ った。富裕 な者のなかには、マ ン トを何枚 も重ねて使用す る もの もい

たが、それは見栄 っぱ りとみな された。

聖職 者と戦士 は、 もうひとつ別 の衣装 を身 にっ けた。 それ はシコ リとよばれ る一種の シ

ャツであ り、前部 があいてお り、皮帯 によ って止め られた。戦士 は、一種のr制 服』 を身

にっ けた、それ はツナギに似 てお り、体に ピッタ リは りっ いて、体 の動 きを 自由に した、

また綿 の詰あ ものを した胸 当ての鎧 をっ け、それ は矢 か ら身 を守 るチ ョッキ と しての役 目

をはた した。

女性 の衣装 は、 クエイ トル とよばれ るス カー トとウイ ピ リとよばれ るブラウスか らなっ

て いた。前者 は、腰 か らふ くらはぎまでを覆 い、帯 のよ うに して、刺 しゅうで飾 られた布

のバ ン ドによって止 め られた。 この衣類 は、男性の腰布 に相当す る ものであ り、常 に使用

された。 ブラウスは首か ら腰 まで をおおい、目にっ く部分 には刺 しゅうで飾 られ た。 この

二っはいっで も白色 であ った。 スカー トとブラウスは東部、 とりわけ ウアシュテカ地方や

トトナカ地方 の ものが最良 の もの とされ た。鳥、魚 、動物等 をかたど った多色の刺 しゅう

がその質を高 めて いた。東部 か らはまた、ケシュケ ミトル とよばれる、斜長方形でぜ いた

くに刺 しゅうされた肩 マ ン トを使 う習慣が もた らされた。優雅 さでめだ とうとす る女性 た

ちはそれを身 につ け、当然 のこと、アニ アニ メす なわ ち宮廷 の女性た ちは、他の女性 に差

をっ ける機会を見のがす はず はなか った。 スペイ ン人 の記録者で あるサアグ ン修道士 は、

53種 類の肩 マ ン トと13種 類の衣服が あ った ことを証言 しているが、それはアステ カ族 の衣

服の豊 かさをわれわれ に想像 させ る ものである。

[は きもの と装飾品]

アステカの男性 は、 カク トリす なわち植物のせんいあるいは皮で作 りカカ トをっけたサ

ンダルを履 いて いた。皮ひ もで足の 甲に くくりっけた。戦士 は、結 び 目を足 までのば して、
一種 のすね当て を作 った

。貴族のサ ンダルは、いっで も装飾 的な意図 を もってお り、皇帝

のそれ は金の装飾がっ け られて いた。貧 しいアステカ人 は、通常 は裸足であ った。

装飾品はきわめて多彩 であ った。 これ らはそれを身 にっけ る人 々の社会的あるいは職業

的地位を示す ものであ り、全体 と して許 され るものが決め られていた。金属 あるいは宝石

の鼻飾 りはよ く見 られ るものであ った。 それを使用す るためには、鼻中隔に穴をあけねば

な らなか った。 またア ゴさきにベ ソテすなわち水晶、 トル コ石 、ベ ッコウ、コハ クな どで
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っ くった輪 をはめた。頭 には、ケツアル鳥あ るいは コンゴウインコのぜいた くな羽根 で作

った羽根飾 りをっ けた。皇帝のみが トルコ石の鼻飾 りを使用 す ることがで き、 また戦士だ

けがきめ られ た羽の装飾 をっ けることがで きた。 こうした規則へ の違反 は、厳 しく罰せ ら

れた、 とい うの もそれ は既存の社会秩序 に逆 らうことを意 味 したか らである。戦士 たちは

きわあて多様 な金属 や羽 の装飾品を身っ けていた、 とい うの もそれ によって その階級 や軍

団へ の所属 か特定 されたか らであ る。女性 は女 ら しさを演出す るために装飾品を使 った。

これ らは、ペ ンダ ン ト、ネ ックレス、腕輪か らな り、 くるぶ した もまたそれっ けた。

[身 体の清潔 さ]

衣服 や装飾品 のほか にも、アステカ族 は異常 なほどに身体 の清潔 さに気 を くば った こと

で注 目され る。風 呂はめず らしくな く、身分 の高 い者 は、 日に二度 も風 呂にはい った。 そ

れ はひ とっの習慣 とい うことをこえて 、一っのお清 めの儀式 とな って いた。髪 の毛 を汚 な

いままに して いる ことは苦行の しる しとされ、 しば しば神官 たちは、 自己犠牲の象徴 とし

て一定の期間髪 を洗わないでいた。テ ノチティ トラ ンには、多数 の公衆蒸 し風 呂(テ マス

カ リ)が あ り、人 々は衛生 と楽 しみのためにそ こに通 った。貴族 たちは、屋敷 に専有 の蒸

し風 呂を もっていたが、平民 たちまで も、小 さな家庭用の蒸 し風 呂を もっていた。 それは

カマ ドの側 に置 かれ た背の低 い半球体 の ものであ った。た くさんの小 さな穴のあいた壁で

火をお こす部分 と仕切 られてお り、十分 な量の薪 を くべ るだけで簡単 に温 ま った。壁 が十

分に熱せ られた時に散水する と、それは蒸気 に変 わ った。 日常 の清潔 さや衣服の洗濯 のた

めには、天然 のせ っけんが使用 された。それ はコパル ソコ トル とよばれ る植物の実 であ り、

スペ イン人 たちはそれを 「せ っけん(ハ ボ ン)の 木 」 と命名 した。すなわちアメ リカ ・サ

ポナ リアの語源 である。

美容用の軟膏 と香水の使用 は、アステカ族の女性 の間で は普通 のことであ った。 またア

ピンとよばれ る土 か ら作 られた黄色の化粧品を使 うことも習慣 とな りっっあ った。親 たち

は、 自分の娘 がそれを使 用する ことを禁 じよ うと していたが。貴族がその娘 に与 えた忠告

に次のよ うな ものがある。 「良 く見せ よ うとして、化粧 したり、顔 に色をっけた りしては

いけない、なぜな ら、 それは娼婦 の しるしだか らであ る。一一一一恥知 らずな女だ けがそれ を

使用す るのだか ら。 」

東の海岸部か らもた らされた新 しい流行 は、歯 を黒 や赤色に染 めることであった。一般

に、化粧品やぜいた くな衣服は、尻軽 な女性 に特有 の もの とされ、 「上 品な」女性 の もの

とは見な されなか った。

了.食 料

アステカ族 は食料 と して は、いつで もほぼ同 じものを少量だ け食べていた。 しか しなが

ら、高 い社会階層の者 たちは、よ り豊 富かつ多彩 な食事 を楽 しんで いた。それ は結婚 や誕

生 などを祝 う宴会に しめされた。食料 とな る産物 の種類 は多彩 であ った。ヘ ビ、亀、ア リ、

力タツム リ、 イグアナ、イモム シ、あ らゆる種類 の野性の球根 や根な どの食材を含んだ料
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理 は、アステカ族がかつて採集民 と して生活 して いた ことをほ うふっ させ る ものであ る。

メキ シコ盆地 の湖 に浮かぶ小島 には じめて到達 した時代 に、エ ビ、 カエル、魚 、水蚊の タ

マ ゴ(キ ャ ビァに似て いる)な どのその他 の ものが加 わ った。最後 に、盆地の文 明化 され

た部族のす ぐれた農業技術 をと りいれて、その食料 に、塊茎類、マ メ類、果実、穀類が取

り入れ られた。 これ らの食料 の大部分 は、アメ リカにおいて栽培植物 とされて いたが ヨー

ロ ッパで は知 られて いなか った。野菜類 では、ハヤ トウ リ、チラカヨーテ(そ うめん瓜)、

青物野菜、ゼニアオイ、 カボチ ャ等 々があ った。塊茎類 では、 アラカーチャ(人 参の一

種)、 ジャガイモ、サ ツマイモ。果実 には、ア ノン(バ ンレイシ)、 マメイ、 グアナバナ

(トゲバ ンレイ シ)、 サ ポーテ(チ ューイ ンガムの原料)、 パ イナ ップル等があ った。 こ

れ とは対象 的に、 肉類 はあま り食べなか った。 というの も家畜 はた った二種類 、七面鳥 と

食用犬 しかなか ったか らである。かれ らの食料 とな った肉類の大部分 は狩猟によ るもので

あ った。 ウサギ、野 ウサギ、キ ジ、鹿 、鴨など。魚 は さらに豊 富で湖 と川 で とった。

日常 の食事 は、 トウモ ロコシ、豆、アマラ ン ト(は けい とうの実)、 サル ビアの種 か ら

成 って いた。後者 の もの は しば しば征服 された部族 か ら貢納品 と して入 って きた。 トウモ

ロコシ(黄 色 、白、大粒、小粒等 々)や 豆(黒 、紫、大粒、小粒)の 種類 の多 さに もかか

わ らず、二っの不可欠の産物 、すなわち トマ トとチ リ(ト ウガ ラシ)に よる味っ けがなか

ったな らば、 きわめて味気 のないまず いものとな っていたで あろ う。 トマ トとチ リはあ ら

ゆるものに使 われ 、どんな料理 に も調 味料 とされた。 トマ トとチ リを使 っていわ ゆるモ レ

(ソース)が 作 られ、 それ は トウモ ロコシの トリテ ィ リャを美味な もの と した。 しば しば、

それにアボガ ドが加え られ、 さ らに美味のグアカモ レが作 られた。 また さまざまな香草、

と くに シア ン トロが使用 された。食料 は煮込 まれ るか、焼 き物 とされ たが、揚 げ物 はなか

った、 というの もアステ カの人 々は、 ヒマ ワリの種 や ピーナ ツのよ うな油脂分の多 い食料

を食べて いたが、獣肪や油 を利用 していなか ったか らである。

食事 に不可欠 な脇役 は、中央 アメ リカの北部 に 自生す る植物 カカオであ った。 アステカ

族 はカカオをそ こか らかな りの量輸入 していた。 それによ ってだれ もが熱 中 してや まない

有名な ホコカ トル、す なわちチ ョコ レー トが作 られ た。 ホコカ トルという言葉 は、ナ ワ ト

ル語の二っの用語、 「す っぱい」を意味す るホ コ ックと 「水」を意味す るア トルに由来す

る。 「す っぱい水」 は事実であ った、 とい うの もカカオの実 は粉 にひいて水 を入れた器 に

入れたか らであ る。そのあと木製 のヘラない し棒で よ く泡立っまでか きまわされた。その

ためそれは冷た くて苦 い飲み物 であ った。 とい うの もアステカ人 は砂糖(ア ジア原産 の植

物)を 知 らなか ったか らであ る。 それ に砂糖を入れ温 めて飲 む とい う習慣 は、後 にスペイ

ン人 によ って導入 された。アステカ人の した ことは、それにハ チ ミツ、バ ニラ、焼 いた ト

ウモ ロコシの粒 を加 える ことであ った。 しば しばそれ に トウガラ シを入 れたが それ はきわ

めて独特 な味であ ったにちがいない。

主食 は トウモ ロコシであ った。 メタテで ひき、 その粉 によ って きわめて薄 い トルテ ィー

リャがっ くられ、その まま、あ るいはモ レをつ けて食べた。 また同 じ粉 をっか ってア トリ

とい うおかゆが作 られ た。水に とか し、ハチ ミツで甘 くす るか 、あ るい と トウガラシで味
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っ けされた。 また ブ リホー レス(イ ンゲ ン豆)や タマー レスす なわち豆 やモ レを詰 め込ん

だ トウモ ロコシの粉の まん じゅうが よ く食べ られた。祝 日のタマー レスには、七面鳥や犬

の肉が詰 め られた。 これ にハケ イ トウの種 あるいはサル ビアの種や前述 のチ ョコ レー トが

っ いた。 カマ ドのそばにかがんで、 スプー ン等を使用す ることな く急 いで食事 を した。

平民の 日常の食事 は、 日に二度であ った。朝食 はな く、アステカ人 は、すでに何時間か

はた らいた後 に午前 中に最初の食事を とった。一般的 には一杯のおかゆであ り、富裕 な階

層 は、チ ョコレー トによ って好 みの味っけを した。お昼 に腹 にたまる食事 を したが、それ

はモ レをっけた トルテ ィーヤとブ リホー レス豆、時 にはタマー レス、そ して まれには肉が

でた。仕事の ため に家 の外で食事 を しな ければな らない時には、女性 が弁 当を用意 した。

経済状態が許す場合 には、寝床 に入 る前に一杯の おか ゆかチ ョコレー トを取 ることはまれ

ではなか ったが、夜 に食事 はなか った。

豊かな者 ははるかに良 い ものを食べて いた。 いつで も朝食 にチ ョコ レー トを飲 み、お昼

には肉を食べ、夕食 もとった。その食卓 は、アステカ人 の優雅 な食事 の見本であ った。あ

らゆる種類 の トリテ ィー リャとタマー レス、20種 類 に ものぼ る煮込んだ鳥の肉、七面鳥の

タマー レス、魚等 々。い くっかの料理 は、カエルの青 トウガラ シソースあえ、オタマ ジャ

クシの黄 トウガラ シの ソース添 え、モ レっ き魚料理、す っぱい果物 にまぶ したカボチ ャの

種 、鳥の肉汁っ きの果物 のよ うな本 当の グル メ料理で あった。貴族 はぜ いた くな夕食 を用

意す るのが常で あ り、親族や友人 をそこに招 いた。客人 は、夜 中に到着 して、夜 どお し食

べっづ けた。食事の後 にはチ ョコ レー トを飲 み、パ イプタバ コをす った。 その後 は夜明 け

まで歌 い踊 りっづ け、そ して最後 にバニ ラとハ チ ミツを いれたチ ョコ レー トの飲 み物 をと

った。

当然 の ことなが ら、 もっと も豪勢 な食事がで きたアステ カ人 は国王であ った。 かれのた

めには30種 類 の料理が用意 され、それ らが冷 めないよ うに素焼 きの火鉢 の上 にな らべ られ

た。 ベルナール ・ディアスは、かれの食卓 には、七面鳥、キ ジ、ウズラ、 シャコ、小 鳥、

ウサギ、鳩、等 々が不可欠 であ った、 と記述 してい る。皇帝 は、 自分の食べ たいものをさ

し示 し、四人 の女性がチ ョルーラ地方産の陶器 の皿 で王の食事 の世話 を した。 まず最初 に

果物 や ジュースを とり、次 に黄金のカ ップで泡だ ったチ ョコ レー トをすす りなが ら食事 を

した。食事が終 わ ると、女性た ちは、テープル掛 けを取 り去 り、かれに指 をすす ぐたあの

ボウルを さし出 した。最後 に、 タバ コをっ めたサ トウキ ビで作 ったパ イプをさ し出 した。

国王の食事の後 に、宮殿 の人 々がその残 りものを食べ るか、持 ち帰 った。

アステカ人 たちは、食事 とい っしょにアル コール性 の飲料 を とる習慣 はなか った。 かれ

らの持 っアル コール性の飲料 は、オ ク トリ、す なわちマゲ イの樹液を発酵 させて造 ったプ

ルケ酒であ った。招待者を もて なすための大 きな夕食会で は飲 まれたが、それ は老人 だけ

に許 された ものであ った。 もし酒 に酔 った若者が見 っか った ら、かれ は石打 ちの刑 に処せ

られた。老人 たちは、と くにお祭 りの時には、酒 をあびるように飲んた。かれ らは、プル

ケ酒の壺 をとり囲んで座 り、冗談をいい、唄を歌 いなが ら酒 を飲んだ。 それ は年長 者のみ

に許 され る特権 であ った。
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8.労 働 と余暇

〔労働〕

テ ノチティ トラ ンの 日常生活 は、神殿 、 とりわ け大神殿で な らす太鼓 とほ らがいの音 に

したが って いとなまれ た。 それは ヨーロ ッパの都市の教会 のな らす鐘 と同 じように、一 日

の時を刻んだ。最初 の もの は、夜明 けのそれで あ り、家庭 の主婦 は、主人 よ りもす こ し早

く起床 し、メタテで トウモロコシをひきは じめ、住居の床をゆす る リズ ミックな動 きによ

ってすべての家族 の 目を さまさせた。

男 たちは起 きると、サ ンダルをは き、 ゴザ とマ ン トをたたんだ。身支度 ははや く、顔 、

手 を洗 い、口をすす いだ。後 にマ ン トを締めなお し、弁当を もち、働 きにでか けた。女性

は、一 般的に家 にいて、小 さな子 どもを世話 し、家畜 にえさをや り、家を掃除 し、食事を

っ くるという仕事で忙 しか った。

街 の通 りには仕事 にむか う数多 くの人 々が見 られた。かれ らは、 白いマ ン トを着て いた

が、その仕事によ って さまざまな装飾 品をっ けて いた。アステ カ社会 は、労働 の分業体制

もすすんだ きわめて複雑 な もの とな って いた。 ある者たちは、農業 に従事 していたが、 そ

れは しだいに少 な くな って いた。 とい うの も征服 された部族 たちが、中央高地 の都市 に必

要 な食料を貢納品 と して送 って いたか らであ る。農民 は、カルプー リの共有地、あ るいは

貴族の所有地 を耕作 した。残 りは漁民 と狩猟者で あ った。

職 人が住民 のか な りの部分 を しめて いた。農民 は、食料の生産 か ら解放 され るにっれて、

専 門化 された労働者 に転身 した。 自分の住居 に作業場 を もち、織物工、金属細工 師、陶工、

羽飾 り職 人、宝石細工職 人等 々 とな った。 また、多 くの左官、大工、石工 など、 さ らに卸

し商人 と小売 り商人が いた。前者の商人 たちは、ポチテカとよばれ、遠 隔の地か らものめ

ず らしい商品や産物 を もた らしたために、おお きな名声 と人気 をあっ めていた。後者 は、

小売 り商人や行商人で あ った。 また多 くの人が助産婦 、医者、清掃人、公衆風 呂の従業員

など公共的サー ビスの職業 に従事 していた。 また住 民の一部 は、判事 、警吏、ふれ 口上役

人、収税 人、書記 な どの公務 員 として はた らいた。最後 に、教師、聖職者、戦士が いた。

この 巨大 な都市 で、 これ らすべての人 々が毎朝 それぞれのはた らく仕事 にでかけたので あ

る。

人 びとは、朝食 の時間をっげ る太鼓の音 がひび く午前の半 ばまで は休 みな しに働いた。

それが最初の食事 であ った。通常 は、家か らもって きた弁 当を食べたが、それを もたない

人、あ るいはよそ者 は、街頭 にで ると、そ こでは数多 くの行商人 たちが トリテ ィー リャ、

タマー レス、おかゆを売 って いた。 トウモ ロコシの香ば しい匂 いが町中に充 ちていた。

きわめて短 いか るい食事の後 、ふ たたび太鼓 がな らされ る正午 まで仕事 に もどった。 ほ

とん どの人が食事 ために家 に もどった。それ は一 日で唯一の まともな食事で あ り、家族 そ

ろって それを とった。 さ らにその後 に家で短 い昼寝 をす る習慣 があ った。その後 に仕事 に

戻 り、神殿 の太鼓が 日課 の終わ りをっ げる日暮れ まで休む ことな くはた らいた。人 々は家

路にっ き、家族 と語 らい休息を した。 ときには、一杯 のオカユかチ ョコレー トを飲んだ。
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夜の第二の太鼓が就寝すべ き時間をつげた。翌 日はまた早朝 に起床せねばな らない。

〔余暇 と祭 り〕

テ ノチテ ィ トラ ン市 はまた、余暇を楽 しむための時間を もって いた。 日が暮 れ ると、多

くの裕福 な家で は、招待客のために夕食 を用意 したが、数時 間後の夜ふ けに到着 した客た

ちは夜明けまで楽 しんだ。平民の家で も、命名式、結婚 、葬式 のよ うな儀式を行 うと きに

おな じような祝宴 をお こなった。

学校 の生徒た ちは、踊 りをす るためによ く出か けた。 また 日が暮れ ると、宮廷の女性た

ちは、お しゃれな服装 を して香水をっけ、戦士 とダ ンスをす るために出か けた。そ うした

静寂 と暗闇の時間をその商売 のために利用す るぬ けめのない者 もいた。 ある商人 た ちは、

油断のな らない隣人 たちの 目にふれるのをさけて、遠方か らはこんで きた商品をカ ヌーか

ら荷 おろ しした。

真夜 中の太鼓 がなると、聖職 者は、祈 りと苦行 を行 うため に起床 した。耳たぶや太 もも

を リュウゼ ツラ ンの刺で さ して血 を流 して苦行 を行 った。朝の3時 に次の太鼓がな った。

学校 の教師 は寄宿舎 に行 き、子 どもを起 こして川 や水路で水浴 させ た。神殿の学校 の女神

官た ちは、女 の子 たちを起 こ して、中庭 を清掃 させ、神への供物 を捧 げさせた。あ る商人

たちは、包みに商品をっっんで旅 に出た。 この後 は、6時 までは静寂が町をっっんだ。祝

宴が終 わ って家 に帰 る徹 夜組 だけが静寂 をやぶ った。やがて夜 が明ける。朝6時 に太鼓 と

ほ らがいの大音響が新 しい一 日の始 ま りをっげ る。

労働 がっつ く日常 は、 しば しばお祭 りで中断 された。週末 に休 むという習慣 はなか った

が、お祭 りはきわめて多 くあ った。毎月な にかのお祭 りがあ り、一 日だけで終 わる祭 りは

ほとん どなか った。 たとえば、新 トウモロコシの祭 りは10日 間っつ いた。皇帝 が平民のた

めに食事や飲 み ものを用意 し、たいまつや カマ ドの光のそばで唄や ダ ンスが催 された。皇

帝 自身が それに参加 した。最終 日には、何 時間に もおよぶ唄や大衆的な ダンスを ともな う

大 規模 なパ レー ドが行われた。その後 に トウモ ロコシの象徴 を運んで きた若者が いけにえ

にされた。アテモス トリの月の祭 りのよ うに、競技会が行われ るもの もあ った。 そ こで は、

戦士の組 と聖職 者の組 とが競 いあ った。勝利 した者 たちは、相手か ら太鼓、敷物 、衣服を

奪 いとった。同 じよ うな ものがテ ィ トリの月に行 われたが、それは対決す る組 は男 の子 と

女の子 のそれであ り、前 者が木片 を投 げっ け、後者 は棒で防御 した。

[娯 楽 と遊 び]

労働 と祭 りがすべてで はなか った。娯楽 もあ った。貴族 たちはスポー ツと しての狩猟 に

熱中 した。た とえば、皇帝 は、自分 の公園や森 で吹 き矢 で小鳥 をとることを好ん だ。焼 い

た粘土 の小玉 を発射す る道具 を利用 した。それは羽根飾 りに利用す るために鳥 の血 を流 さ

ないで とるためであ った。年の第14月 には、テ ノチテ ィ トランと トラテ ロルコの戦士 たち

が参加 す る大狩猟が行われた。サカテペ トル山の樹林のおい茂 った隠れ家で夜 明か しを し、

翌朝、人 々は勢子 の隊列をっ くって、獲物を狩 りだ し、 ウサギ、 コヨーテ、鹿 、野 ウサギ

等をっかまえた。獲物 を しとあた者 には皇帝 か ら贈 り物が与 え られた。 このあ と、獲物 と

ともに町に凱旋 した。
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この他 に貴族た ちが しば しば好 んだ娯楽 は、庭造 りと詩作で あった。音楽 は詩 と密接 に

関係 してお り、アステカの貴族 は、町に数多 くあ った歌の学校 に通 った。 また歌 と踊 りは、

密接 に関連 しあ ってお り、歌われ る詩 は一般 に脚 色 されて お り、すでにそ こには演劇の基

本的要素があ らわれていた。

しか し、 なによりも、アステカ人 、 とくに民衆 は、二っの熱中 させ る遊 び、す なわ ち球

技 とサ イコロ遊 びを楽 しんで いた。球技 は、宗教 的起源を もっ もので あ り、何世紀 も前 に

さかのぼる起源を もつ。アステカ族 は、それに二 っの新 しい要素、す なわ ち競技 の要素 と

賭 け事 の遊 びの要素 をつけ くわえ、それ によって十分 に完成 された もの とな った。公共 的

な もの と私的な球技 があ った。 自尊心のっ よい大貴族 たちは、 自分 の宮殿 で私的 な球技 ゲ

ームを催 し、競技会 を見 るのを楽 しみ、 また どち らが勝 利す るかで宝石、奴隷 、豪華 なマ

ン ト、装飾品等 を賭 けた。公共 的なゲームおいては、職業 的な賭博人の群 れが集 まったが、

かれ らはどんなゲームに も顔 を出 した。

球技場 は、1型 あ るいはダブルT型 を してお り、両側 に観客 のすわ る階段座席 があ った。

二っのチーム は、線 によ って区切 られたそれぞれの コー トに陣取 った。生 ゴムの塊 のボー

ルを使用 し、それを 自陣でバ ウン ドさせな いよ うにさせなが ら相手陣営に打 ち返 さねばな

らな い。最 も古 い形 では、足以外 の身体の どこかの部分 をっか って打 ち返 さねばな らず、

きわめてむずか しい技 であ った。 ヒジ、腰 、 ピザ、頭で打ち返す ため に地面 に倒 れ込 まね

ばな らない。そのために選手 は、腰、 ピザ、手 、頭を鹿皮 で作 った プロテ クターでおお っ

て いた。 それ は現在 のラ グビーの選手の似 た格好であ った。点数制で競 われた、 また一種

のバ スケ ッ トボールのよ うにコー トの両サイ ドのかな りの高 さの ところに取 り付 け られた

石の輪 にボールを通す ことで も点数が得 られた。 アステカの伝統 はわれわれに多 くの有名

な競技 にっ いて語 って いる。その なか には、テ シュココ国の国王のネサ ワル ピリとテノチ

ティ トラ ンの国王 であ り、すべての アステカ帝国の国王 で もあるモテ クソーマニ世 との間

で争 われた ものが有名で ある。両者の うちどち らが正 しいかを調べ るため に競技がお こな

われた。 とい うの も、 テ シュココの国王 の占い師 はモテ クソーマ は生存 中に王位 を失 うこ

とになると宣言 して いた し、一方、モテ クソーマの 占い師たちは、当然の ように、その反

対 の ことを述べて いたか らである。面 白い ことは、ゲームで はネサ ワル ピリが3対2で 勝

利 したことで ある。かれの占い師たちは、 この ように して、数年後 に行われる ことにな る

スペイ ンの征服を予言 していたことになる。

バ トリす なわ ちサ イコロ遊 びは、スポーツ競技 とい う性格 は もっていなか った。それは

たんな る運 まかせの勝 負事であ った。 その起源 は比較的新 しく、同 じよ うに もと もとは四

っの方角 の守護神 とい うよ うに宗教的 なことが らと関連があ ったが 、めんど うなところは

とりのぞいて純粋 な遊 びに変化 していた。それ はわれわれのパルチス ・ゲームによ く似て

いる。一っの盤 と駒 とな る12個 の彩色 した石(赤6個 、青6個)か ら成 る。盤 はマ ン トの

上 に書 かれた、それ は十字の形 であ り線で52の 区画 に区切 られていた。それを らを通 って

十字の交差す る中心 まで到達 した ものが勝 ちである。黒 いマ メの一部を白 く塗 って点数 を

っ けたサイコロを使 って石を進 め る。二人 の人 間あるいは二組 のペ アで遊 び、小石を十字
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の中心 に早 く進 めたほ うが勝つ。サ イコロ ・ゲーム は多 くの民衆 にとって は度 を こ した悪

習 とな ってお り、スペイ ン人記録者 によれば、あ るアステカ人 たちは一 日中それに遊 びほ

うけて、本物 の博打 師のよ うに盤が書 き込 まれたマ ン トとサ イコロを もってあちこち うろ

っ きまわ っていた と述べてい る。

その他 に もい くつかの運 まかせのゲームがあ った。 白と黒の小石を使 って遊 ぶ一種のチ

ェスがあ った。葦 と石 を使 うゲーム もあ り、それは今 日われわれが球 を使 ってや るの と同

じように小石を穴 に入 れる もので あ った。金の塊 を軸受 けに投 げ入れ るめず らしい遊 び も

あった。今 日、アステカ人たちに伝わ っている、高 い柱 の上 に回転す る十字形 の枠組 みを

っけ、 ヒモにぶ ら下 が りなが ら四人の人間が徐 々に降下 して くるボラ ドール(鳥 人 間)の

ゲーム は、 もと もとはかれ らの もので はなか った。現在 の メキ シコの領 土には、アステカ

によって支配 された民族 に独 自のゲームが無数 にあったが、アステカ人 たちが それ らをす

べて とり入れて 自分 たちの もの と したわ けで はなか った。

9.科 学 と芸術 的活動

アステカの芸術 と技術 において は、領主 も民衆 もおな じよ うに関与 していたが、理論 的

な知識 は聖職者 と貴族 たちの特権であ った。暦 と文字 は、神殿 の学校 においてのみ教 え ら

れたが、そこで は教 師は選ばれた少数 の弟子た ちを教育 した。平民がなにか問題 にぶっか

ると、かれ は神官 にそれをたずねなければな らなか った。聖職者たちは、その事柄 にっい

ての解 釈をかれ らにあたえ、 さらにその提供 したサー ビスにたい して謝礼を とった。

〔暦〕

宗教用 と市民用の二種類 の暦があ った。前者 は、 トナポウア リとよばれ、一年 が260日

であ り、20カ 月で各月が13日 であ った。各年 、各月、各 日はそれぞれ守護神の下 にあ り、

それが人間の誕生、結婚、病気、死亡 の運命を決定 して いた。それを調べて吉 凶を うらな

うことは聖職 者の仕事であ り使命であ った。 シウポ リカ リとよばれる市民用の太陽暦 は、

一年が365日 、18カ 月で各月が20日 であわせて360日 、それ に不 吉な 日と考 え られた5日

間が追加 された。

太陽暦 の52年 ごとに宗教用の暦 と市民用 の暦が同時 に終了す ることにな る。 それ ゆえに、

それ は一 っの重要 なサ イクル、一種の 「世紀」 と考 え られた。そのサイ クルが終わ るこの

年 の最後 の5日 間 は、最 も不吉 な 日々と考 え られ、その間は世界の終 わ りくるので はない

か とおそれ られ た。

暦 に関す る知識 は、 メキ シコにおいて数千年 もの長 きにわた って発展 されて きた高度な

天文学の成果による ものであった。マヤ人 は、アステ カ人 のそれ よりも、さ らには当時 ヨ

ーロ ッパ において使用 されていた ものよ りも精巧 な太 陽暦を所有 して いた ことが知 られて

いる。 アステカ人 は、主要な星座、天体、流星等 々を知 っていた。 より興味ぶか いことは、

その神官 たちは、宗教用の ものの と もに市民用の暦 を許容す ることによって、科学的進歩

を受 け入れ ることがで きたことで ある。 その事 は、かれ らの宗教が あまりに も妥協をゆる`
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さない ものであ った ことを考え る時 、二重の意味で不思議な ことであ った。

〔医学 、数学 、工学 〕

きわめて高度 に発展 していた もうひ とつの学 問は医学で あ った。 しば しば人身供犠の儀

式 を行 った ことは、解剖学 の知識 を豊 かな もの と していた。神官たちは、身体 に正確 な切

りこみを入れ ることで 、ほんの数秒の うちに犠牲者 か ら心臓 を とり出す ことがで きた。犠

牲者 の痛みを緩和 す るために、時には、麻薬 、睡眠剤 、麻酔剤が使用 された。 こうした こ

とは神 々への貢 ぎ もの と しての価値 を低め ることにな ったが。 さらに、戦争 は、外傷 医学

の実践 に豊 かな経験を うみだ していた。骨折には添え木があて られ、負傷者 のために止血

剤 や癒創剤 が使用 され た。 これ以外 にも、医術師 は、解熱剤、鎮静剤 、利尿剤 、下剤、催

吐剤 として多数 の薬草 を使用 した。 フェ リペニ世 によ って派遣 されたスペ イ ン人 医師 フラ

ンシスコ ・エ ルナ ンデ スは、アステカ族の使用 した もの と して1,200種 類の薬草を記録 し

ている。

これ とは対照的 に、数学 の知識 は乏 しか った。 きわめて初歩的な20進 法が使用 されてい

た。数の単位 はひ とつの○であ らわ された。20は 一本の旗で、400は ある種の木 また は羽

根の像で、8000は 一つ の袋であ らわ された。 アステカ人 は、マヤ人 のよ うに大 きな数値を

表記す ることがで きなか った。現実 に、400を こえ る数値 は 「計測不可能」 と考 え られた。

に もかかわ らず、その計算法 は、征服 した都市か らの貢 ぎものを正確 に計算す ることを可

能 には した。

技術 は、地域社会の仕事に役立 った。農業が きわだつ。 それ は灌概 と施肥 によってすば

らしい生産力を示 して いた。われわれ はチナ ンパ(浮 き菜園)の 発明 を思い出す。その建

築技術 はす ぐれてお り、技術が都市の さまざまな問題 を解決 していた。 チャプルテペ ック

とコヨァカ ンの水道橋 は、石 とモルタルで造 られた い くっ かの橋の上 に敷設 されて いた。

首都 は、 しば しばテ シュココ湖 の洪水 に見舞われ たために、モテクソーマー世 は、1449年

にそれを防御す るために16覇 におよぶ 巨大 な堤防の建設 を命 じた。

[文 字 、文学、演劇]

文字 は、先住 の諸民族 か ら受 け継 いだ もう一 っの大 きな財産 であった。アステカ人 は、

それをかれ らの美 しいナ ワ トル語 に適用 し、それをかな り改良 した。かれ らの言語 は、容

易な発音 ときわめて多彩 な語彙 を もっていたために、文字を進化 させ るの に適 して いた。

文字 はかな り進歩 をみせてお り、直接的象徴、すなわち絵文字で表記 された。 アステカの

絵文字 は、表意文字で あ り、 また表音文字で もあ った。す なわち、類似性 によって一っの

理念を示唆す ることもで き、あ るいは一つの音 によ って翻訳 されることもで きた。た とえ

ば、あ る人が道を歩 く様子 を、道 と足跡を書 くことで表 した。また夜 は黒い丸で表現 した。

また言葉 の音か ら引 き出 した音素を利用 した。 た とえ ば、水を意味す るア トルか らアの音

を、歯を意味す る トラ ンーテ ィルか ら トラ ンの音 を、 目を意味す るイシュ トロ トリか らイ

シュの音を とるよ うに、複雑 な用語 を表現す るために後 にそれ らを音韻的 に組 み合わせた。

最後 に、一 っの概念の様式化で あるシンボルない し絵文字があ った。 オ トラテ ィ トラ ン村

は、オ トラ トルの象形文字であ るサ トウキ ビと、音節 トラ ンの表音文字で ある歯 とを組み
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合わせて表示 された。

もしスペ イ ン人 の征服がなけれ ば、かれ らが現在 われわれが使用 しているような完全な

表音的な文字 を完成 す るにいた って いた可能性 は きわめて高い。

トラクイロとよばれた書記は、神秘的な もの とされた赤 と黒の墨を使 いこなす こと知 っ

ているい るが ゆえ に、例外的な人物 とみな された。かれ らがそ うした技能を どのよ うに身

にっけたか は知 られていないが、おそ らく神殿の学校 であ るカルメカ クであ ることはまち

がいがない。 アステカ族 の何人 かの文人 は、そのなか にはテ シゴココの国王 も含 まれてい

たが、 また練達の書記 で もあ った。神官 はすべて読 み方 を知 ってお り、その中には書 き方

まで知 って いる もの もいた。貴族 はまた神官 と同 じ知識 を持 って いた。平民 は完全 に非識

字であ った。

文字 は柔 らかい材料 、「般には、樹の皮 か ら作 った紙 であ るアマ トルの上 に書 かれた。

小 さい孔 を注意深 くふ さぎ、それ に石灰 を うす くぬ り、最後 に、何枚 かを屏風 のよ うにっ

な ぎあわせ、木の表紙 をっけた。本 は、神殿 や宮殿の図書館 に大事 に保存 されたが、戦争

の時 には被害 を こうむ った。 トラテロル コの大図書館 は、最 も重要 な ものひとっで あった

が、テノチテ ィ トラ ンの住民がそ こを占拠 した時 に焼失 した。 スペイ ン人の征服 はまた多

くの重要 な著作物 を破壊 した。 スマラガ司教 を含む何人 かのスペ イン人聖職者 たちは、そ

こには悪魔 の教 えが含 まれて いると考えて、アステカ族 の書籍 を大量 に焼却 した。 イツコ

ァ トル国王 自身 さえ、住民 を教化す るのに有益で はな いと考 えて、かってのアステカ族 が

貧 しく抑圧 されて いた時代の ことにっ いて記述 して いた多 くの古 い文書類を焼却す るよう

命令を下 した。

文字 は、文芸の発展 を可能に した。予言の書や暦 の書以外 に、歴史的年代記 の本が存在

して いた。 その うちの一つ は現在 にまで残 って いる。 それは 「巡礼絵巻」 として知 られて

いる もので、アステカ族がチ ャプルテペ ックにた どり着 くまでの長 い遍歴 を物語 っている。

またかれ らが 、息子や若者な どに与えた有名な道徳 的説教が散文体 の記録 と してわれわれ

に伝 っている。最後 に、かれ らは明確 に分担 された四っの学校、すなわちテ シュココ、テ

ノチテ ィ トラ ン、 トラシュカラ、 チャル コの学校 にすば ら しい詩を保存 していた。 この ジ

ャンル は、多 くの偉大 な領主たちが作 品を残 してお り、平民 によって使用 され た平俗 な言

語 とは異 なるテ クピラ トリとよばれ る古典的 な洗練 されたナワ トル語で詩作が おこなわれ

た。テ シュココ国王ネサ ワル コヨ トル、その息子 ネサ ワル ピ リ等のよ うに、い く人 かの詩

人 は、 きわめて高 い名声 を享受 した。民 衆を楽 しませ ることにおいては演劇 も重要であ っ

た。舞 台は神殿 に作 られ るのが普通であ ったが、演 目はま った く世俗的な ものであ った。

チ ョルーラ市で催 された演劇 につ いて、ホセ ・デ ・ア コスタ修道士 は次のよ うに記述 して

い る。舞 台は長 さ30ピ エ(約8.5㍍)の 長方形の舞台 であ り、そ こでは 「聾者 、鼻た ら し、

足の不 自由な者、盲者 、片腕 の者が登場す る幕間狂言が あ り一… ほかの者 は、 うじむ し

のよ うな汚 い格好で登場 した。 ある者 はコガネム シのよ うな、 ほかの者 はガマ、あるいは

トカゲのよ うな衣装をつけ、かれ らの職業 を暗示 しなが ら順番に登場 し、それ ぞれがなん

らかの寓話 を語 るが、それはきわめて機知 に富んだ ものであるがゆえに観衆 をおお いに楽
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しませた」。専門的な喜劇役者 さえ いた。 かれ らは領主 た ちを相手 に公演す ることで生計

をたてていた。

芸術的活動 は、羽根飾 り、金細工、陶器 、さ らに音楽 、歌 、踊 りな ど美 しい作品によ っ

て補完 された。すべての都市 は、 クイカカ リす なわ ち 「歌 の家 」とよばれる音 楽学校 を持

ってお り、そ こで は熟達 した師匠が12歳 以上 の子 ど もに歌 と踊 りを教えた。 アステカ族の

君主 たちは楽 しみのための こう した場所 に通 った。主要 な楽器 は、ホ ラ貝、 ラ ッパ、太鼓、

笛、オカ リナ、鈴であ った。

10.戦 争 と宗教

〔人身供犠〕

アステカ族の宗教 と戦争 は、まぎれ もな く、今 日の ヨー ロッパ人 に とって最 も理解 しに

くい側面であ る。 たえ まのない軍事的征服活動の連続 は、アステカ人 は、近隣の民族 を支

配す ることだ けを夢想 していた野蛮 な民族で あるとの印象 を うみだ している。 あ る神 々の

ために何千、 ときには何万 とい う人 々が犠牲 として ささげ られ たとい う事実 も否定 しえな

いことで ある。16世 紀の スペイ ン人 たちは、か られ 自身 が暴力的な人 間であ ったが、 こう

した ことに驚 き、そのよ うな 「野蛮 きわ まりない」の状 態をやめさせ るためだ と して 自分

たちの行動 を自己正 当化す る口実 とした。

アステカの宗教 と戦争 を理解す るために、われわれ はかれ らの世界 に身をお くことが必

要 とな る、というの もわれわれの世界か らはそれ を理解 す るのは不可能 だか らである。 ア

ステカ族 は、現在 のアメ リカ合衆 国南部を さまよ って いた好戦的な過去 の時代 に由来す る

い くっかの要素(た とえば、戦 いの神 々な ど)と メキ シコの高度 の文 明を もった先住の諸

民族か らうけっ いだ多 くの信仰 とを合成 してその宗教 を形成 した。後者 の要素の中には、

メキ シコの南部全域 に広 く普及 して いる四つの太陽の伝説(マ ヤ族 もまた この伝説 を共有

してい る)を と もな ったその宇宙論 などがあ り、かれ らはそれをほとん とその まま受 けっ

いだ。 その伝承 によれ ば、世界 は神 々によ って過去 に四度創造 され、そ してそのたびに破

壊 されたとされ る。創造 は、文 明を持 ったよ り良 き人 間 とな るよ うに との神の望 みによる

ものであ った。破壊 は、人 間たちが神 々がかれ らに命 じたよ うな秩序 あ る生活 をいっ まで

もお くることがで きない ことにたいす る罰 の結果で あった。第一の世界 は、 巨大 なハ リケ

ー ンによ って破壊 され た。第二 の世界 は、大洪水 によって、第三のそれは火の雨によ って、

そ して第四の世界 は、7猛 な野獣 たちによ って滅ぼ された。 この後 に、神 々は、あ らたな

太 陽を再 び創造す る気 に もな らず に、それを太陽 も星 もない暗闇の世界 のままに放置 して

おいた。 しか し神 々は、テオテ ィワカ ン(現 在の メキ シコ市 か ら遠 くないところに存在 し

ていたアステカ族 よ り古 い民族の都市の遺跡)に 集 まり、人間 たちに最後のチ ャンスをあ

たえてみ ることを決定 した。 そのために、ひ とりの神 が火 中に身を投 げて、太 陽へ と変身

した。 ほかの何人かがおな じ方法で月、星 などにその身 を変えた。 こう して、現在 の人間

が住んで いる最後の第五番 目の世界が出現 した。伝承 は、 も し人類 が神 々の定 めた道徳的
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規範 に従 うことをやめ るな らば、以前の世界 と同 じよ うな破壊の運命 にいたると教 えて い

た。その時には、すべての ものを破壊 しっ くす 巨大な地震が襲来す るとされて いた。

アステカ人 たちは、人類の救済者 としての役割 をみずか らか ってでた。 このために、模

範的な行動 の規範をそなえた厳格 な社会を形成 し、神 々に犠牲 をささげることに没頭 した。

考え られ うる最上の供物 は、当然の ことなが ら、最 も価値のある もの と して人間の命、 さ

らには、太陽 に活力 をあたえ る食料 人 間の血 であ った。 こうして果て しない人 身

供犠が始 ま った、 というもの、たえまな く人 間の血 を供給 しなけれ ば、太陽 は動 きを止め、

世界 は死 の淵 に落 ちこむ と信 じられたか らであ る。 しか し人 間の罪 ははて しな く、聖職者

たちは、神 々を満足 させて、世界 を動か し続 けるためにより多 くの いけにえを要求 した。

そのために は、戦争 という手段 に訴 えることが必要であ った。 なぜ な ら、それ は人身供犠

のため に多 くの捕虜を と らえ ことを可能 に したか らであ る。 こうして、 ここに人身供犠 一

戦 争一人身供犠 とい うアステカ族がっいにぬけ出す ことがで きなか った悪循環が生 みだ さ

れる こととな った。

人間の罪 によ って世界 が破滅への道 を歩んでい るとい う脅威 は、深刻な悲観 主義を生み

だ し、神 官 と貴族の権力を強固な もの としてい った。 アステカ社会 は、太陽 にその食料た

る人間の血を ささげるという義務を遂行す るたあに必要 とされ る犠牲者が確保で きないよ

うな ことにな った らどう しよ うか、 とい う不安 に支配 されなが ら生 きていた。神 々を満足

させ るためにたえ まな く残忍な儀式をお こないっづ けた。捕虜 たちは神殿 に連れてゆかれ、

そ こでテマルアカ トル とい う石台の上 に寝 か され た。四人 の神官が犠牲者 を押 さえっ け、

五番 目の神官 が黒曜石のナイフで胸 を切 りひ らき、まだ脈打 って いる心臓 をっかみ出 し、

それを神へ とささげた。 また 「剣 闘士」の犠牲 も存在 した、そ こで は犠牲者 は、か らだの

自由を うばわれたまま勇猛 な戦士 と闘かわ されて死んだ。そのほかの犠牲 の形 には、射殺 、

あ るいは火 あぶ りがあ った。 その場合 には捕虜 には麻薬で麻酔が行われた。新 しい国王が

王位 に就 き、新 しい治世 が始 まる時には、人身供犠が数多 く行 われ た。スペ イン人 の記録

者 デ ィエ ゴ ・ドゥラ ンは、1487年 にテ ノチテ ィ トラ ンの大神殿が完成 した時 には、8万

400人 が犠牲 と して ささげられた と述べて いるが、 これ はあ まりに も誇張 されす ぎた数だ

と思 われ る。

[戦争]

いまやわれわれは、 アステカ人 にとって戦争が どれだ け重要 な意味を もって いたか、な

ぜそれがすべてのアステカ人 にとって義務であ ったのか、すなわちすべての者が太陽 に血

を ささげることによ って世界 を動か しっづけ ることに貢献 しなければな らなか った こと、

を理解 しえ た。軍事的教育 は、テルポチカ リすなわち学校で開始 され、そ こで は子 どもと

若者 が教師 たちによ って戦闘術 を訓練 された。 この後成人 に達す ると、家庭を もって、 そ

れその仕事 に従事 しなが ら、招集があれば いっで も戦場 に駆 けっけねばな らなか った。貴

族 は、生来的 な軍人で あ った。 さ らにクアクチテ ィンとよばれ る職業的な戦士の階層が あ

った。かれ らは 「丸 ぼ うず」の兵士であ り、それ は戦闘 にお いてはけ っして退却す ること

がな いとい う印であ った。っねに最 も危険の高 い陣地 に立 ち、名声 と特権 を享受 していた
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が、父親 たちは、その息子 にた い して 自分の跡をっが ないよ うに勧告 して いた、 とい うの

もそれ はす さま じい ものであ り短命におわ るだ けと考え られたか らである。 さらに 「鷲軍

団」、 「ジャガー軍 団」等 々の い くつかの軍団があ った。戦闘の武器 は多数あ ったが 、主

要 な もの は、黒曜石 のナ イフを埋 めこんだ硬 い木 の剣で あ った。

戦争 には、で きるか ぎ り多数の捕虜を獲得す るという目的があ ったため、 アステカ族 は、

敵を殺す というスペ イ ン人 たちの戦闘形態 を理解 しえなか った。そのために、敵の死体 は

なんの価値 もなか った。大規模 な征服戦争 が完了 した とき、 こん どは犠牲 としして ささげ

るための捕虜が不足す るので はないかとい う不安 と恐れが生 じたため、 「花の戦争」が う

み出されることとな った。 それ はい くっかの近隣 の都市 と恒常的な敵対 関係を維持 す るこ

とであ った。 テノチテ ィ トラ ンは、チ ョルーラ、 トラシュカラ、 ウエホ ツィンゴと花の戦

争 を行 った。定期的に戦闘の期 日が設定 され、双方 の軍隊が、あとで神 々に犠牲 と して供

す る捕虜を獲得 しあ った。

[神 々と神官]

宗教 はアステカ族の人生 の各節 目を支配 して いた。人生 は複雑 な暦 によって左右 され、

さまざまな神 々が各活動を支配 して いた。 それ は多神教の宗教であ り、服属 した地域の神

々を他の神 と調和す るか ど うかをあま り気 にす ることな く取 り入 れたたために体系性を欠

くものであった。アステカの神殿 はきわめて複雑であ り、各神 は同時に さまざまな属性を

そなえていた。その主要 な神 は、民族起源 となる土地 か らもって きた戦 いの神 ウイツ ィロ

ポチ トリと、 メキ シコ盆地 において とり入 れた雨 の神 トラロックであ った。後者 は、その

よび名 はさまざまであ るがほとん どすべての農耕民族 によ って崇拝 されて いた神 である。

両者 は、テ ノチテ ィ トラ ンの大神殿 に祀 られていた。 さ らに、大小 さまざまなおびただ し

い数の神 々が あった。

神官たちは、暦を解読 しなが ら、宗教的なサイ クルを調整 し、儀式 を執 り行 った。聖職

者 の階級制 は厳格であ りピラ ミッ ド型 をな していた。神官 たちの主要 な機能 は、将来起 こ

りうる ことを調べ ることであ り、そのために暦 の操作 にきわめて熟達 していた。

アステカ人 は、時間を宗教暦 と太 陽暦が一致 す る52年 の周期 に分 けた。 「世紀 」の最後

にあたるこの夜 は、世界 の終 わ りが来 るとされ、 アステカ人 の不安 と恐れ は頂点 にたっ し

た。 カマ ドの火 は消 され、すべての人 々が マゲ イの刺 を身体 にさ して血を流す苦行 に身を

ゆだね、いっぽ う、聖職者 たちは、望 ま しい前兆を さが して天文台 か ら天空を観察 して い

た。 その はて しない夜 に、スバ ル座 のちか くに牡牛座が あ らわれ る時 には、太陽がふ たた

びあ らわれ、世界が存在 しっづ けると考 え られた。その時 には、 「星 の丘」において一人

のいけにえが ささげ られ、心臓が取 り出 された後 、胸が完全 に切 り開かれ、そのなかに火

をお こすための棒が入れ られ る。熟達 した神官が新世紀 を迎え るために火を ともす。 そ こ

か ら生 き延び る期待 とと もに火が採 られ、すべての カマ ドに移 され る。 しだいに太陽が水

平線 に姿をあ らわ しは じめ、アステカ人 の新 しい生賛を受 け入れた ことを告げた。 その光

と熱はすべての人間 に利 益を もた らした。 しか し、人類 の救済者を 自認す るアステカ人 に

たい し、アステカ人以外の者 にはそん なことは想像 もしえない ことであ った。
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F

1■.メ ヒ カ 族 の 教 育

メキシコ文部省編 師範学校教育史教科書rメ キ シコ教育史』1976年 か ら

メヒカ族(=ア ステ カ族)が その こど もや若者 の教育の問題に きわめて熱心な注意 をは

らったということにつ いて クロニスタ(年 代期作家)た ちの観察 は一致 して いる。た とえ

ば、ア コスタ修道士 はっ ぎのように記 述 して いる。

メ ヒコ人 が、子供 たちを育 て るときに示 した配慮 と規律 ほど、私が驚嘆を感 じ、

賞賛 と銘記 に値す るように思 った もの はな い。 なぜ な ら、幼児 と青年 の訓育 と教育

に、ひとっの国の良 き希望のい っさいがかか ってい ること一一一 自分 たちの子供 た

ちを、弱年 におけるふたつの害悪 、すなわ ち放恣 と贅沢か ら遠 ざけて、有益清廉 な

修錬 に身 を入 れ るよ うこころを用いたので ある。■J

スペイ ン征服時以来のイ ンデ ィオ社会の注意ぶ かい もうひ とりの観察者 、モ トリニーア

修道士 は、首長 たちのみな らず一般の平民 もその こど もたちの教育 に配慮 している ことに

驚 きを しめ して いる。 この関心 は、す なわ ち考慮すべ き二つの ことを示 して いる。す なわ

ち、 メヒコ人 の間でのあ る種の歴史の意識 と次 の世代 にその価値 を伝達す ることを必要 と

す る国家意識 の存在で ある。歴史意識 を もつ民族 は、それを もたない民族 よ りも、その社

会の将来 にた い し、よ り大 きな関心 を持っ。

テ ノチテ ィ トランは、イツコア トル王 と執政 トラカエ レルの統治の下、アスカポツァル

コ国 との戦争以来、 この問題 を意識 す るよ うにな った。 アスカポツァルコへの勝利(1428

年)は 、 メヒカ人の前 に可能性 にみ ちた広大 な地平を切 りひ らき、それ は野心的 な政治プ

ログラムを構想 させ ることとな った。 トラカエ レル は、その民族の生活を、政治、宗教 、

歴史 、社会 の領域で改:革にの りだす ことを もくろんで いた。独特 な神秘的 一軍国的思考を

おびたこう したプログラムを進展 させ るために、その時 まで継承 されて きていた歴史 は役

にたたず、む しろ逆効 果 とな るにいた っていた。そのためににべっの歴史が必要 とされた。

こう して、イツ コア トルはすべての歴 史的資料を焼 き捨 て ることを命 じた。

ひ とたび古 いメ ヒカ人観を破壊 して、特 にほかの民族 にたいす るメヒコ人 の優越を強調

す る新 しいメヒコ人像 の形成 に着手す ると、の こされた ことは、その新 しい人生観を住民

のひ とり一人 の魂 や精神 のなかに うえつ けることで あ った。要す るに、国家 は、 自分の歴

史観を民衆 にあたえることを もくろんだのである。

トラカエ レルの後継者、モクテ クソーマー世 は、この ことを明確なかたちで促進す るこ

とを知 って いた人物で あった。新 しいプログラムを遂行す る有能かっ有用な民衆 をっ くり

だすためには、政府 自体がその 臣民 の教育の手綱 をに ぎることが必要 である、 とい うこと

が明 らか とな っていた。国に法的秩序 を用意す る目的で公布 された諸命令のなかには、次

のよ うに一節があ る。
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一一一すべてのバ リオに学校 と若者宿 が置かれ る こと
。 そこでは、宗教 と良 き養育、

苦行 と過酷 、良 き習慣、戦 闘の訓練、共 同の作業、断食、規律 、 自己犠牲 、徹夜

の訓練がお こなわれ、またそ こには彼 らを叱声 し、矯正 し、罰 し、命令 し、 日常の

訓練 に目を光 らせ、彼 らを無為 にす ごさせた り時間を ムダに しないよ うさせ る教師

や古老がおかれ ること。 これ らすべての若者 は最大 の厳格 さで、貞潔を守 るもの と

し、 もしそれを犯せ ば死刑 に処す。2'

メ ヒカ人の若者 に、 この民族 の新 しい人生観 、す なわ ち神 によ って選ばれた民族 と して

のそれにふ さわ しい、有用 な人 間 となるために必要 とされ るものを提供 す るための教育機

関が設立 され た。

メ ヒコ人の社会 で は、すべての者 は、男女 をとわず、ひ とっの特別 かっ確固た る使 命を

おびて生 まれて きた とされ た。個 々人 は、なによ りも集 団全体 を維持す るために存在 した。

そこでは、男 は戦争 のため、女 は家事のために生 まれて きた。 この ことは、 こどもの出生

を助け る時、産婆 が語 りかけるた といわれ るっ ぎの言葉 によ り明瞭 にみて とることがで き

る。

お まえ にふ さわ しい もう一つの場所 、お まえに約束 された場所 、それ は戦場で あ

り、戦闘がお こなわれ る所 だ。 そのためにお まえは この世 に送 られて きたのだ。お

まえの仕事 は戦争 だ、お まえの仕事 は敵の血を もって太陽 に飲物 を与え ることで あ

り、お まえの敵 の体を もって トラルテ ク トリとよばれ る大地 の食物をあたえる こと

なのだ。

さらに数 日の後 、洗礼の儀式 の折 ここで は、先 スペ イン期に メヒカ人 の間にあ った

キ リス ト教 の洗礼 に似か よったひとつの習慣の ことをさ して いる 再 び、産婆 は、その

手 に、 ミニチ ュアの円楯、弓、四本の矢 をにぎ らせ、 こど もを戦争 の使命 にささげた。 こ

う して こどもに、戦闘での武勲 を もって、さ らには実際 に生 じた ことで あるが戦場でのか

れ 自身の 「名誉 の」死を もって太陽 に生命力をあたえるとい う宇宙論的使命感 を うえっけ

た。

少女 の場合 には、家事 的な使命がか され、洗礼 の儀式で は、紡錘 とハ ネ、あ るいはまた

ほうきが与 え られ、 こう して人生 における仕事 がなんで あるかを さ し示 したのである。

家庭教育

モ トリニ ーアによれば、授乳期 は四年であ った。平民の間では、息子の家庭教育 は父親

に、娘の それ は母親 に責務 とされた。男の子は、父親 の手だすけを しなが ら トウモ ロコシ

や豆 の収穫 した り、狩 や漁 、カ ヌーのあつかい方 、の ような生活 に役だっ技術 を学ぶ こと、
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その他 「おお くの技能や複雑 な道具を必要 と しな い仕事 」3Jを か された。職人 の息子 は、

父親の仕事を学ぶ ことに集中 した、 とい うの も 「かれに父親がなれ した しんだ職業や仕事

をあたえることが最 も一般的で あ った」のか らであ る。 い っぽ う母親 は、娘が、製糸、織

物、刺 しゅう、 トウモロコシの製粉、家の清掃を まなぶ よ う気を くば った。

鉄則 はこど もを無為 にす ごさせな いことであ った。 メヒコの家庭 のおけるこの教育の過

程 にっいての絵 によ る記述が メン ドーサ絵文書の中にあ る。 そこには、父親 がその息子に

や らせ るべ き仕事 、彼 らを罰す る方法、彼 らにあたえ られ るべ き食料 の量が描 かれて いる。

この絵文書に したが うな ら、 メヒカの こど もに与 え られ るこの食事の量の少 なさは、極端

な ものが あ り、5歳 の子 ど もに トリテ ィー リャー枚 、7歳 か ら12歳 まで一枚半、13歳 、14

歳で二枚であ る。

家庭教育 は、 こどもに日常生活の実 際的側 面に必要 とされ る手段 を教え ることだ けでお

わ るもので はなか った。道徳的側面および良 き しっけの教育 におな じほどの注意が は らわ

れた。 メ ヒカ人 は修辞を よ く愛好 した ことは知 られてお り、 こう したかれ らの性向 はその

成果 と して ウェウェ トラ トリ、 「古老 の語 り」の名 で知 られた口承文学の ジャンルを生み

だ した。 そ こに我 々は、 メ ヒカ人た ちの世界観、人 間観、人生観 、人 間の運 命、宇宙観

を;す べての男女 が評価 し、培 うことを期待 されている人間 と しての徳性;特 に若者 にむ

けられた道 徳的教訓;こ ど もに教え るべ き日常生活 における良 き行状 の詳細 、などを明瞭

に見 ることがで きる。そ こにはわれわれは他 の世界 に も通用す る多 くの道徳的規範 をみい

だす ことがで きる。 しか しなが ら、 ウェウェ トラ トリのなか には、今 日のわれわれか らみ

ると奇異 な生活規範 もあることも事実 である。た とえ ば、少女 や娘 は食事 の最中話 しを し

て いはいけなか った し、一般 にで きるだけ口数を少 な くす るようにとされた。モ トリニ ー

アは、 メヒカの娘 たちは 「まるで 口が きけない者 、耳が きこえない者」5)で もあ るかの よ

うに見 えたと書 いている。

ウェウェ トラ トリにつ いての もうひとっの特色 は、訓戒 その ものとい うよ りもむ しろそ

の修辞 や文芸的洗練 のためのよ り儀式 的ない しは儀礼的 な性格 である。っま り、それは、

こど もや若者 をさとす 、まさにその時に突然に発せ られる即席 の言葉で はあ りえない こと

は明 白で ある。われわれの見 るところでは、 こど もの誕生、教育機関への入学、結婚 、な

どのよ うな人 生の重要な節 目で くり返 し語 られ、親か ら子へ と伝え られ る口上 あ るいは演

説であ ったろ う。

子 どもの教育 の この は じめの段階では、適 当な罰 な しです ませ ることはで きない。 メ ヒ

カ人 の場合、反抗 的、 ウソをつ く、不注意な こどもに課 された罰 はきわめて酷な ものであ

った。い ら草でむち打っ、血がで るまで マゲイ(り ゅうぜつ らん)の トゲで刺す、癒だ ら

けにな るまでつね る、棒でな ぐる、手足 を しば って濡れた土の上 にころがす、足を縛 って

逆 さに吊るす、 とうが らしをいぶ した煙を吸わせ るなどの罰 があたえ られた。実際はまれ

で あるにせ よ、再三 の忠告や体罰 に もかかわ らず、矯 正 しえないという結果の場合 、法律

は父親 に こどもを トラ トラコテ ィン(あ る種 の奴隷)と して売 り渡す権 限をあたえて いた。

もしこうした トラ トラ コティンと して売却 された不幸者のあ る者が、 その悪行状をっづ け
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る場合 は、その主人 が二 、三回訓戒 を与えた後 とい う条件 はあ るが、持 ち主 は彼 に クビキ

をっ け、売却 のために市場 につれてい った。悪行状 のためにつづ けて三な い し四回売却 さ

れた者 の場合 は、それを人身供犠 のための奴隷 と して購入す ることがで きた。

学校教育

数世紀 にわた って メキ シコ中央高原盆地で は、たびたびの部族 の侵入 と部族 間での数多

い戦闘が展開 された ことを考慮す るな ら、かれ らが、その若者 たちの戦闘訓練 にっね に関

心 をは らって きた ことは理解 しうる。 この ことは、おそ らく早 い時期 にそ うした 目的のた

めに、 その超 自然的な力 を もってかれ らを保護す る守護神をかかげた特別な機関 を生み出

した ことだろ う。 こうして、ナ ウア族の間には軍 事的 目的 を もった最初の教育機関が 出現

した。

歴史時代 におけ るメ ヒカ族の学校教育 は、主 に二っの教育機関、カルメカクとテル ポチ

カ リにおいてお こなわれた。双方 ともその起源 はおそ らくメ ヒカ族 の古 い初期 の時代 にま

で さかのぼ るであろ うが、その時期が いつ頃であ ったかを知 るす るすべ はない。 この二っ

の教育機関のそれぞれの特 色 は、カルメカクが ケツアル コア トル神 に ささげ られて いるの

にたい し、テル ポチカ リはテスカ トリポカ神 の守護 にゆだね られて いることであ った。

モテ クソーマ ・イル ウイカ ミナ王 の命令 は、国家改造計画の なかにおいて、 これ らの教

育機関の運営のための一連の規則を確立 した。 そ こで与え られ る訓練 の内容、教育 をゆだ

ね られ る者 、生徒の生活形態のあ り方 などである。 その命令 自体が、厳格 な統制あるいは

国の側 か らの強 い介入 を うかがわ しめる。後 に、モテ クソーマ ・ソコヨツィン(二 世)が 、

新 しい王(ト ラ トアニ)に 選 出されたとき、テバ ネカ人 トトキウア ッ トリはその 口上 で次

のよ うに述べて いる。 「一一一 お前 にこの市 にあ る学校 、コ レヒオ、寄宿舎 をゆだね る。そ

こか らは、戦争のため、また神 に仕 えるため に教育 された若者が旅立っ。 いっで もそれ ら

が増強 され るよ う配慮 せよ」6)と 。 トラ トアニ は教育事業の最高責任者であ った。王 は教

育 を聖職者 グループにゆだねたたが、かれ らはその仕事を きわめて重視 した。

カルメカ クとテル ポチカ リにお ける学校教育 が開始 され る年齢 につ いて は、 クロニ スタ

たちの記述 には一致がみ られず 、そのためにそれを定 めることは不可能であ る。モ トリニ

ーアは
、要人の子弟 は、五歳 になると、神 々に奉仕 し、宗教に関す る事柄を教育 され るた

めに寺院に送 られた と述べて お り、一… 一一コルテ スは、要人 や主 だ った市民の子弟 は7な

い し8歳 か ら寺院 にいた と書 いて いる。 メ ン ドーサ絵文書 によれば、若者 は15歳 にな って

は じめて、聖職者あ るいは戦争技能 の教師の指導 にゆだね られた。わおそ らくこのデー タ

はカル メカ クあるいはテルポチカ リへの入学 についてではな く、 これ らの機関で あたえ ら

れた、 より上級の段階の教育 の開始 にっいて述 べてい るのであろ う。学校教育 の開始 は10

歳 ぐらいかそのち ょっと前 とい うところがほぼ確実 か と思われ る。

カルメカクcalmecac

カル メカ クの語 は、ナ ワ トル語で、 「家 」を意 味す るカ リと、 「ひ も」を意味す るメカ
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トルの合成語で ある。 それは、ふつ う 「家 々の列 」a,と 訳 され る。モ ンソンはそれを 「家

のっ らな りの場」 と訳 して いる。 「つ らな り、家系 」は、それを人間の代 わ りに文化 に関

連す ることとす るな ら、問題 な く 「伝統」 と置 きかえる ことがで きる。 カル メカクは、 ト

ゥーラにおけ るすば らしい文化的伝統 を代表 す る神 と して崇め られ たケツアルコア トル神

の保護 の下にあ った ことを思 い出すべ きで ある。 カル メカクのための教育の内容 はこの傾

向を はっきりと しめ して いる。 その教育の内容 は、テルポチカ リにお けるそれとは好対照

で、部族の歌や歴史お よび暦 の知識 にかんす る聖な る本 の解釈をつ うじて、文化的価値を

伝達 す ることを多 く含んで いた。言葉をかえれば、そ こに、すべての文化的伝統が保存 さ

れ、新 しい世代 に伝 達されたので ある。

カル メカ クは、 クロニ スタたちがふっ う、それ を区別す る ことな く、若者 たちは神殿 に

お くられた と言 っているよ うに、神殿の内部 あるいはそのそばに設置 されて いた。最近の

歴史家 は 「聖職者の コレヒオと神学校 は、それ らの寺院の境 内にあ った一一司9♪ と述べて

いる。 テノチテ ィ トランにい くっのカルメカ クがあ ったかを正確 に知 る手段を我 々は もっ

ていない。 モ ンソンは六 っあ った と言 ってい る。 サアグ ンの情報提供者 の資料 は、 トゥリ

ラン、メ ヒコ、 ウイ ッナ ウア ク、テ トラ ンマ ン、 トラマツィンコ、 ヨ ピック、 ツォンモル

コの七っを数 えて いる。

ふっ うよ くカルメカクに は要人 の子弟が、テルポチカ リに は平民の子弟が入学 した と言

われ る。だが こうした断定 はあま りに単純す ぎる、 とい うの も、おお くの クロニス タの証

言 は事態 はそれほど単純 でなか った ことを示 して いるか らであ る。サ アグンはっ ぎのよ う

に書 いている。

こど もが養育 され た後 、かれの生活が うま くゆ くよ うにと望む親たちは、神 々が

まっ られ る神殿 にかれ らをゆだねた。 この ことは親 たちの意思 によるもので あ り、

カル メカクとよばれ る家、あるいは、テルポチカ リとよばれ る家 に子 どもたちを入

れた。 ■の

同 じ筆者による、息子 を神殿 にささげる儀式 にっいての記述 には、貧 しい者 の息子のケ

ースに も言及が ある。裕福 な商人 の子弟が またカルメカクに入学 した ことをうかが わ しめ

る別 の資料 もある。 フエ リペニ世 の侍 医フラ ンンシス コ ・エルナ ンデスはまた、親 たちは、

「その息子たちの各 々の 『性質 に したが って』カルメカクかテルポチカ リを選 んだと注記

してい る。 とうの も一方 ではその訓練 はきわめて厳 しく、 もう一方ではそれ ほどで もなか

ったか らであ る」。 ポマールはテ シュココのカル メカ クにっいて述べなが ら、そ こでは王

やその他 の首長 たちの子弟 とともに 「何人かの平民 」が いた と証言 している。 またアマ ン

テカと呼ばれた羽根飾 り職人 は 「トルテカ風の仕事 」■1)を 学 ばせ るためにその息子 をカ

ルメカクに送 った ことも知 られて いる。またサア グンは別の部分で 、メ ヒカの聖職者 の ヒ

エ ラルキーの最 高位 の二っのポス トは、その者 がそ う した権威 にふ さわ しい人物 であ るこ

とを条件に平民の子弟 に も開かれて いた し、また 「選 出においては、家系ではな く、習慣
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や訓練 、教義 と良 き生活態度が考慮 された」■2Jと 断言 してい る。

カルメカクへの こど もの入学 に先 だって、親 によ って誓願が なされ た。す なわ ち、それ

は、息子 をケ ツアル コア トル神 に ささげる宗教的性格を帯 びていた。 この誓願 は、 そこに

入学す る年齢に とうたつす るず っと以前に、あるいは入学 の直前 にお こなわれた。献身の

誓願 は親 によって用意 された宴会 においてお こなわれ、そ こには、招待者 として神殿 の聖

職者;教 師が出席 した。かれ らにむか って家 の長老 は、っ ぎの よ うな長 々とした 口上 を述

べた。

ああ、親愛 なる聖職 者に してわがの神 々の司祭 たちよ、あなたが たはわが家 にお

みえ にな り、全能のわれ らが主 はあなたがたをっかわ した。われ らが神 はわれわれ

に、首飾 り、 あるいは貴重 な羽根(子 ど もの隠喩)、 ひとっ創造物を与え るとい う

お恵みを下 された ということをわれ われ はあなたがた にお知 らせす る。 この男の子

が育 て られ、生 き、 りっぱな男子 なるに値す るな ら、かれを家 にとどめて女子の仕

事をあたえ ることは適 当でな く、われわれ はあなたがたに息子 としてかれをあずけ

、かれをあなたがた にゆだね よう、今 ここにカルメカクとい う家 に入 れるため に、

ケ ツアル コア トル神 、別名 トリルポ トンキにかれを ささげよ う。 この場所で、祈 り

、涙や さけび声を と もな う苦行をお こな い、神がかれ らに慈悲の心を しめ し、豊 か

さをお恵み くだ さるよ う乞 い願 いっつ、神 の恵みをた まわるよ うにと。 これよ り、

われわれは適 当な年齢 に到達 した際 に、そ こで育て られ、高貴 なかたが たの教育 を

うけ、わが神 の家に入 り、生活す るよ うに、またこのわれ らの男 の子が神 の家 を清

掃す る仕事を ひきうけ るよ う彼 を提供 します。

親の側 か らの息子の提供 とい うこの口上 にたい して、聖職者 たちは、っ ぎの ような言葉

で返答 をあたえた。

われわれはそれを聞 く価値 のない卑 しい者で はあ るが、君たちの愛すべ き息子 に

してわれわれの宝石あ るいは りっぱな羽根飾 りが、カル メカクに入 り、生活す ると

い う君たちの話 を ここに聞いた。 この話が なされたのはわれわれ 自身 にではな く、

ケッァル コア トル神 、別名 トリルポ トンキ にた い してであ る。神 に代わ ってわれわ

れがそれを聞いた。君 た ちが話かけているの は神で あ り、神 は君 たちの首飾 り、そ

して貴重 な羽根 にとって、お よび君 たちその親 たちにとってなにが良い ことで ある

かを知 って いる。卑 しき しもべたるわれわれは、心 よ りその ことが実現す るよ うに

希望す る。われわれ は、君た ちあるいは君 たちの息子 の将来 にっ いてなに も確約で

きない。われ らが全能 の神 に君 たちの息子 によ く して下 さるよ うにとわれわれ は祈

ろう。■3)

家族 と聖職者 一教師の間で こうした儀式的や りとりがすむ と、親 は子 どもを ささげ るた
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めにケツアル コア トル神 の像の前 にかれを連 れてい った。 もしその こどもがまだ小 さい時

には、それをふ たたび家 に連れ帰 り、適当 に年齢 になるまでそ こにとどめ、 もしすで にそ

の年齢 にた っ して いた時には、かれを残 してただ ちに聖職者=教 師の手 にゆだねた。

カル メカクの教育 は目的 と して次 の三つを掲 げていた。第一 に、それ は 「統治す る者、

部族の仕事 にあたる首長、高位政治 家、貴族が養育 され る場であ り、そ こか ら今、国の高

座 と高位 を占めている人 々が出る」 ところで ある。第二 に、 それ は 「軍事的指導の地位 に

っ く者、殺 し、血 を流す者たち」■の が養成 され る機関で もあ ろた。第三 に、それ は 「神

々の 司祭 たち」■ω の育成のセ ンターであ った。

これ ら三 っの 目的の どれ かを生徒の ひとりひ とりに実現す るために、国王 はかれ らを、

禁欲 と厳 しさが鉄則 とされ た生活形態 にゆだね ることを良 しと した。 カルメカクは、その

生徒 に とっては 「嘆 きと悲 しみの家 」で あ り、そ こではそのひ とり一人 が 「屈伏 させ られ、

蔑 まれ、卑屈 」で あ らねばな らない所で あ った。 それは、若者 たちが熱心 な聖職 者たちの

厳 しい監視の下 で、 「清潔 、謙遜、貞潔 」■① に生活 しなければな らない訓練の家 であ っ

た。彼 らにはきわめて厳格 な戒律 によって規制 された生活が期待 され、その忠実な遵守 は

出自の区別 な くすべての者 に平等 に要求 された。 「ほかの首長 あるいは要人 あるいは平民

の子弟たち と区別 な く、王の正統の息子たちで さえ、腰部 をおお う綿の腰布 とヘ ネケ ン麻

のざ らっいたマ ン トだけです ご した」 し、 また 「一 日に二度の食事 を した一一一 さ らにか

れ らには必要 と思われ、聖職 者がかれ らの各 々に一っない しは二っの トルテ ィー リャを投

げ与 えた、それ は、た とえ王国の唯一の継承者 であろ うとも、丁重 さも礼儀 もな く、 まる

で人が犬 にパ ンで も投 げ与え るような態度 であ った」。■7♪

カルメカクでの生活 は、訓練 と本来の意味での教育 とい う二 っの側面 を もっていた。前

者 はさらに、二っの タイプ、すなわち身体的鍛錬 と宗教的性格 の訓練 に分 け られた。

カル メカ クにおいて は、 きわめて幼 い こど もまで モ トリニーアによれば、要人 た

ちはその子弟が五歳 にな った時に神殿へ の奉仕のためにお くりだ した 未 明に起床 し、

ほ うきを手 に しての神殿の清掃 、自己犠牲 の儀式 に使用す るマゲ イの刺、祭壇をか ざる木

の枝、 けっ して火 をお とす ことのな いかま どのための薪 をあっめ ることを義務づ け られた。

さらに、一種の奉仕活動 と して、掘割 や水道橋の建設 や修理、干乾 しレンガの生産 、神殿

に所属す る トウモ ロコシ畑での農作業な どの公共的な仕事 に動員 された。

カルメカクの生 徒の宗教的訓練 は、夜 中に、二人 連れで、神へのお香を焚 き、 自己犠牲

の儀式 に使 ったマゲ イの刺 を地 に埋 めるために山にでかけ ること、真夜中に起 き、で きる

か ぎり冷たい水で沐浴 し、神 々に祈 ること、 きめ られた戒 めの 日々に断食を まもる こと、

寺院の灯明を徹夜で見守 ることな どか らな っていた。■8J

カル メカクの生活 についての クロニ スタた ちの記述 は、 ほとん ど知 られ ることが なか っ

た行者的生活につ いて語 っている。その目的 は、身体 を暑 さ寒 さにた い して耐え るよ うさ

せ ること、空腹 、渇 き、睡魔 をたえ忍 びなが ら、 まった くの禁欲生活 に慣 らしめ ることで

あ った。 これ らすべ ては、経済の面 において はその相 当の部分 を、その軍事的支配に服属

した諸部族の さ しだす貢納物 にたよって生活 していたメ ヒカ人へ の最大 の要求であ った。
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若者 たちにはわずかの睡眠時間 しか許 されず、娯楽 やムダな時間 はまった くなか った。 さ

らに、若者 は、っねにわず かの油断 もカルメカクの規律への不服従 も許 さない、聖職者 一

教 師の細心 の監視の下 に置かれた。 その規則への違反 はどの よ うな ものであれ、 きわめて

過酷 な厳 しい罰をか された。上長 への尊敬のを欠 く、真夜 中の苦行の時間への遅刻 、隠れ

て物 を食 うことなどは、い ら草での鞭打 ち、出血す るまでマゲイ(り ゅうぜっ らん)の 刺

で さす 、逆 さづ りに して とうが らしを焼 いた煙を吸わせ る、などの罰 をあたえ られ るのに

十分 な理 由であ った。 メ ヒカ人 によって憎悪 され た行為 である泥酔や不倫 は、そ う した こ

とを犯 した者 への絞殺 、あ るいは火 あぶ りの刑の理 由とな った。

カル メカクの生活 は、その戒律の遵守 において 、テルポチカ リのそれよれ もは るかに厳

格であ っこことは疑 いようもないが、 しか し同時 に、生徒 のひ とりひ とりの側で 自分 自身

を完全に支配す ることの達成 をめざ した こう した全訓練 システムは、 きわめて効果 的であ

り、め ざされた理念 を完成 させた ことは明 白で ある。 こう した性格 のゆえに、 この機関か

らは生活 の浮沈を前 に して も容易 に動 じるところのない沈着 な人 々が うみだ された。

ポマールによれば、カルメカクで は、

彼 らに、良 き話術 、良 き統治法 、正義を聞 き入れ ること、一一一 それ にふ さわ し

い年齢 にた っしてい る時 には、円楯 と棍棒 、火打 ち石 の穂先 をっけた槍 を もって戦

うことを教え た。別 の者た ちは、歌 やダ ンスを学ぶため に歌 と踊 りの家 に通 った。

ある者 は球技お こな った。■9'

さ らにサア グンは次 にように述べてい る。

かれ らにすべての歌が教え られた。 それ らは聖 なる歌 とよばれ、その歌詞 は文字

によってその本 に描 かれて いた。 さらに、 インデ ィヘナの天文学 と夢 占い、暦の知

識が教 え られ た。20♪

メ ヒカ人 の間では、人 間の言葉 は、われわれの場合 よ りも、 より神秘的な意味 を もっ と

され、そのため、あたか も宝石で もあ るかのよ うに、それ を語 る人 の心の内奥 に しまわれ

た財宝 と呼ばれた。っ ま り、良 き話術 は、特別かっ洗練 された訓練 を要求す るので あ り、

そのために、 「古老が若者 にそれを教 え る学校 、コ レヒオあい しはセ ミナ リョのよ うな も

のがあ った」。21)メ ヒカの文化 はすで にそ うした程度 の洗練 に到達 してお り、そ こで は

政治 、社会的生活 には、特別 の言葉づかい、教養あ る者 、ナ ワ トル語 でテク ピリャ トリと

呼ばれたそれが必要 とされた。

ポマールによ って指摘 された第二の教育 目的 は、良 き統治 と司法の技術であ った。 テ ソ

ソモ ックによれば、過去の トラ トケの息子 たちの多 くは、聖職者 たちが 「世界 を統治 し支

配す ること」を教 えるカル メカ クに住 んでいた。 アウイ トツォ トルは、王 に選 出 され た時、

テ ィランカル メカ クにいた彼の年老 いた養育係 をひき もど し、モテクソーマニ世 もまた彼
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をさがす ため カル メカ クに出かけねばな らなか った ことはよ く知 られている。

第三の分野 は軍事教育であ る。 これは欠 くことはで きなか った。なぜな ら、 トラ トアニ

をは じめて として、 メヒカの要人 は、勇者 でかっ この技術 の熟達 した人で あ らねばな らな

か った。裁判の判事 となるために も、征服戦争の経験者 で戦争 の技能を理解 した者で ある

ことが要求 された し、 また聖職者 はその神 々の像 を背お って軍事遠征 に参加 した。サァ グ

ンによれば、軍事的訓練 をその最大の関心 と した機関であ るテルポチカ リの卒業者 は、 し

か しなが ら、軍隊の下位 の任務 しかっ くことがで きなか った。 この ことか ら、 メ ヒカの

「参謀本部 」はカルメタクで教育 を うけた人 々によ って構成 されていた と推測 して もまず

まちが いないであろ う。

ポマールによ って言及 された歌 とダ ンスに関 しては、我 々はすでにその 目的 は軍事 的性

格の もの、すなわち、兵士の士気 と気力 の鼓舞 にあ ることを知 っている。歌 と踊 りの もう

一っの 目的 は宗教 的意味あ いを もっていた。サア グンは次の よ うな引用文 をひいて いる。

踊 りと小太鼓 、鳴 りもの、歌に注意 をは らえ。 これ らによって君たちは、民衆 を

鼓舞 し、あ らゆ るところにお られ るわが神 にな ぐさめを与え るのであ る。 これ によ

って君 たちは、 自分 たちにお恵みを下 され るよう請 い願 うのである。… 一 なぜな

ら楽器 をな らし、歌を うた うことは、われ らが神 にお恵み くだ さるよう懇願す るこ

とだか らであ る。

歌 と踊 りには、これ ほどまで に重要性があ らえ られて いたので あ り、 もしあ る歌 い手あ

るいは楽士 、踊 り手が誤 りをおか した時 には、かれ に死刑 が宣せ られた一一一一。

カルメカ クにおいて用 い られた教育方法 を知 るためにイシュ トリショチ トリを引用 しよ

う。rメ ヒカ人 の中にいた哲学者や賢者が、かれ らが知 り、達成 して いた諸科学 のすべて

を書 き留 め、かれ らの科学 と歴史 とを記 したすべての歌 を記憶 しておいて教 える仕事 にっ

いて いた」。 メ ヒカ人 の文字 の到達 していた発展段階 は、 日付 、地名、重要 な人物 の名前

などの歴史的デー タを書 きとめる ことを可能 には していたが、それで もそれは精神 的感情

的なあやを書 きとどめ るには不完全であ った。先 スペ イン期の文書 の内容 は、説明や適切

な解説を欠 いて は、理解不可能 な、一群 の絵文書 と して保存 されていた。 ここか ら、記憶

術 によって これ らのデータを補足す る学習法が必要 とされ た。それゆえ、カル メカクには、

その分野 でのスペ シャ リス ト、す なわ ち絵文書の解説者 がおかれた。 かれ はっ ぎの よ うな

かたちではた らいていた。

私 は本の絵文字 を うた う、

私 はそれを解 きあかす、

私 は華麗な鵬鵡

わた しは絵文書 を解 き語 る、

絵文書 の家 の中にいて。22'
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文書の解説 は、韻律 をつ けた章句のかた ちで生徒 に伝達 された。 こ うした教育の結果 と

して、 「彼 らのなかには、本を見 る ことな く、勝利の場面 も首長 たちの家系 にっ いて数え

あげ、物語 るほどに までに暗記 した、記憶力 にす ぐれ た人 々が いた」。23'

カルメカ クにお ける若者の生活 は、共同生活 であ り、一緒 に食べ、眠 り、学習 し、働 い

た。 その生計 は、寺院に属 し、かれ ら自身 がその耕作 に従事 した耕地の うみだす収入 によ

ってまかなわれた。あ る家族が寄付 をお こな った時には、 それ はすべての者 に平等 に分 け

られた。おそ らく、 カル メカクの学生であ る間 は、かれ らが 自分 の家 に帰 ることは許 され

なか ったであろ う。

若者がその機関を離 れ るのは、結婚 の時期が きた ときで あ った。 いっぱん に、20歳 で結

婚 を した。独身 は、聖職者 の生活 を選ぶ時 にのみ正 当化 しえた。適齢;期にな った後 で も結

婚生活か ら逃 れ る者 は、あざけ りの対象 とされ、 トラシュカラでは嫌悪の しる しと して ト

ラ刈 りにされた。結婚 もせず、聖職 者に もな らな い者 は、カルメカ クか ら追放 された。

われわれは、 メ ヒカの教育 は、カル メカ クを通 じて、 メソアメ リカのあ らゆる文化的伝統

を、すべての民 衆に普及す るので はな く、いか に社会 の少数 の者 に集 中させて きたかを見

て きた。悪 いことに は、そ うした少数者 は、 しか るべ き時には、最高位の軍事指導者であ

り、スペイ ン人の征服戦争が生 じた際 には、 自然 にかれ らを、その社会 を防御す る仕事の

最前線 にたたせ ることとな った。 ここにおいて、そ うした最高位の数少 ない指導者 の多 く

政府 の高官、博識 の聖職者一 が失 われた。彼 らはコルテスと協定 を結ぶ よ りも、

自分 たちの ものを防衛 しなが ら死 ぬ ことを選 び、最終的 には、彼 らの社会 は首脳部 を失 う

結 果 となった。 「メ ヒカ人 は、二十 四万人以上 が死 に、 そのなかにはほとん どす べてのメ

ヒカの貴族 たちが含 まれていた、そのため こどもや年少の もの も含めて首長や要人 はほと

ん ど残 らなか った」。24J戦 争を生 きのびた者 は、ど こで もよ くみ られ ることであ るが、

後 に勝者の配下 とな った。 こうして 、メ ヒカ社会 は、その政治 的頭脳のみな らず 、その固

有 の文化 、す なわ ちカル メカ クで教育 を うけた人 々の それ、を も失 った。 トナラマ トル、

シイウァマ トル、テ ミカマ トル、その他の メ ヒカの文書 は、 いまで はそれを解説 で きる者

のない理解不可能 な紙 の山 と化 して しまった。

テルポチカ リ(telpochcalii)

テルポチカ リが、 カル メカ クの場合 と同 じように、寺院の内部 に置かれていたか どうか

にっ いてはハ ッキ リとはわか っていない。あ る歴史家 たちの記述 は、それが別の建物 を も

っていた ことを示唆 してい る。

こう した こど もたちのために、多 くの生徒が集 め られる学校 ない しは家塾の よ う

な特別 の家が あった。25几 一一一平民の子弟 の大部分 は町にあ ったテルポチカ リと

呼ばれた別 の家で養育 された。一一一一一 そこで はまた寺院の聖職者 によるそれ と同 じ

く、習慣 や教義が教 え られた。26♪
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テルポチカ リにお ける教育の性格 は、それが寺院の内部 あ るいはそばに置かれ ることを

必要 と しなか った。モ トリニーアによれば、各 カルプ リはそれぞれのテルポチカ リを用意

して いた。27♪ フランシスコ ・エルナ ンデスはまた、 「メ ヒカのどの集落 に も五 っのテル

ポチカ リの家があ った」 と述べている。そ こに入 った若者 の うちの大部分 は、平民 の息子

であったが 、そこに もまた、テ ノチティ トランの指導者 グループの息子が いたことを推測

させ る資料 もある。

おそ らく、 こど ものテルポチ カ リへの入学 は、その親 た ちがず っと以前 にな していた誓

約を遂行 した もの にほかな らなか った。親たちによる息子 を さ し出す誓願 は、教 師を招 い

て もよおす宴会の席でな された。すべての準備が整 うと、親 はテル ポチ トラ トケ(テ ル ポ

チカ リの教 師)に 向か いつ ぎの ような口上を述べた。28J

〔後掲の史料集のサアグンのものの訳を参照のこと 訳注〕

テルポチ カ リの生徒が寄宿生であ ったか どうかにっ いて は、資料 によって一致 して いな

い。サ アグン、モ トリニアによれば、 「一一一一 各テル ポチカ リの家で、すべての者が いっ

しょに寝た し、 これ らの家 で寝 ない者 は罰せ られた」 、 「だれ も自分の家 に寝 に帰 らなか

った」29J、 「また、その家 にいる時で も、穀物の種 まき、耕作、収穫 、収蔵 な ど自分の

親を助 けるために、許可を得て、数 日間外 出 した」30Jと いう。

トルケマーダの証言 は、別の面を浮 きぼ りに して いる。テスカポ リ トカ神 にゆだね られ

た こどもたちは、テルポチカ リに入 る前か らその守護神への奉仕 のためにはた らいた。別

の言 い方 をす ると、その こどものために、家でその両親の世話 の もとでお こなわれる家庭

教育の他 に、就学前教育 とよび うるような教育 ない しは訓練の期 間が存在 して いた。 こう

して、おお くの メヒカ人の こど もは、小 さい時か ら、社会への奉仕のためにはた らくこと

を学びっっ、共 同体 的な雰囲気 の中で養育 された。

テルポチカ リの生活 は、カルメカクのそれ に比べれ ば厳 しさや過酷 さの度合 いは小 さか

ったが、 それで も厳 しい もので あることにかわ りはなか った。その教育の 目的 は、 ウイツ

ロポチ トリ神の神秘 的 一戦闘的理念 に奉仕す る勇敢 な者 、良 き兵士を形成す ることにあり、

そのため第一段階におけるすべ ての活動 は、身体的鍛錬 と規律への服従 の促進 に向け られ

た。家 を清掃 し、かまどに薪 を運 び、苦行の 自己犠牲 をお こない、戒律 の期間 に断食 をま

もることを義務づけ られた。 また自分 たちの生計の ためにテルポチカ リに属す る土地 を耕

作 した り、寺院、 トラ トアニの宮殿、要人の屋敷 、掘 り割 りや水道橋 の建設や修理 、干乾

しレンガの製作 な ど公共事業や共同作業 に従事す る ことを義務づ け られた。・夜で さえ も何

もないわけで はなか った。踊 りや歌の練習 をっむため 「歌の家 」 クイカカ リに送 られた。

練習 は真夜 中す ぎに終 わ り、それでや っと床 につ くことがで きた。 しか し、修練 的禁欲主

義 は、睡眠の時間に さえ も入 りこんだ。 「すべて の者 は、踊 りの時 に使 ったそのマ ン トだ

けを身にっ け、裸 で寝 た、そ してわずかの眠 りの後 、要人 の宮殿 にゆ くために起床 した」。

3■♪一言で い うな ら
、モ トリニアが いみ じくも指摘 して いるよ うに、 「一刻で もボ ンヤ リ
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していることは彼 らには許 され なか った」のであ る。 これ らの若者の生活の規律 の面 につ

いて この歴史家 はつ ぎのよ うに述べている。

一… 一か くも多 くの命令を うけ
、か くも多 くの ことが彼 らに課 されて いたので 、

彼 らは、夜 であれ、昼 であれ、山で も、谷 で も、 ときには雨のなか、 ときには炎天

の下、すべての事を、言 い訳 をはさむ ことな く、かけあ しでな さねばな らなか った。

その さまたげ となるものは何 もないよ う見 えた。32)

テルポチカ リの生活が カル メカ クのそれ と比べてそれ ほど厳格でな いことは、例 えば、

テル ポチカ リにおいては、情交 は合法的行為で あ り、一人以上の愛人 を もっ こと も認 め ら

れた ことに示 されてい る。 しか し、逆 に、泥酔 は死刑の理 由 とされた。

カル メカ クの若者 は十五歳で軍事訓練を は じめ、二十歳で もう戦場 に出た。 この ことは

テルポチカ リに もあて はまると思われる。一般 には、 その年齢以前で も十分 に成長 し、戦

場 にたえ うるとみ られた者 は、戦闘の雰囲気 を知 り、 それ に慣れ るためにベ テラ ン兵士 の

装備を担 いで戦場 にでかけたようであ るが。rこ れ らの若者 のある もの は、戦争 にでかけ

た。最 も屈 強な者 は武器 を とり、その他の者 は、戦争が どの ようにおこなわれ るのかを見

て学ぶために」。

20歳 になると、かれ らに結婚 の準備 をさせ るために、親 たちはテルポチ トラ トケにたい

して息子 を共 同体の生活 につれ帰 る許可 を求めた。 も しその家族 が裕福な ら、親 たちは10

あ るいは20着 の クアチ トリ メ ヒカ人の間で貨 幣のかわ りを した一種 のマ ン ト

を 「授業料」3の として教 師たちに送 った。

テルポチカ リで養成 された若者の未来 は、 ほとん ど戦場 におけるかれの幸運 と勇壮 にか

か って いた。 もし、 ある若者が 自分ひ とりで一人 の捕虜 をっか まえたな ら、かれ は勇者 と

して認知 され るために トラ トアニ に御前 にみちびかれ 、 また トラ トアニ は彼 にテル ポチ ト

リ ・ヤキ ・トラマニ、すなわち 「若者 、戦士、捕虜捕獲者」の称号 を与えた。 ヤキ とはテ

スカ トリポカ神 の別名で もある。何人 かの初年兵 た ちが捕虜を捕 らえるために協力 しあ う

ことも許 されたが 、その際には、栄誉 も彼 らの間で分 け られた。 しか し、二人 目以降の捕

虜の場合 は、その仕事 は共 同で はで きず、 それぞれが一人でや らなければな らなか った。

もし、戦場 で、捕虜 は捕 らえ るとい う幸運 にめ ぐまれたな ら、社会 階層を上昇す る こと も

で きた。 テルポチカ リの教育 の最大の重点 は、明 らかに軍事的分野 におかれてお り、 また

その成果 はカル メカ クの教育 のそれ とはきわめて異 な っていた。た とえば、宗教的側面 に

おいて、テル ポチカ リの若者 には、 カル メカ クのそれ と 「同 じ習慣 や教義」が教 え られた

が、 しか し 「その儀式 に関す ることは除かれた」。34)ま た良 き話術 も教え られなか った。

かれ らに文書の解説 をベ ースに して歴史が教 え られたか否 かにっ いて は我 々は資料的裏付

けを もって いない。 こうした欠如 とそこで許 された生活 の 自由は、その卒業生 たちが社会

の最高位 を しめ ることを妨げた。つ ま り、テルポチ カ リは、文化的諸価値の伝統 にはかか

わ らず 、下級の兵士 と下士官を養成す るための施設 であ った。
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メヒカの社 会が、その臣民 の若者 の大部分 を、社会的上昇志向を もたない軍隊の良 き構

成員 と して教 育す ることに関心 を もった時、それが教育 の 目標の一 っ とな った。若者を軍

事技能 の行使 に習熟 させ、 また歌 につ う じて、国の公式 の政治的 一宗教的使命観 を吹 き込

む ことが 目ざされた。 これを こえることはなか った。社会 の高 い文化的知識を身にっ け、

また公的生活の なん らかの部門で指導力を発揮す るよ うな若者 をそこか ら生み出そ うとは

考えなか った。 テル ポチカ リにおける教育は、戦争のための役立つす ぐれた人材 、 トラ ト

アニの上か らの命令 に盲 目的に従 う者 を用意す る ことにのみ関心 をよせた。一っのいい例

は、歴戦の勇士(ク アクアチ クティン)に み ることがで きよう。 サアグ ンの述べ るところ

によれば、かれ らは 「戦争 にその人生 を ささげて きた者で ある、 とい うの もめ くらめ っぽ

うに闘い、生活 にはなに も関心 を もたず、激闘のすえ死 ぬ ことだけを考え る」、 しか し同

時に、 「統治 とい った ことにはか らき し無能であ る」 とい うの もかれ らは狂人 じみた者 だ

か らであ る。 「向 こうみずで しゃべ り方やか らか い方 も荒 っぽ く」 りっぱな仕事 はけっ し

て クアクアチ クテ ィ ンのだれ に も任せ られなか った。換言す るな ら、なん らの知的準備 も

な く道具 と して役だっ者 として扱 われたのであ り、かれ らを動 かす適切 かっ有効 な命 令の

系統が機能 して いる間 には、任務を完遂 したが、 スペ インの征服の時 に実際 にお こったよ

うに、 ひとたび これ らが欠 けた時にはまった く無力 とな りはてた。

女子 の学校教育

メヒカ族の社会 において は女性 まず家庭のために生 まれた。資料 は、テ ノチテ ィ トラ ン

の政治 に関与 した女性 につ いてかぞえ るほどの事例 を示 して いるにす ぎない。家庭以外 の

場での女性の活動 は、宗教 と社会的分野 に限 られた。商人(ポ チテカ)の 間では男 とな ら

んで商業 に従事す る女性 もいたが。最 も重要 な彼女 らの仕事 は、糸っむぎ、織物、刺 しゅ

うをす ること、 トウモ ロコシの製粉、 トルテ ィー リャを作 り、その家族のため食事を準備

す ること、家 を清掃す ることであ った。女子 の新生児の洗礼 の儀式の際に、 これ らの道具

の ミニチ ュアが彼女 らに手わた され ることにその ことが象徴的 に示 されて いる。 メヒカの

女性 の理想的 イメージは、神 々への献身、結婚以前お よび以後の貞潔、そ して要人の女性

で は鷹揚 さ、平民の場合 には働 き者 、 といった徳が要求 された。 しば しば、女性 の美徳 と

して、重厚 さ、勇壮 、そ して男 まさりといった ことまで含 まれ ることがあ った。

それゆえ、国 は少女の学校教育 に、少年のそれほどには関心 と熱意を はらわなか った、

とい うことも不思議 な ことではない、 とい うの も女子 の場合、その 目的 は家庭環境 のなか

で達成 しえたか らであ る。 しか しなが ら、現実 と して、 メヒカの社会 は就学年齢の少女 の

教育を まった く家庭 の親の世話 にまかせ きる こと望 まず 、資料 によれば、カルメカクおよ

びイチ ポチカ リ(ichpochcalli)が 彼女 らの教育 をひ きうけた。

テ ノチテ ィ トラ ンに女性の教育 ない しは訓練のセ ンターが存在 していたことは、初期 の

征服者たちの注 目をあつめた。その一人 、デ ィアス ・デル ・カステ ィー リョは、後年っ ぎ

のよ うに書 いている。
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一一一メヒカの住民 の多 くの娘 たちは、寄宿舎 のよ うなところにいて、修道女の ま

ね ごとを し、また織物 をお り、羽根飾 りをっ くった。 これ らの修道女 はウイチ ロボ

スの大 きな寺の近 くにその家 を もち、結婚 にいたるまでその親が その神 にあず けた

娘 たちを保護監視す る者た ちであった。35'

カルメカク もイチポチカ リも少女たちの教育を担 った。少女た らは、 これ らの二っの教

育セ ンターの うちの どち らかに、 というよ りむ しろそれぞれの保護者 とな ってい る神格 に

委託 された。 カル メカ クにゆだね られ る少女 の母親 は、 こん どは、 自分 が20日 毎 に、奉仕

のたあにほ うき、薪 、 コパル香を奉納 しに神殿 に行 くことを誓 った。ず っと後 にカルメカ

クに入学 して、結婚 のためにそこを出るまで、そ こで老女教師の監視の下 、修道女見習 い

のよ うな生活 を した。

カルメカクの少女 たちとは違 って、 イチポチカ リの少女 たちは、いっで も共 同生活を送

っていたわ けで はな く、 ひんぱんに自分 の親の家 にとどま ったと思われる。 この ことは理

にかな った ことで もあ った、 とい うの もメヒカの少女たちは、ちいさな時か らその母親を

助 けて家庭の仕事を引 きうけて きたか らであ る。綿の種ぬ き、ちいさな兄弟姉妹 の世話、

そのほか簡単 な仕事が まか された。

カルメカクとイチポチ トリの他 に、 メヒカ人 の間には第三の女性教育のかたちがあ った。

それ は宗教への奉仕 である。あ る一定の;期間、神殿です ご したいと望 む少女 あ るいは大人

の女性 は、自分の意思 にお いてそ うす ることが可能であ った。 そこに住 む者 たちは、責任

者の厳 しい監視 に下 に置かれ、 とりわけその清廉貞潔 にきをっけた。寺 院に入 る時 には、

ほかの者 と区別す るために髪 を切 りっめた。少女 らは、 いっ しょに寝、おな じ物 を身 にっ

けた。 自己犠牲 の苦行 をお こな うよ う義務づ け られ、 また寺院 にいる問は、 きわめて粗末

の食 事を とった。 こう した宗教的性格の訓練 のほか に も、寺への奉仕 の仕事、宗教的な装

飾 を作 るための糸っむ ぎ、織物、刺 しゅうを し、神 々とその司祭のための食事をっ くり、

寺院の清掃を おこなわねばな らなか った。 またい くっかの祭 りには、マセウア リッ トリ・

すなわ ち神 をなだ める踊 りに参加 した。寺院 に滞在 して いる間、その生計 は主 と して彼女

の家族 によって まか なわれたが、 「市民か らの恵 み物 」や 「彼女 たちのためや奉納物 のた

め必要 と思われた時 に、肉や暖かい トルテ ィー リャを さ しいれた豊 かで善良 な人 々か らの

布施 や慈善」 もまたあ った。少女が結婚適齢期 にな った とき、親たちは、神 々と教師た ち

に感謝 を しめす儀式 をおこな ってそ こか ら娘 をっれ もど した。

フラ ンシスコ ・エルナ ンデスによれば、少女や女性が隠遁生活 にはいる理 由はさまざま

であ った とい う。 あ るもの は、病気 の回復 を神 に祈願 しての苦行 のために、 ある者 は、家

庭の貧 困のための口べ ら しのために、あ る者 は、豊か さや幸運が与え られるよ うに願 い、

別の者 は、神 々への献身 と奉仕の生活 を求めて入 った。 しか し、最大の理 由は、神 々に良

き伴侶 がえ られ ることを請願す るためであ った。 っま り、それは、少女 に結婚生活 のため

に準備を し、訓練 を与え るたあの一 つの手段 とな っていた。それは、宗教的権威の下で、

彼女 たちをあ らゆる醜聞の危険 か ら保護 して いたのであ る。
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補助的な教育機関

資料 によれば、それにっいての論及 は少 な く明確 で もないが、補助的 とで もよべ るその

他の教育機関があ った。

クイ力力 リ(cuicacalli)

クイカカ リは 「歌の家」を意味 した。 ドゥランは、テ ノチティ トラ ン、テ シュコ コ、 ト

ラコパ ンにクイカカ リがあ った と述べている36)。 それは中央 に中庭 を もった集合的建物

であ った。テルポチカ リの若者 は、 日中の仕事が終 わ ると、 日没のす こし前に、歌や踊 り

の練習 のため に用意 されていた クイカカ リに集合 した。少女たち もまた参加 した。 クァク

アチクテ ィンと呼ばれ る勇敢 な人 々がその練習を指導 した。 その練習 は夜遅 くまでっづ き、

それが終わ ると、少年、少女 たちの貞潔 を監視 してい る老人 と老女が それぞれを、 それぞ

れの家 、あるいはテルポチ カ リあるいはイチポチ カ リまで連れてい った。愛人 を もってい

る者 は、それぞれの愛 人の家 で寝た。

クイカカ リでの活動 は、娯楽的性格の もので はな く、宗教的意 味を もった国家 の学校教

育 プログラムの一部 を形成 していた。それはテル ポチカ リお よびイチポチカ リの若者 にと

って義務 とされた活動で あ り、それを欠 かす ことはそのために特 に設 け られた処罰の対象

とされた。

こうした活動の間に調子 をっけて唄われ る歌の多 くは、口承で、歴史 や トラ トケの偉業

およびそのほかの記憶 に値す る人物をお しえ こむ ことを目的 と して もっていた。 さ らに、

なにか祝祭の理由になることが ら 軍事的勝利 、新 しい王の選 出など一 が あるたび

に、詩人=歌 い手 は、古 い偉業 や過去の王 の栄光 を記録 してたたえ るための歌 を作 った。

戦場のおける勇敢 な兵士の戦死 は、 「同 じよ うな死者 を悼む ことを仕事 として いるすべて

の古老の歌手がそのはた らきにふ さわ しい歌をつ くる」37Jた めの別 の機会 とな った。 こ

うしてみ ると、 メ ヒカ人の間 には、一っの熱心 な文芸 的活動があ り、 こうした叙事的作品

を通 じて、若者たち は、国がかれ らの心のなか に喚起 しよ うと した政治的思想や人生 観を

身 にっ けてい った とい うことがで きよ う。また、モテ クソマニ世 の前 で、休息の時間 に娯

楽のために こうした歌が うたわれることもあった。

トラマカスカ リ(tlamacazcalli)

この機 関にっ いて は ドゥラ ンの著だ けにその言及 がある。 この語 は 「聖職者の家」を意

味 して いる。 カル メカ クの生徒 の中に聖職者 とな るにふ さわ しい傾 向のある者が いた とき、

「学習で欠 けて いることを教え る」べつの高等の宗教的訓練セ ンターへ と入れ るために選

別 され た。聖職者 にむいて いる若者 の選別 はカルメカクの中か らだけで な く、またテルポ

チカ リのなかか らもな され た。後者の場合 、 トラマカスカ リに入 る前 に、カルメカクでな

すべ き学 習 もす ませ た ものと想像 され る。 トラマカスカ リの生徒 は、十八 か ら二十歳の若

者であ った。 ケツアル コア トル とよばれ る最高神 官およびその ほかの メ ヒカの宗教 的階層

の高位の権威者た ちはこの高等神学校で教育 された。

メカ トラ ン(mecatlan)

この語 は 「細ひ もの場所」を意味す る。 これ は トラ ソルクアクイ リとよばれ る神官の管
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理 の下 におかれて いた。それは一種の音楽 アカデ ミーであ り、 そこで はマセ ウア リツ トリ

の上演 に必要 とされ る楽器類 の演奏技術が教え られた。 ここで もメカ トルという言葉が 、

カルメカ クにっいて述べたの と同 じ意味 を もっのか どうかにっ いて は確信がないが、たぶ

んそ うであろ う。 とい うの もマセウア リッ トリに伴 う歌 は、過 去の首長 たちの偉業や栄光

を歌 った ものであ り、すなわち、 メ ヒカの民衆に歴史 と伝統を教え こむ役割をはた したか

らで ある。

聖職者 トラ ピシュカ トツィン(tlapixcatzin)

テ ノチテ ィ トラ ンには、民 衆に教育 をおこな うことを使命 と して もった トラ ピシュカ ト

ツィン、 「保存者 」 とよばれるひとりの聖職者 がいた。

保存者 は、神 々の歌 、すべての聖な る歌 に注意を は らった。だれ もまちが いを し

ないよ うに、すべて のバ リオにお いて聖 なる歌を人 び とに、細心 の注意を はらい

なが らお しえた。民衆 を寄せ あっめ、かれ らが よ く歌 を学ぶ よう大声でふれ歩 い

た。38)

す なわ ち、かれ はメ ヒカ国家の神秘的 一軍 国的思想を社会 のあ らゆる階層 にまで普及す

ること任務 と した民衆教育 のエージェン トであ った。 また この資料か らは、 この トラ ピシ

ュカ トツ ィンは、民衆 にお しえ られ る歌の校訂者 ない しは検閲者 ともいえるであろ う。

メヒカの教育における理想的人間像

メ ヒカ人 たちが持 っていた人間像 は、 ナワ トル語の二 つの言葉 に簡潔 に表明 されて いる。

すなわ ち、イ ン ・イシュ トリとイン ・ヨロ トルであ り、 これ は、顔(容 貌、面が まえ)と

心臓(心)の ことであ る。 メ ヒカ人 にとって心 とはあ らゆる行動 と動 きのみな もとで あ っ

た。それゆえ に、太 陽神 に聖な る食物 と して 、またそれゆえ に人 間が神 に提供 しうる最 も

貴重な もの として心臓 をささげるため に儀式的な人 身供犠 をお こな ったのであ る。同時 に、

顔 とは、人の内部 にある人 間性 をあ らわす最高の表現物で あるとされた。顔 とは、人格を

そなえた人間がそれを もって外の世界 と対面す る ものであ った。それによって、内部 にあ

る自分 自身 とい うものを表面 にあ らわす ものであ った。 この人間観は、教育にたいす るメ

ヒカ人 の考えかたの出発点 であ った。

分 別ある男 とは

石の ごと く堅 固な心

賢い顔

顔 と心の主

巧 みで理解力 に富んだ。39'
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す なわち、顔 と心 は、生 まれなが らの もの と して あるのでな く、成熟 した人、あ るいは

ひ とかどの人物 と して、 この顔 と心 とい う二 っの属性 は、それぞれ、 「賢い」、 「石のよ

うに堅固な」 とい う形容詞 を獲得せねばな らない ものであ った。 ここに到達 して は じめて、

メ ヒカ人の理想的人間像 は、実現 された ことにな るのであ る。

「賢 い顔 と石のよ うに堅 固な心」をそなえた人 間 とい うのが、 カル メカクの教育で追求

された 目標であ った。 しか し、 この ことはあ くまでカル メカ クの教育 にっ いて言 えるので

あ り、テルポチカ リの教育 はこう した二元的 な目標の達成 を追求 しなか った。後者で は、

まずな によ り勇猛 、従順、戦争 に役立っ人 間が教育 されたので あ り、顔 を 「賢 く」す る こ

とには関心 がは らわれなか った。

歴史 において、 しば しばみ られたよ うに、 メヒカ社会 において、教育 はその構成 員の社

会階層分化のための一要因 と して機能 した。 この社会の一方 には、その地域 の文化的遺産

のすべて を所有す る少数者 があ り、 もう一方 には、それ らを欠 いた大多数 の一般民衆がい

る、 とい うよ うに。少数の グループが共 同体の高い文化的知識 暦、文字 など を

独 占 し、それ らか ら遠 ざけ られた大衆 に命令をあたえ る、 というメソアメ リカー帯の きわ

めて古 くか らの伝統 が生 きのびていた。
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1 メ ン ドー サ 絵 文 書 の 図 版

[テ キス トの解説]

ここにスペ イン語 の説明文 とともに引用 した15の 図版(こ こではその う8つ 図版 のみ紹

介す る 訳者注)に は、征服以前の時代 の個 々の メ ヒカ人 の生活が示 されて いる。 その

誕生 の時か ら、法律 によ って飲酒が許 され るよ うにな る老人 にな る年齢 までの。 この文書

は、 ヌエバ ・エスパーニ ャの初代副王 ドン ・ア ン トニ オ ・メ ン ドーサの命令によ り、1541

年か ら1549年 の間に作成 された ものであ る。司教 は、征服 されたイ ンデ ィオたちの歴史 、

政治組織 、 日常の習慣 な どを絵に して スペ イン本国の王室に報告 す ることを望んだのであ

る。 この文書が メン ドシー ノ絵文書あ るい はメン ドーサ絵文書 の名で よばれて いるのは こ

うした理 由による ものである。

絵文書 は、三っの部分 にわかれて いる。第一部 は、年代期 のかたちで、メ ヒコーテ ノチ

テ ィ トランの歴史 にふれ る。そ こでは主 に歴代 の王(ト ラ トケ)の 征服戦争の功績 が描 か

れて いる。 この歴 史 は、やがて首都 とな る場所 に到達 した時 ウチワサボテ ンに鷲が

とま って いる場所 とい う神託の奇跡 をふ くめて か らは じまり、モテクソーマニ世 の時

代 までをあっか って いる。第二部 は、r納 税台帳 』と して知 られ る別 の絵文書 ほとん ど同

じものであ る。 ここで は、服従 した諸部族が征服者で あるアステカ族 に定期的 に献上す る

ことを義務づ け られて いた貢納物 の品物 とその量が描 かれて いる。余 白に貢納す る部族 の

リス トが絵文字で書かれている。第三部が、個 々人の 日常生活 に関す る もので あ り、それ

は教育を中心 に して描かれている。 おさな い子 どもの家庭教 育か ら、学校教育、戦場へ の

出発、戦功 による昇進、教育的忠告 を守 らな い違反者 にた いす る処罰、親 による家業をっ

ぐ子 ど もにたいす る教育 までを含んで いる。

絵文字 は、一人 あ るいは数人 の インディオの絵 師にゆだね られた。第一部 は、 インデ ィ

オの伝統的な記述様式 に したが って描かれてお り、たぶん古 い記録 に基づいて描かれた も

の と思われる。第二部 には、上述 のよ うに、資料 となる古 い納税 台帳が別 にあ った。第三

部 は、征服以後 にな って描 かれた と考え られてい る、 とい うの も、 インデ ィオたちが 自分

たちの 日常生活を絵文字 に して書 き記 して いた と想定す ることは論理的ではないか らであ

る。本函のスペ イ ン人 たちにインデ ィオた ちのかつて の生活ぶ りを知 らせ ることが必要 と

な り、個 々人の 日常的な諸活動を絵 に して簡潔 に説明す る ことが求 め られた。

文書その もの に書かれているところによれば、船団が スペ イ ンにむか って出航す る10日

前 にな って、すでに完成 して いた図版が、ナ ワ トル語 とアステカの古 い伝統 に精通 した一

人の スペ イン人 にわた された。それにスペ イ ン語の解説 をっ けることが求め られ たのであ

る。 この人物 は、 とり急 ぎ絵の意味 を解 説す るだめに、 それ に二種類の文書 を書 き入 れた。

ひとっは、絵 その ものの上 に書 き込んだ説明文 であ り、それぞれの絵が何 を意味 している

のかを短 く説明 して いる。 もう一つ は、別 の頁 に解説文 と して、全体の趣 旨を説明 したよ
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り長 い もの で あ る。

オ リジナル の文 献 は 、縦横32.7セ ンチメートル ×22.9セ ンチメートル の ヨー ロ ッパ 製 の紙71枚 に描

かれ 、説 明 文 が つ いて い る。現 在 、 オ ックス フ ォー ド大 学 の ボ ドレイア ン図 書館 に所 蔵 さ

れて い る。 最 初 の版 は、1830-1831年 に、 ロ ン ドンにお いて 、 エ ドワー ド ・キ ング ・キ ン

グス ボ ロ卿 に よ って作 成 され た。 本 書 の 文書 と絵 は 、 メキ シ コで1979年 に サ ン ・ア ンヘ ル

出版 か らだ され た ホ セ ・イ グナ シオ ・エ チ ェガ ラ イの 版 か らと って い る。

(訳 者注 ロペ ス ・ア ウスティン編集の本書 のイラス トは印刷が不鮮 明なため に、本報

告書 にのせ た図版 は、1992年 にカ リフォルニア大学 か ら出版 されたフアクシ ミリ版 か らと

った コピーである)

FrancesF. Berdan&PatriciaRieffAnawal,TheCodexMendoza.4volumes

UniversityofCaliforniaPress1992
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図版58の 説明文

男の子 あるいは女 の子の誕生 に さい して、 メキ シコの先住民 たちの行 っていた儀式 と習

慣 についての説 明。

女性 が出産す ると、 この絵の ように、新生児 をゆ りか ごに入れ、生 まれて4日 後 に、産

婆 ははだかの赤ん坊 を腕 にだ いて、産婦の家の中庭 にっれだす。中庭 には、 トゥー レとよ

ばれるい草の ゴザが敷かれ、その上 に、水 をいれた小 さな洗 い鉢をお き、その産婆が赤ん

坊 を沐浴 させ 、その後、上述の ゴザのそばに三人 の少年が座 り、かれ らが イシクエ ンとよ

ぶ食べ物、すなわち料理 した豆 をまぶ した焼 いた トウモ ロコシを食べた。 その食事 あるい

はお菓子 は、小 さな洗 い鉢 にいれて 出された。そ して、 この沐浴な い し洗浄の後 に、 こう

して沐浴 した赤ん坊 に新 しい名前 をつ け、その少年 た ちにその名前 を大声 で呼ぶ ように命

じる。その名前 は、産婆がつ けることを望 んだ名前であ った。

まず最初 に、新生 児を沐浴のためにつれだす ときに、 それが もし男の子 な ら、かれ らは

赤 ん坊の手 に、その シ ンボルとな るものを握 らせて た、 その シ ンボルは、その父親が使用

す る道具、戦争 の武器や銀細工師や彫金師 その他 のあ らゆる職業 の商売道具であ った。以

上 の ことがな された後 に、産婆 は母親 にその赤ん坊 を手 わた した。 また、新生児が女の子

であ る場合 には、沐浴 につれだす時 ににぎらせ るシ ンボル は、紡錘 っ きの糸 まき棒 とその

籠、一束の ほ うきであ り、 いずれ も成長 して ある年齢 にな ると彼女が使用す ることにな る

ものであ る。 また男の子 のへその緒 は、沐浴 の際 に もたせた シンボルであ る弓や矢 とい っ

しょに、かって敵 との戦 闘の場所 とな った ところに もって行 き、地中 に埋 めた。女 の子の

場合 も同様 に、へ その緒を トルテ ィー リャを挽 く石で あるメタテの下 に埋めた。

その後 、誕生20日 目にな ると、赤 ん坊の親 たちは、 カルメカクとよばれ る神殿、すなわ

ち メスキー タ(イ スラム寺院)の ような もの に子 どもを連れて ゆき、高位神官(こ こでは

アルフ ァキ=イ スラム教の法博士 という表現がっかわれて いる 訳者注)の 立会 いの も

とで、マ ン ト、腰布 、い くらかの食べ物 の供物 とと もに、幼児を神官 に提 出 した。赤ん坊

が両親 によって育て られた後 、適 当な年齢 に達す ると、そ こで聖職者 になるように教育を

して もらうために上記の神殿 の高位神官 にあず けた。

もしも両親が、子 どもが適当な年齢 にた っ した時 には軍役 にっかせた いと決心す るな ら、

その ような誓願を して教 師に提供 した。若者 たちの教師 は、テアチ クア ウ、あるいはテル

プチ トラ トとよばれ る。 その提供 の誓願 は、食事 やその他のお祝いのための贈 り物 といっ

しょにな され る。そ して子 ど もが一定 の年齢 にた っす ると上記の教 師にゆだねた。

〔それぞれの絵についた書き込み〕

産婦/こ の4個 の石は、4日 を意味 し、その日に産婆が赤ん坊を沐浴にっれだす/赤 ん坊

のゆりかご/産 婆/シ ンボル/生 まれた赤ん坊の名前をよぶ3人 の少年/水 をいれた洗い

鉢をおいたゴザ/ほ うき、紡錘、糸まき棒、籠/赤 ん坊の父親/高 位神官/ゆ りかごに入

った赤ん坊、両親はそれを神殿にささげる/母 親/子 どもや若者の教師
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図版59の 説明文

次 の頁 にのせ られた絵 の説 明。 ここでは、先住民 たちが、 どのよ うに生 きるべ きかにっ

いて子 どもた ちに忠告 をあ たえ るた時期 と方法 について述べ る。絵 は年齢順 に、四段 に分

け られている。 この頁で は、四つの段階がっ ぎの よ うな順序 で説 明 され る、,

第一段。 ここには、親 たちが、年齢3歳 とな った子 どもにた い し、良 い助言をあたえな

が ら矯正 している様子 が描 かれて いる。各食事 の時 に、子 どもに与え られ る食料 は、 トル

テ ィー リャの半分で あ った。

第二段。4歳 にな った子 どもにたい して、両親 がおな じよ うな教訓をあたえて いる様子

を示 して いる,,か んたんな手軽 な手伝いをす るよ う教え は じめる。 一回の食事の量 は トル

テ ィー リャー枚 とな る。

第三段。父親 は5歳 の子 ど もに、薪やあ まり重 くない荷物 を もたせた り、市場が開かれ

る場所 に軽 い包み をはこばせ るといった家の手伝 いに従事 させてい る様子 が描 かれてい る。

この年齢の女 の子 には、母親が、糸を紡 ぐために紡錘 と糸 まき棒 をどの ようにあっか うか

を教 えるたあにそれ を持 たせ る。食事 は トルテ ィー リャー枚であ る。

第四段。父親 は、6歳 にな った子 どもに、市場 のひ らかれ る場所 にでかけて、商人 たち

が取 引の時 にまき散 ら したまま して いた トウモ ロコシの粒、豆、 こぼれたままにな ってい

るその他の ささいな物 を拾 い集 めるような、な にか少 しで も利益のた しにな るような家の

手伝 いをや らせてい る様子が描 かれて いる。同 じ年 齢の女の子 には、糸紡 ぎとその他のな

にか役立 っ ことを教えた。 この年齢以上 の者 には、こう した手伝 いや仕事 を通 じて 、と も

す ると怠惰 に して いることで生 じやす い悪習を避 けるため にも、時聞を無駄 にす ごさせ な

いよ うに させ た。子 ど もには食事 のたびに…枚半 の トルテ ィー リャをあたえた。

〔それぞれの絵 につ いた書 き込み〕

第一一段。年齢3歳/子 ど もの父親/男 の子/半 分 の トルテ ィー リャ/女 の子 の母親/半 分

の トリティー リャ/3歳 の女の子

第二段。/子 どもの父親/4歳 の男の子/… 枚 の トルテ ィー リャ/女 の子の母親/一 枚 の

トルティー リャ/4歳 の女の子

第三段。子 どもの父親/5歳 の二人の男の 子/一 枚 の トルテ ィー リャ/女 の子 の母親/一

枚 の トルテ ィー リャ/5歳 の女 の子

第 四段。二人 の男の子の父親/6歳 の二人 の男の子/… 枚半の トルテ ィー リャ/女 の子の

母親/一 枚半 の トルテ ィー リャ/6歳 の女 の子
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図版60の 説明文

っ ぎの頁にある各絵の説明。 ここで は、 メキ シコの先住民 たちが、子 どもを教化 し矯正

す るのに使 う時期 と方法 について語 られ る。子 ど もを無為にす ごさせず、っねに勤勉 に し

て、有益な活動 をお こな うようにさせてい る様子 を示 して いる。四段の部分 に分かれてい

るので、 この頁の説明 もその順序 でお こな う。四つの部分 はっ ぎの ものである。

第一段。両親 は、7歳 の男の子 には、魚 を とるたあの網をあたえて練習に精を出 させ、

同 じ年齢の女の子 には母親が糸紡 ぎの仕方 を教え、 いっで も勤勉 に し、無為 にす ごす こと

の ないよ うなにかに打 ち込む時問を もつ ように と忠告 をあたえた。男女 とも各食事の とき

に与え られ る糧食 は トルテ ィー リャー枚半 であ った。

第 二段。両親 は、8歳 の子 ど もたちにた い して、その前 にマゲイ(り ゅうぜっ らん)の

刺をな らべて 、 もし怠 けていた り、親の言 うこときかなか った らば、 その刺で身体を突 き

さ して罰せ られることにな ると して、そのぞ っとす るよ うな恐 ろ しさで子 どもに警告 を し

て いる。 この部分の絵 において示 され説明 されてい るよ うに、子 ど もた ちは恐怖か ら泣 き

だ して いる。食事の量 は トルテ ィー リャー枚半 であ った。

第三段。父親 は、9歳 になる息子が、手 に負えず、両親 に反抗的で あ った として、上記

のマゲ イの刺で仕 置 き している様子が示 されて いる、,子どもは手足 を しば られ、丸裸 にさ

れ 、背中や身体 にその刺 を打 ちこまれ る、また女 の子 は、第三段の絵によれば 、手 にその

針 を さされてい る。食事 と しで 与え られるの は トルテ ィー リャー枚半であ った。

第 四段。両 親は、同 じように反抗的であると して10歳 の子 ど もたちを棒でな ぐり、 また

他 の恐怖感 をあたえ ることで処罰 して いる。食事 の量 は トルテ ィー リャ…枚半で あった。

〔それぞれの絵 にっいた書 き込 み〕

第一一段。 これ らの7つ の青 い丸 は7歳 を意味す る/男 の子 の父親/一 枚半の トルテ ィー リ

ャ/7歳 の男の子 、父親がかれが手に もつ網で どの ように して魚を とるかを教 えて いる/

女 の子の母親/一 枚 半の トルテ ィー リャ/7歳 の女の子 、母親が糸っむぎを教 えて いる。

第 二段。 これ らの8つ の丸 は8歳 を意味す る/男 の子の父親/一 枚半 の トルテ ィー リャ/

8歳 の男の子 、父親がず る賢 くす るとマゲ イの刺 をさ して罰 す ると して脅 しっ けてい る/

マゲ イの刺/女 の子の母親/8歳 の女 の子、母親 がず る賢 くす るとマゲイの刺を さ して罰

す ると して脅 しつけている/一 孜 半の トルテ ィー リャ。

第三段。 これ らの9つ の丸 は9歳 を意味す る/一 枚半 の トルテ ィー リャ/男 の子の父親/

/9歳 の男の子、手 に負え ないと して、その父親が身体 にマゲ イの刺を さ して いる/女 の

子の母親/一 枚半 の トルテ ィー リャ/9歳 の女 の子 、怠慢で ぐず ぐず して いたので、母親

がマゲ イの刺で手 を さ して仕置 き して いる。

第四段。 これ らの10の 丸 はlG歳 を意味す る/一 枚半 の トルティー リャ/男 の子の父親/10

歳の男の子 、その父親が こん棒で罰 をあたえてい る/女 の子 の母親/… 枚半 の トルテ ィ…

リャ/10歳 の女の子、その母親が こん棒で罰をあたえて いる。
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図版61の 説明文

っ ぎの頁の最初 の部分の説明。諌 めの言葉を受 け入 れない、ll歳 の男女の子ど もた ちに

たい して、その親 たちが 、苦 しさを味 あわせ るために、 とうが らしを焼 いた煙 を吸わせ る

罰 を与えている。それは子 ど もたちをせ きたてて、悪習 にふ けった り放浪 した りす る こと

な く、有益 な こと時問をっ いやす ことを うながす ためのっ らい残忍 なお仕置 きであ った。

その年齢の子 どもた ちには、大食 い、あるいは、食 い意地の はった者 とな らないよ うにと、

食事 ごとにわずか に一枚 半の トリテ ィー リャがあたえ られるだけであ った。

第二段の説明。子 ど もが12歳 にな って、親た ちの諌めや忠告を聞 き入れな い場 合は、父

親 は、罰 して恐れ させ るために、息子 をっか まえて、手足 を しば り、丸裸 に して 、一 日中

湿 った土の うえに ころが しておいた。同 じ年齢の女の子 の場 合には、母親が、娘 に夜 どお

しで家や道路を清掃す るようにさせ、またいっで も家 の中の手伝いにはげむよ うにさせた。

おな じよ うに親 た ちは、食事 ごとに …枚半 の トルテ ィー リャをあたえた。

第三段の説明。13歳 の子 どもにた い し、親 たちは、男の子 には山か ら薪を はこぶ こと、

カ ヌーで葦やその他の草 を家 には こぶ こと、女 の子には、親 たちの ために、粉をひいて ト

ルテ ィー リャやその ほかの料理 をつ くることに精 を出 させた。各食事 ごとに、子 ど もたち

には、 トルテ ィー リャニ枚 を与えた。

第 四段の説 明。14歳 の年齢 の子 ど もたちで、両親 は、男の子 には、湖 にでて カ ヌーで魚

とりをす ることに、女の子 の場合 には、どん な衣服の生地 で も織 ることがで きるよ うにな

るよ うに精進 させ た。かれ らには食事 ごとに二枚の トルテ ィー リャニ枚 を与 えた。

〔それぞれの絵にっ いた書 き込 み〕

第一段,こ れ らの11.っの青 い丸 は11歳 を意味す る/一 枚半 の トルテ ィー リャ/男 の子の父

親/11歳 の男の子 、父親が燥 したと うが ら しの煙 を鼻か らすわせて罰をあたえている/と

うが らしの煙/女 の子の母親./U歳 の女 の子 、母親が煙 した とうが らしの煙を鼻 にちかづ

けて罰をあたえている/一 枚 半の トルテ ィー リャ/と うが ら しの煙 。

第二 段。12歳/・ 一枚半 の トルテ ィー リャ/男 の子の父親/12歳 の男の子、手足 を しば られ、

一 ロ中湿 った土の上 にねか され る/こ の絵 は夜 を意味す る/女 の子の母親/一 枚半 の トル

テ ィー リャ/12歳 の女 の子 、夜 どお し清掃 しっづけて いる。

第三段。男 の子の父親/13歳/二 枚 の トルテ ィー リャ/薪 を はこんで いる13歳 の男の子/

カ ヌーで葦 をはこぶ13歳 の男の子/い 草あ るいは葦 をつんだ カ ヌー/女 の子の母親/13歳

の女の子、 トリテ ィー リャをひき、料理を してい る/二 枚の トルテ ィー リャ/小 さな盾/

粉 ひき用の細 い石棒/ト ルテ ィー リャ/料 理用 の深鍋。

第四段。14歳/一 二枚の トルティー リャ/男 の子 の父親/14歳 の男の子、カ ヌーで漁猟 を し

て いる/二 枚の トルテ ィー リャ/14歳 の女 の子が織物 を している/織 られて いる布。
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図版62の 説明文

っ ぎの頁 の第一 の部分の説明。描 かれてい ることは、親 たちは、息子が 青年期 にた っす

ると、かれ らを二つの家 に連れてゆ くことを意 味 して いる。年 齢が15歳 にな ると、それぞ

れの子 どもの もっ性格気質 に したが って、若者 を訓練 し教化す る教 師のいる家 か、あ るい

は、 カルメカ クとよばれ るメスキー タの ような もののどち らかに連 れて ゆき、そ こで二若者

を訓陳 して くれ る教 師テアチ カウか、 トラマ カスキ とよばれ る高位 の神官に息子 をあず け

る。

第 二の部分 の説明。描 かれてい ることは、正式 にお こなわれ る結婚 に際 して 、執 り行わ

れ守 られ るべ き形式 と しきた りを示 して いる。結婚 の儀式 はっ ぎのよ うな手順であ った。

夜 になるのをま って、医者で ある女性が、新婦を背中にせお い、それに松のたっ まっで足

元 を照 らしなが ら四人 の女性が同行す る。新 郎の家 に着 くと、新郎 の両親 は花嫁を迎 え る

ために家の中庭 にでて、新郎が待機 していた部屋 、あ るいは家 に彼女 を入れる。火を燃 や

したか まどのそばで、椅子 をお いた敷物の上 に新郎新婦がすわ り、両人 の衣服の端を結 び

っけ、そ して神 々にコパル香 をささげ る。その後 、立会入 と して出席 していた老人 と老女

たちが両人 に食べ ものをあたえ る。 この後 老人 たちが食事を し、それがすむとそれぞれ順

番 に新郎新婦 に忠告をあたえた。両人 にたい して、 どのよ うに行動 し生 きるべ きか、平穏

に生 きてゆ くために自分 たちが もっている責任 や地位 をどのように して守 って ゆ くべ きか

について良 い助言 を与えた。

〔それぞれの絵 にっ いた書 き込 み〕

第 一の部分。15歳 の男の子 で、父親 は、受 け入れて くれる高位の神官 に子 どもあず ける/

トラマカスキ、高位の神官/カ ルメカクと呼 ばれ る寺院/二 人 の若者 の父親/15歳 の若者 、

父親 はかれを教育 し教化 して くれ るようにと教師 にゆだねる/テ アチカウ、教 師/若 者が

しっけ られ、教育 され る家 、 クイカカ リ(テ ルポチ カ リの誤 りであ ると思われる一一一訳者

7)/15歳o

第 二の部分 。老人 たち/老 女たち/か まど/コ パ ルの芳 香/新 婦/新 郎/ご ざ/食 事/食

事/プ ルケ酒 の壺/カ ップ/松 の たいまつ/新 婦 を背負 っては こぶアマ ンテカ(女 医)/

これ らの女性 は新婦を新 郎の家 に送 りとどけるために宵の口にたいまっを灯 してゆ く。
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図版63の 説明文

っ ぎの頁 の第一一の部分の説明。 ここでの絵 は、それぞれ、上長の者たちが見 習い神 官

(カル メカクの生徒の こと一一一一訳 者注)に 従事 させてい ることについての もので ある。 こ

こで は、後 に神官 にな るために、かれ らはメスキー タ(カ ルメカクの こと)お いて どの よ

うな奉仕活動 して いたかにつ いて述べれ ば 十分 であ る。なぜな ら、後 にな って高位の神官

な った時 には、新人 にたい して、かれ らが奉仕 し従事 してきたの と同 じ秩序 のなかで訓練

が行われ るか らであ る。

第二段の説 明。 それぞれの絵 は、若者 たちが、奉 仕 し従事 して いる諸活動 にっ いて述べ

ている。なぜな ら、将来 、訓練を うけ、年齢をか さね責任 ある地位 にっいたな ら、 ほかの

若者 にかれ らが して きたの と同 じように命令す ることになるか らである。それゆえ に、怠

惰 な放蕩者 とさせ ないように、いつで も美徳 とな ることに精進 させた。

第三段 の説 明。上位の神官が その見習 い神官た ちを矯正 し、罰を与 えてい ることが示 さ

れてい る。お勤 めに注意をお こた り、怠慢 であ った こと、なん らかの まちが いを しでか し

たことを理 由に、絵が示 してい るよ うな罰 を与え た。

第四段の説明。 どのよ うに して勇敢な兵士が、 それ にふ さわ しい年齢 にた っ した若者 に

戦闘術 を訓練 したかにつ いて述 べて いる、,親たちは、若者 の性格気質 に したが って、息子

を勇者 に委託す る。 こう して両親は、かれ らを、その性向 に示す ことろに したが って、技

能や技術を訓練 して もらうように とそれ ら勇者 にゆだね た。

〔それぞれの絵にっいた書き込み〕

第一一・段。 トラマカスキ、見習い神官、清掃の仕事/見 習い神官、山か ら神殿を飾 る木の枝

をはこぶ/偶 像に血をささげる自己犠牲に使うためにメスキータにマゲイの刺をはこぶ/

囲いを作ったり、それを飾るために、青い葦をメスキータにはこぶ,,

第二段。神殿で灯明として使 うため薪の丸太をはこぶ少年/神 殿で灯明をとして使 うため

薪の丸太をはこぶ若者たち/神 殿を飾るために木の枝をはこぶ若者。

第三段。高位神官。この神官がその勤めが怠慢であるとして見習い神官を処罰している/

見習い神官/高 位神官/見 習い神官/高 位神官、反抗的、矯正 しえない、命じられたこと

をさぼったことを理由に、全身にマゲイの刺をさして見習い神官を罰 している/こ の小さ

な家は、 もし見習い神官が自分の家にかえり三日間そこで寝泊まりしたら上記のような処

罰をすることを意味している。

第四段。戦場の勇者テキウア/若 者/若 者の父親、自分の息子に軍事技能を訓練 し、戦場

にっれていってくれるようにとかれを勇者にあずける/若 者、勇者の従者、勇者の荷物と

若者の武器を背おってはこび、かれとともに一戦場にでかける/武 器をもって戦場に行 く勇

者テキウァ。

一58一



図版63



図版64の 説明文

第 一一の部分 の説明。高位聖職者が夜毎 にお こな った鍛練 と仕事 について示 されて いる。

ある者 は、神 々にた い して 自己犠牲 を ささげるために山にで かけ、 ほかの者は、音楽 に身

をいれ、 またある者 は、天空の星座で時間 をはか り、あ る者 は神殿でその他の仕事 に従事

した。

第二段の説明。 それぞれの絵 にお いて、かれ らが若者たちにたい して行 った罰 にっいて

述べてい る。絵 が しめ して いるところによれば、その処 罰 はメキ シコの首長たちの定 めた

法律 と習慣 に したが って行われていた。

第三段 の説明。それぞれ の絵に、 こまか い説 明がついて いるので、 ここで説明す る必要

はない。

第 四段の説 明,,そ れぞれの絵 において、教師テル プチ トラ トが、法律 に したが って、ぶ

らぶ らして悪習にふ け っていた若者にたい して行 った処罰が示 されている,,そ の他の説明

は絵 の ところについて いる。

〔それぞれの絵にっいた書き込み〕

第一段。見習い神官/高 位神官が夜に苦行をおこなうために松明をもって山ゆく、悪魔の

ために自己犠牲をおこなうためのコパル香をいれた袋を手にもち、おなじ自己犠牲のため

に容器にいれたタバコを背おい、犠牲の場所を飾るために木の枝をはこぶ、見習い神官は

かれの後にっいて行き、自己犠牲用のその他のものをはこぶ/高 位神官、夜中に楽器のテ

ポナツ トリをたたき練習している/高 位神官、時間をはかるために夜中に空の星座を見っ

めている、かれはそれを仕事としている。

第二段。食料や戦争の道具をはこんで戦場にゆく若者/テ ルプチ トラ ト/女 性/若 者/テ

ルプチ トラ ト/若 者を監督 している二人の若者頭テルプチ トラト(テ ルポチカ リの教師)、

だれか若者が女性 と同棲 したときは、燃えさしの薪で殴打 して、同棲をやめさせる。

第三段。高位神官、神殿を清掃する仕事をするか、あるいはそうするよう命じている/高

位神官/女 性/見 習い神官/高 位神官、この神官たちの絵 は、もし見習い神官たちが怠慢

であったり、ある女性に近づいたり、同棲したりしたら、全身に松の針、作ったクギ、を

刺して罰することを示す。

第四段。教師テルプチ トラ ト/若 者/若 者頭テアチカウ、この絵では、もし若者が無為に

ぶらぶらしていたら、二人の一若者頭がかれを トラ刈りにし、火で頭を焦がして罰したと説

明される/神 殿の修理のためにカヌーにっんで芝をはこぶ若者/神 殿。
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図版71の 説明文

この頁 に描 かれ た ものの説明。対面 して座 って いる父親 と息子 は、父親が息子に悪習 に

ふけ らないようにと良 い忠告を与えてい ることを意味 してい る。 たとえば、息子 に、あ ら

ゆる美徳 をそなえれ ば、 首長 や要人 か ら高 く評価 され、名誉 のある仕事を与え られ、また

その使者 と して役 目を与え られ た り、お気 に人 りと してパーテ ィーや結婚式の時に音楽家

や歌手の演奏に列席す る ことを許 され るよ うに もなる。

描 かれた家 は、公共 事業をお こな うための審議が行 われ るところである。 ここは人夫頭

がお り、その前で、堀 り棒 と担 ぎ籠が象徴 して いるよ うに奉仕活動 をお こなうように命 じ

られて二人の若者が泣 いて いる。頭 は、無 為にす ごす ことな く、お そ らく彼 らが して いた

よ うな放浪者のよ うなまね はす るな、それは将来、泥棒 にな った り、球技遊びやサイ コロ

遊 びにふ ける者 となる原因 となるのだか ら、 と言 いなが らかれ らに良 い教訓をあたえて い

る。そ してた遊 びにふけると、際限がな くな り、っ いには悪 習 となり、あわれな末路 をた

どることになる、,ここに示 された絵 はこう した ことを意味 している。

この絵 の顧序 に したが うと、大工 、宝石細工 師、絵師、銀細工師、羽根飾 り職人 の仕事

は、親 が教師 とな って 自分の息子 に子 ど もの ころか らそれを教 え込んでいることを意味 し

ている。それぞれを 自分 の仕事に精 を出 し、美徳 となる ことに時間 をついやす ように と忠

告 して いる。怠惰か らは悪習、下unな 冗談 にふけ る者が生みだ され、飲酒 やその他 の悪習

がっづ き、その他おお くの恐 ろ しいことにな る、 と諌言 しなが ら。 こうしてすべての者 に

精進す るよ うにさせて いる。

〔それぞれの絵にっいた書き込み〕

使者/あ らゆる美徳となること精進するように息子に助言をあたえている/父 親/息 子/

客をむかえる歌手と音楽家/公 共事業を審議する家テハ ンカルコ/人 夫頭ぺ トラカルカ ト

ル/堀 り棒 と担ぎ籠/若 者/若 者/放 蕩者/球 技の遊び人/泥 棒/サ イコロ遊び人/大 工

/大 工の息子/宝 石細工師/宝 石細工師の息子/絵 師/絵 師の息子/銀 細工師/銀 細工師

の息子/下 品な冗談をいう悪習にふける者/羽 根飾 りの教師/教 師の息子/酔 った男/酔

った女/酔 っぱらいの悪習は将来泥棒にっながる。
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2.子 ど も の 養 育 と 教 育 論

ヘ ロニ モ ・デ ・メ ンデ ィエ ッタ修 道 士

[テキ ス トについての解説]

ここに再録 された古代のナ ウア(ア ステカ族)の 養育 と訓 育に関す る見解 は、初期 のフ

ラ ンシス コ会の伝統 の立場か らの ものであ る。 フラ ンシスコ会士で あるメンディエ ッタ修

道士 は、同修道会の会士た ちが ヌエバ ・エスパ ーニ ャで行 った インディオをキ リス ト教 に

改宗 させ るため に行 ったた事業 にっ いて書 いた大部な著作rイ ンデ ィア教会史』(Fray

Ger6nimodeMendieta,Historiaeclesiasticaindiana)の 一部 と してそれを記述 してい

るか らである。

(こ こに集録 された インディオの伝統的な)教 育論 は、 たとえスペ イ ン語 に翻訳 された

際にい くらか変質 させ られたと して も、 イ ンデ ィオ的要素の大部分 をとどめて いる。 ナ ウ

ア族の宗教 におけ る最高神 につ いてたびだ ひ言及 がな されて いるが、それ は翻訳者 たちよ

って持 ち込 まれた修正で はな く、原典 その ものが そ うな って いるので ある。 これ はキ リス

ト教 の導入 の結果 であると考 えやすい人 のためには重要 な注で ある。だが悪魔 という観念

はキ リス ト教 的な ものであ る。 メソア メ リカの神殿 に は悪魔 に相当す る ものは存在 してい

なか ったのであ る。 ともか く、テキ ス トは、 ナワ トル語 で保存 されて きた ものをかな り忠

実に翻訳 し再 現 してお り、 この点で古代 の伝統 を認識 す るための信頼 しうる史料 と考 え ら

れ る。

メンディエ ッタは、布教のために派遣 された30人 ほどの フラ ンシス コ会の一員 と して29

歳で ヌエバ ・エ スパーニ ャに到着す る。2年 後 の1556年 か ら1562年 まで、このあ とす ぐに

論及 され ることにな る トルーカ市の修道院 に住む。 これをふ くめてぜんぶで16年 間 におよ

んだ ヌエバ ・エ スパーニャでの最初の生活 にお いて、 メ ンデ ィエ ッタ修道士 は、ナワ トル

語を習得 し、修道会 の同志 であるモ トリニーアやサ アグ ンと肩 をな らべ るほどに熟達す る

ことにな った。1570年 に、疾患 と響病 に苦 しんで、 ヨーロ ッパ に帰国す る。出身地で ある

バ スク地方 に住 んでいたが、その教団長 ク リス トバル ・デ ・チ ェホ ンタイネスよ り、 ヌエ

バ ・エスパ ーニ ャにおいて、 フランシスコ会 によるイ ンデ ィオの改宗事業 の歴史 を書 くよ

うに命令を受 ける。そ こで1573年 にふたたびメキ シコに戻 る。熱心 にその仕事 に従事 し、

1597年 にrイ ンデ ィア教会史』を完成 させ る。1604年 にメキ シコのサ ン ・フラ ンシス コ修

道院において高齢で死亡 した。

この史料集 に再録 した部分 は、その第II巻 の20章 か ら24章 にあたる。 「ヌエバ ・エスパ

ーニ ャの インデ ィオの異教徒時代の儀式 と慣習」 につ いて書 かれた部分 である。 この巻 に

お いては、ア ン ドレス ・デ ・オルモス修道士 と トリビオ ・デ ・モ トリニーアの著作 を主要

な資料 と して使用 した ことが認 め られ る。 ここで使用 した版 は、1945年 に出版 された メキ

シコの版で ある。
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第20章 当地のインディオが哲学者たちの著作を読んだこともないのに全体的かつ

自然にその教えにしたがって幼児期の子どもを養育していることについて

哲学者(ア リス トテ レスー一 編 者注)は 、その 『国家論』第七巻の第17章 にお いて、子

どもの養育にたず さわ る人 々が、良 き性向や身体の健康、霊魂の良 き習慣の ために、採用

すべ きい くっかの教えを提示 して いる。第一の教 えは、生 まれたばか りの子 ど もや乳児 を

寒 いところに置 くべ きと して いる。 なぜな ら子 どもの 自然な姿 は、 出産 にと もなう高 い熱

のために、寒 さに耐 えるにふ さわ しい力 をそなえてい る。 そ うする ことによ って肉が引 き

締 ま りは じめ、体質が より頑強 とな り、仕事 に耐 えるためにより適切かつ強力 にな る。 そ

の哲学 を聞 いた ことも読んだ こと もないの に、 イ ンデ ィオたちほど、 この教 えをよりよ く

実行 して いる者 は他 にはいない。なぜな ら、子 ども生 んだ母親が 、夜明けの後 に、赤子 を

背負 って行 って、小川 あるいは河、泉 で水浴 させ ることはかれ らの間で は広 く行われて い

るか らで ある。 こうした ことは、夏 の間のみな らず、冬で もおな じであ り、寒冷な地域 に

おいて もそ うであ る。 トルーカ盆地地方 は、 ヌエバ ・エスパ ーニ ャで最 も寒冷 な地域 のひ

とっであ り、わた しは毎週 日曜 日に訪 問先の どこかの集落で ミサを行 うために夜明け とと

もに修道院 を出発 したが、未 明に氷の張 った小川で幼児 に水浴 させているインデ ィオ女性

を目に した。私な ど寒 さに氷っ いたようにな りなが ら、そんな ことを して死んで しま うの

でないか と驚 いたが。

哲学者が提示 す る第二の教 えは、5な い し6歳 までの幼児期には、怠惰 と不精がおおき

くなるのを避 けるために、なん らかの運動 に慣 らさせ る、あるいは軽 い労働 を させ るべ き

であるとい うものであ る。 この ことをまたイ ンデ ィオたちは文字通 り遵守 している。大人

と同 じよ うに、男児 も女児 も、荷担 ぎをよ くす る。(女 は、 シーツのよ うな布 に くるんで、

端 を結 んで、それを首 に掛 ける。男 は、ヤ シあるいはスゲの帯で4デ ー ドの幅で織 り上 げ

た、 メカパ ル とよばれ る粗 い ヒモの両端で前頭部 に引 っかけて、それで くくって背中に3

～4ア ローバ(40キ ログラム ほど)の 重 さの箱 あ るいは荷 物をかっ ぐ) 、男の子 たち も、お も

ちゃのよ うに見え る小 さな ミニチ ュアの担 ぎ具 を用 いて、それぞれの体力に したが って、

軽 い荷物 を はこぶ。それは実際に運べ る量 もたかが しれてお り、役 にたっかど うか とい う

ことよりも、む しろ大 き くなった時 にそう した力仕事 に慣 らすためにそ うさせ ているので

あ る。そのため8歳 か ら10歳 にな るころには、20歳 の スペ イン人 で も長 い道 の り運ぶには

音を上げ るようなかな りの重量 の荷物 を担 ぐよ うにな る。母親たち は、娘が歩 きは じめ る

とす ぐに、布 に くるんだ り、女性流 のや り方 で紐で くくって、何 か軽 い物でで きた荷物 を

運ぶ ことを教 え る。

第三の教え は、幼児期 の子 ど もを養育す る者が大 いに留意すべ きことであ るが、そのつ

ぶ らな瞳 に醜悪 な行為や絵 を見せ るべ きで はな く、また汚 い話や言葉 を聞かせ るべ きで は

ないとい うことである。なぜ な ら、子 ど も時代 に見、聞 き、話す は、後 にな ってそれをっ

か うことが習慣 とにな るか らであ る。 こうした理 由か ら、すべての哲学者たち は、その両

親や養育係 は、若者た ちに、幼 い時か ら、正直な行 いや仕事 をす るよう訓練 す るのが良 い
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と教 えている。 また うした点 において、いかに インデ ィオたちが その子 どものためにそれ

を実行 して いたかにつ いては、本章やそれにつづ く章で見 るよ うに、子 どもの頃か らかれ

らに与 え られて きた説教、忠告 、仕事に きわめて明瞭 に表れているよ うに思われ る。 まず

最初 に、 こうした説教を紹介 しよ う。それはメ ヒカ人の言語で語 られていた ものをスペ イ

ン語 に翻訳 した もので ある。

父親が息子にあたえる説教あるいは忠告

おおわが息子 よ、神の御力 によ って創造 され この世 に生 まれた息子 よ。われわれ両親 、

親族 はお まえの誕生 をその 目でみた。 ひな鳥が殻 か らでて くるように、お まえ も生 まれ育

って きた。 ひな鳥 が飛ぶのを学ぶ よ うに、お まえ もこの世で はた ら くことを学ぶのであ る。

貴重 な玉石のよ うなおまえが生 きていてわれわれを喜 ばせ ることを、神がいっ まで望 んで

お られ るか、われわれ には知 る由 もない。息子 よ、用心ぶか く生 きなさい、おまえを生 み

出 した神 に身をゆだねな さい、なぜな ら、神 は私以上 におまえを愛す る父親 なのだ。昼 も

夜 も神 を熱望 し、神 を心 に とどめな さい。愛を もって仕 えれば、神 は恵みを下 さり、 どん

な危険か らもお守 りくだ さるだろう。神の御姿 と神 の品 々をふか くうや まい、その前で敬

度 に祈 って、祭典 の準備 を しなさい。

年長者を尊敬 し、あいさっ を しな さい、年少者 を忘 れて はいけない。口のきけない者の

よ うに押 し黙 って いて はいけない、貧 しい者や嘆 き悲 しむ者をや さしい言葉で慰 める こと

を忘れ るな。すべての人 を尊敬せよ、と くにおまえの両親 を。両親 に服従 し、奉仕 し、尊

敬 しなさい。すべての人 を愛 し、尊敬 しなさい、そ うすれば平和 と喜びの中で生 きて ゆけ

るで しよう。父親 も母親 も尊敬す ることのない愚か な狂人 に倣 うな。そ うい う人間 は、動

物の ようで、正 しい道 を踏み外 し、理性 もな く、諌 め も聞 き入 れず、矯正 され ること もな

いか らである。神 々を侮辱す るよ うな者 は、絶望 あるいは転落 の うちにの たれ死 に し、あ

るいは、獣 に殺 され食べ られて しま うだ ろう。

息子 よ。老人 、病人 、手 足の不 自由な者 、罪 をおか したた りなにか誤 りをおか した者 を

嘲笑 してはいけない。 このよ うな人 々にたい し侮 った り悪 さを して はいけない。 まず神 々

の前 で謙虚 にな り、そのよ うな ことが 自分 に生 じな いよう祈 りなさい。 「私 の父親 が 自分

に言 った通 りの ことが 自分 に起 こって しま った」あ るいは 「もし愚弄す ることがなか った

な ら、同 じ境遇 におちいることもなか ったの に」 とあ とで不平不 満を こぼす ことがないよ

うに。な にび とも苦 しめてはな らず、だれか に毒 物あ るいは食べ られない物 を与えて はな

らない、なぜ な らそれを創造 した神 々を怒 らせ、その困惑 と打撃 はお前の もの とな り、や

がて死 にいた るであ ろう。 もしお まえがすべての人 々に敬意を払 うな ら、同 じような敬意

を うけなが ら死 をむかえることがで きよ う。

息子 よ。態度良 くしな さい、苦痛 をあたえ られた り、悪 くとられることのないよ うに、

呼ばれ も しないところに割 り込 むよ うなお節介 を して はいけない。人 を傷っ けるな、悪 い

見本 とな るな、 しゃべ りす ぎるな、 じゃまになるか らひとの会話 をさえ ぎるな。 も し年長
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者が誤 りを正すために直接的に話す ことがないな ら、おえ まが話す ことを好意的にみて い

ることになるのだか ら。 もしおまえの仕事 に関係が な く、あるいは話 す責任がないので あ

るな ら、黙 って いな さい、また責任が あるとす るな.ら、愚か者 と思われないようにあ くま

で慎重に話 しな さい、そ うすれば、お まえの話す ことは尊重 され るだろ う。

「おお息子 よ」、 ほら話 やウソには注意せよ、それ は混乱 をひ きお こすか らである。 お

しゃべ りにはなるな、市場 や浴場 になが く留 まるな、悪魔 に欺 かれ ることにな るか ら。 あ

まりにめか しこんだ りす るな、鏡 ばかり気にす るな、放蕩者 とみ られ ることのないよ うに。

自分の進 もうとす るところに視線 をす えよ、顔 を しかめるな、他人を手 でっかむな。行 く

先 をよ くみっめよ、そ うす れば、だれかとぶっか ることもな く、だれかの前 にを さえ ぎる

こともない。 もしだれかに仕事をす るよ う命 じられた ら、それ は運 よ くかれ らがお前 をた

めそ うと しているのであ るか ら、で きるか ぎ りの力 をっ くしな さい、そ うすれば、賢 明な

者 とみなされ るであろ う。た とえ他人 よ りまさってい ると感 じて も、す ぐにそれを受 け入

れてはな らない。す こし待 て、拒絶 された り、恥 をかかせ られ ることがないよ うに。

年長者 よ りさきに出入 りした り、かれ らが望 む場所 に座 らた り立 った り して はいけない、

っねにかれ らを先 にたて、敬 うことを忘れ るな。年長者 よ り先 に口をきいてはいけない、

その前 を横切 って はな らな い。 なぜな ら、他の人 か ら育 ちが悪 いと後 ろ指を さされ ること

にな るか ら。人 に先ん じて飲んだ り食べた り して はな らない、そ うすれ は、神 々や年長者

の恩寵 にあずか ることがで きる。 もし何 かを与え られ ることがあ った ら、た とえそれがっ

っ ま しいものであ った として も、それを無視 した り、腹 をたてた り、友情を こわ した りす

るな、なぜ な ら、神 々も人 々 もお前 によかれ と思 って いるので あるか ら。知 らない女性 に

手 をだ した り近づ いた り、 その他悪 い ことを して はな らない、 それ は神 にた いす る罪であ

り、お前 は大 きな打撃を こうむ ることにな るか ら。

お前 は、 まだひな鳥、芽吹 いたばか りの穂 のよ うに結婚す るには未熟で あるか ら。が ま

ん して待っがよい、なぜな らすでにお前 にふ さわ しい女性 はすで に育 って いるのであ るか

ら、すべてを神 の意思 にゆだねよ、お前 はいつ死 ぬか もわか らないのだか ら。 もしお前が

結婚 したいと望 むのな ら、まず最初 にわ た したちに話 しな さい、われわれの承諾 な しにか

ってに結婚 しようとして はな らない。

見よ、息子 よ、盗人や遊 び人 にな るな、それ はお前 を大 いなる恥辱 におと しいれるか ら

であ り、われわれを もはずか しめるか らで ある。 自分 の手で はた らいて、はた らいた もの

で食べてゆけ、そ して平安の うちに生 きなさい。息子 よ、われわれ はいっしょうけん めい

に働かねばな らない。わた しは、汗 しなが ら働 いてお前 をそだて、おまえが食べ るものを

見っ けだ し、お まえのために他人 に も奉仕 して きたのだ。わた しはけっ してお まえを放置

す ることな く、なすべ きことをな して きた、わた しは盗む こともな く、怠惰で もな く、お

まえが はず か しい目にあ うような卑劣な こともしなか った。

ぶっぶっ不平をい った り、他人 の悪 口はい うな、お まえが聞いた ことで も口に してはい

けない、 も しおまえが語 るべ きことが良 い ことであ った として も、 自分でなにかを付 け加

えた りしてはいけな い。 なにか重大 なことがおまえの 目の前でお こって、だれかがそれを
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訊ねた と して も、黙 っていな さい、だれ もそれを知 ろ うと して無理 に口を開かせ ることは

しないので。 ウソをつ くな、陰口をす るな。 も しおまえが言 った ことがあやま りだ った ら、

おおいに困るはめにおちいることになるか ら。だれ も不快 にさせ るな、友情や うま くっ き

あ っている人達 たちの中に反 目の種 をま くな、い っ しょに生 きて 、食べて、おたがいを訪

ねあいな さい。 もしだれかがお まえに伝言をたのみ、べつの人 がお まえに くってかか った

り、不平 をい った り、あるいは頼んだ人 の ことを悪 く言 って も、腹 を立てなが ら答 えを も

って きてはいけない し、それを人 に感 じさせて もいけない。おまえ を送 った人 に 「あち ら

はど うだ った」 と聞かれた ら、おまえが聞いた悪 い ことには口にせず に、穏やかなていね

いな言葉 で答えな さい、かれ らをたが いに反 目させ、殺 しあ った り、言 いあ らそ った りさ

せ ないよ うに。そんな ことになれば、あ とにな って、気が重 い し、 「ああ、あんな ことを

言 わねば、 こんな ことにはな らなか ったのに」 と言 うはめになるだ ろう。

こんなふ うにすれば、おまえはおお くの人 か ら愛 され、安心 して生 きられ るだろ う。知

らない女 とかかわ りあ うな。清廉 に生 きよ、 この人生 は二度 とはな く、苦労 とと もに過 ぎ、

すべて は終 わ りがあ り、果てて しまうのだか ら。 だれかを侮辱 して はいけな い、その名誉、

褒 美、功績 を奪 い取 って はな らな い、なぜな ら、それは神 々がそれぞれにふ さわ しい とみ

な してそれを与え る ものなのであ るか ら。息子 よ、神 々がお まえに与えて下 さる ものを受

け取 り、 それ に感謝 しなさい。多 くを与 え られた ら、 自慢 した り驕 った りせず に、 まず腰

を低 くし・なさい、 そ うすればおまえの功績 はよ り大 き くなるだろ う。 もしおまえが謙虚で

あるな ら、 ひとはおまえの ものにたい して なに も言 った りしな いだろ う。 しか し、 もしも

お まえが 自分 にふ さわ しくない ものを無理 に取 った りすれ ば、 はず か しめを うけ、神 々に

たい して罪をおかす ことにな る。

だれかがお まえに話か けた ら、息子 よ、手や足 をゆ り動か してはな らない、 それ は分別

のない しる しだか らで ある。 おまえのマ ン トや衣服をかみ切 った り、唾をは きち らした り、

あ ちこちキ ョロキ ョロながめて いて はな らない、 もし座 って いるとす るな ら、たびたび立

ちあが ってな らない、 なぜな らそれ は躾 けのわ るい者 の しぐさであ り、軽薄 な酔 っぱ らい

のよ うだか らである。息子 よ、 もしお まえが父の与 える忠告を聞 き入れず、お まえの生命

と死 、お まえの長所 短所 、おまえの浮 き沈み にっ いて耳 をか たむけないな ら、お まえの運

は悪 くな り、悪 いさだめ とな り、やがて はお まえに罪が あることを知 ることにな ろう。見

よ、多 くの財産を もっていると して も鼻 にか けて はな らない し、それ ほど持 って いない人

を軽視 して もな らない、なぜな ら、それ は、お まえにそれを与 えた神を怒 らせ、罰 を与え

られることになるか らであ る。

食事をす るときは、怒 ったように見て はな らない し、料理 に不平 を もらして はな らない、

出 された ものを食べな さい。だれか と一緒 に食事をす るときは、面 とむか って顔 をみずに、

頭 を低 くして、ほかの人 に気づか いを させ るな。ガ ツガツとあわて ないで食べ なさい、な

ぜな らそれはオオカ ミや ジャッカルのよ うな食べ方 であ り、それよ りも食べ物 に申 しわけ

がない。息子 よ、 もし他人 といっ しょに住む ことにな った ら、おまえ に任 され るすべての

ことに十分 に注意を はらい、勤勉によ く仕えな さい、そ うすればおまえ といっ しょに住 む
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人 は、おまえ によ くして くれ、必要 とす るものを与えて くれ るだ ろう。息子よ、おまえが

なすべ きことをなす な ら、世 間は、お まえを模範 と して、 自分の父親 を無視 し、悪意を も

ってみな し、従順 でない他の ものたちを非難 し、罰す ることになるだろ う。

息子 よ、 もうこれ以上言 うことはな い、 これで父 と しての義務を終 わることとす る。お

まえを締 めっ け鍛練 す るこれ らの忠告 によ って、おまえ に慈悲 を与え る。見よ、息子 よ、

それ らを忘れ た り、無視 したり してはな らない。

息子の答え

わが父よ、その息子のわた しにたい してなん とす ば らしい恵 みを与えて くれた ことか。

「幸福 に も、わた しは、あなたの心 の底か らわた しのために発せ られた言葉か らどれ ほど

多 くの ことが得 られ ることになるで しよ う」あなたはまさ しくわた しにそれを語 った、 こ

の ことによ ってわた しにたいす る責任 ははた した、 もしいっの 日か、あなたがわた しに忠

告 した ことに反す ることを したと して ももう言 いわけはで きない。 まちがいな く、あなた

に罪 をきせ ることも、あなたに不名誉 の責をおわせ る こと もで きな いで しよう、わが父 よ、

なぜな ら、あなたはわた しに忠告を し、わた しがそれ を自分 の もの と していなか ったか ら

であ る。 しか し、 あなた も見 るように、わた しは若造 にす ぎず、土や陶器の破片 を もって

遊ぶ子 ど もにす ぎず、 自分 の鼻をふ くすべ さえ も知 りは しないのです。 「わが父 よ、 どこ

にわた しを放 り出す、 あるいは送 りだすっ もりなので しょうか」わた しはあなたの血 と肉

をわけあたえ られた者です、それ ゆえに、 もっとほかの忠告 をわた しに与えて いだけるよ

う期待 します。 「ど うか、わた しを見捨てな いで くだ さい」。 あなたがわた しに言 うとお

りにわた しが従 わない時 には、あなたの息子でない もの と してわた しを見すてて も文句 は

あ りません。 いまや、知 ったばか りの このわずかの言葉 を もって、わが父 よ、わた しに忠

告 した ことにたい して答え ます。わた しは、 あなたに感謝 します、 そ してあなた に幸運 と

くっ ろぎが もた らされ ます ように。

第21章 あるインディオの農夫がすでに結婚している息子にあたえた

もうひとつの忠告

わが息子 よ、おまえに幸運が もた らされ ます ように。 おまえは この村で仕事を もち、神

々が 自 らの手で病気 あるいは罰 を もた らすのを 日々まちなが ら、現在 を生 きて いる。だれ

かに奉仕す るためにわれわれは生 きてい るのであ り、安穏 といねむ りをす るな。サ ンダル、

っき棒 、鍬、 自分 の仕事 とに必要なそのほかの ものを、 自分 に ピッタ リす るように整え よ、

おまえ は農夫であ り、神 々がおまえ に与 えた仕事 と耕作 に行 くために、なぜな らお まえの

幸福 と運命 はそのよ うな ものであるのだか ら。

粘土をふ み固め、 日乾 しレンガを造 ってほかの人 に奉仕す ることが。その仕事をつ う じ

て、お まえは民衆 と首長 を助 けるのだ、 こうした仕事 によって 自分 、妻 、息子た ちの必要
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とす るものを手 にいれ るのだ。お まえの仕事 に必要 な ものを持て。働 いて、種 をまき、刈

り入 れよ、働 いて得た ものをたべよ。挫 けるな、怠 け るな、 もしお まえが怠け もので、だ

らしがないな ら、 「ど うして生 きてゆ くのか、 ほかに どんな手段があ るのか」、 「おまえ

の妻や子 ど もたちはど うな るのか」。

息子よ、 よい仕事 は、気晴 ら しに もな り、身体 を健康 に し、心 を楽 しくす るものであ る。

息子 よ、お まえの妻 に じぶんの仕事 に必要 な もの に、家 の中でなすべ きことに注意 をは ら

わせ るように しな さい、また子 どもたちに適切 な忠告を与 えな さい。かれ らが良 き生活を

し、神 々をあな ど らず、お まえたちを はずか しめ るよ うな悪 い ことを しないように、子 ど

もたちに両親 と して良 い忠告をあたえ よ。息子 よ、生 きるための仕事か ら逃 げだす な、な

ぜ な らそれによ り育 てている者 に衣食 をあたえ るので あるか ら。息子 よ、 もう一度言 お う、

おまえの妻 と家 を じゅうぶ んに世話 を して、おまえの親戚や家を訪ねて くる人 にふ るまい、

慰 めるための もの を得 るために働け、なぜな ら、貧 しいなが らもなにかを もってかれ らを

もてなす ことが で きるな ら、かれ らはその親切 を知 り、その ことに感謝 し、おな じよ うな

お返 しを しておまえ を もてなすだ ろう。

人 を愛 し、同情心 を もちな さい、 うぬぼれた り、他人 を苦 しめてはな らない。 さらに行

儀をよ くし、す べて の人 に愛想 よ くしな さい、 ともに生 き話をす る人 々の前で謙虚 にな り

なさい、そ うすれば、みんなに愛 されて丁重 にあっかわれるだ ろ う。 だれ にも傷っけた り

悪意 を もった りす るな、す るべ きことを して、それを 自慢す るな、なぜな らそれ は神 をあ

などることであ り、おまえ に災いがふ りかかるだ ろう。

息子 よ、 もしお まえが正 しい道 を歩 まないな ら、 「神 々がお まえに与えた ものを取 りあ

げ、お まえを辱め、おまえを憎 む ことにな ること以外 になにが残 ろうか」。そ うだか ら、

年長者 には、仕事の うえでお まえを導 く人 には従え、かれ らもまたたい した休息や楽 しみ

もないままに働 いて いるのだか ら。 もしお まえが その よ うに しないで、かれ らにたい して

反抗 した り、不 平を言 った り、傷つ けた り、あるいは不愉快 な返答を した りす るな ら、お

まえの横柄 さや育 ちのわ るさによって仕事が二倍 に もなることはまちがいない。

怠 けてい るな ら、だれ とも生 きてゆけない し、だれか らも見すて られ、妻子を路頭 にま

よわせ ることにな り、家 もおまえを歓迎 して くれ る場所 も失 い、なによりもたいへん不幸

な 目にあ うことになろ う。 おまえの罪 によって財産 を うしな うので はな く、お まえの気 ま

まのせ いで苦労や貧困 におちいるのだ。 なにかを命 じられた時に は、それをすすんで聞 き、

それをで きるか否かを丁重 に答えな さい、 うそ はっかず に、確 実にで きることだ けを言 い

な さい。で きそ うもないことにはハ イと言 うな、そ うすれ ばそれをだれか他 の人 に頼 む こ

とになるのだか ら。

わた しがおまえ に言 った ことをす るな ら、お まえはみん なに好かれ るだろ う。放浪者 に

も、なまけた農夫 もにな るな、身をおちっ けて居 をさだめ、種 を まきそれを刈 りとれ、お

まえが死ぬ ときに妻子 に しっか り残せ るよ うな家 をっ くれ。 こうすれば、おまえ は安心 し

てあの世 に行 けるだろ うし、残 された ものたちが食 うのに困 ることもな いだろ う。かれ ら

の住 むべ き場所 、根を知 ることになろ う。息子 よ、 これですべてだ、お まえに幸運 が もた
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らされ ますよ うに。

息子から父への感謝のことば

わが父よ、 これほ ど愛情の こもったお話 と忠告でわた しに もた らされた恵みにふか く感

謝 します。 もしこれほど良 い忠告 を聞 きいれないと した らわた しには罰があた りま しょう。

「わた しは、みすぼ らしい家 にす み、他人 に仕 えるあわれな人間以外 のなに もので もあ り

ません」。わ た しは、粘土 をこね、 日乾 しレンガをっ くり、種を まきそれを刈 りとる こと

を仕事 とす る貧 しい農夫 です。 これほどのすば らい し忠告 をいただいた ことはあ りません。

神 々はわた しの ことをおぼえていて下 さ り、なん とすば ら しい ことをわた しになされ たの

で しょう。 「父親以外 にどこで これほ どすば らしい忠告を聞かせて くれ るところがあ りま

しょうか」。 それ は宝石 にまさるものです。わが父 よ、あなたの言葉 は、あなたの心か ら、

宝石箱か らでた ものであ り、わた しを貫 きとおす ものです。ああ、わた しがそれをよ く聞

きいれるに値す る者だ とす るな ら、 これほどす ば らい し忠告 や助言を忘れ ることもかえ り

みない こともないで しょう。わ た しは これ によって きわめて励 まされ慰 め られ ま した。わ

が父よ、あなたに感謝 します。わが父 よ、 くっろいで、お休み くだ さい。

第22章 母親がその娘に与えた忠告

わた しの身体か ら生 まれたわが娘 よ、わた しは、おまえを産 み、世 話 して、よ くしっ け

て きた、美 しい ビーズ玉の ように。貴石 あるいは真珠の ように、親 と してお まえを磨 き上

げ飾 って きた。 も しおまえがそれ にふ さわ しい女性 でないとす るな ら 「どうして他 の女性

といっ しょに生活で きるだろ うか、だれが おまえを妻 にむかえよ うとす るだ ろうか」。

娘 よ、 この世 はた しか に苦労 と困難にみちて はいるが、努力 はむ くわれる ものです。必

要な もの、神 々がわれわれ に与えて くだ さる物を手 にいれ るためにはおおいに勤勉 であ ら

ねばな りません。そのため には、愛す る娘 よ、怠 けていて も、油断 して もな らず、 まず は

熱心 に、お まえの家 を清掃 し、整えな さい。お まえの夫 に仕え、手洗 いの水を用意 し、 ト

ルテ ィー リャを うま くっ くれるよ うに注意 をは らいなさい。家 の道具な どは便利 なよ うに

配置 して、それぞれの場所に きちん とお さまるよ うに し、使 い勝手 がわるいよ うに して は

な らず、他の人 が見て いる前で なにかを手 か ら落 とす よ うな ことを してはな りません。

娘 よ、どこにゆ くに も、慎みぶか く礼儀 ただ しくあ りな さい、あわてふためいた り、笑

ったり、,チラチ ラとわきをみた りして はな らない、 目の まえにいる人 やほかのひ との顔を

見て はな らない。 とくに他 のひとのい るところでは、お まえの道を まっす ぐ歩 きな さい。

こうすれは、お まえは尊敬 とよい評判をえ られ るで しょう、そ してだれ もお まえを傷つ け

ることもな くお まえがだれかを傷っけ ること もな く、双方 か らよい関係 と尊敬が うまれ る

で しよう。そのためには、娘 よ、慎 みぶか く、丁重 に話を しな さい。 もしたずね られた ら、

丁重 にこたえ、 口のきけない者、あ るいは愚か者 のよ うに していてはいけない。
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糸 くり、機織 り、そ して手芸 に じゅうぶんはげみ、そ うすれば、好かれ愛 され、衣食 に

必要な ものを手 にいれ ることがで きるよ うにな り、 こ うして生活 は安定 し、すべてにおい

て慰め られて生 きれ るで しよう。 こうした ことを神 々に感謝す る ことを忘れて はな りませ

ん。居眠 り、ベ ッ ド、怠惰 に身 をまかせ ることをっっ しみな さい。木 かげ、涼 しいところ、

休息を求 めて はな らない、それは悪習を もた ら し、安楽、怠惰 、悪事を教 え、 もしそんな

ことになればだれ ともうま く生活 をす ることはで きません。 なぜ な ら、そんなふ うに育て

られた ものは、だれか らも好かれ も愛 され もしないで しょう。

わが娘 よ、 いっで もどこで もよ く考え、働 きなさい。すわ っていて も、立 っていて も、

家 にいて も歩 いて いて も、なすべ きことを しな さい。神 々に奉仕す るために も、身内の者

をたす けるためにも。 もし呼ばれ ることがあ った ら、二度 も三度 もくりかえ されないよ う

に して、おまえの親 たちが命 じた ことを いそいで しなさい。親 たちに苦労 をかけないよ う

に、お まえの不従順のゆえにお まえに罰をあたえねばな らないはめ にな らないよ うに。お

まえに委ね られ たことをよ く聞 き、忘れて はな りません。それをよ くな しとげな さい。お

ろそかな返答 を して はな りません し、ぶつぶっ不平 をいって もな りません。 もしそれをで

きないな らば、っっ しみぶか く断 りの理 由をのべ なさい。で きそ うもないことをす ると言

って はな らない、だれがを嘲笑 した り、 うそをっ いた り、だま して はな りません。神がお

まえを見てい るのだか ら。 もしだれかほかの人が呼 ばれたのにそれ に応 える用意がで きて

いないよ うだ った ら、お まえがす ぐにで も行 って、聞 いて、その人の代わ りにや って あげ

な さい。そ うすれ ば、ひ とか ら愛 され もっと受 け入れ られ るで しよ う。

だれかがおまえ にすば ら しい忠告 や注意をあたえて くれた ら、それを受 け入 れなさい、

そ うしないとまえに忠告 を した人 はおまえの ことで憤慨 し、だれ も相手 を して くれな くな

るで しよ う。 なにごとに もつつ しみぶか く、謙虚 に し、だれ も苦 しめてはな りません。 し

ずかに生活 し、すべての人 を心か ら愛 し、 よき目的 をめ ざ しなさい。みん なによ くしなさ

い、だれであれ不愉快 に させ た り、侮 って はな りません、欲張 りとみ られ るようなことは

して はな りません。仕事 で も言葉で も、悪 くとって はな りませ ん、神 々がだれかに財産を

与え ることが あ って もそれ をねたんで はな りません。

悪 いことに身 をまかせた り不倫 を して はな らない。品が よ くないのでツメを噛むの はよ

しなさい。身が ってなふ るまいはす るな、悪い ことがお こり、過 ちを犯 し、身を汚 し、わ

た した ちを辱 めることになるか ら。水 をか き回 して濁 らせ るよ うに悪事 に身をゆだねて は

な りません。娘 よ、 うそつ き女 、盗癖のあ る女、ふ しだ ら女 、街を うろっ く女 、怠 け もの

の女 とっ きあ って はな りません、おまえを悪の道 にひきこみ堕落 させ るか らです。 それ よ

りも、おまえの家や両親 に有益 な ことだ けに気 をっか い、 きままに外 出 して、市場や広場 、

浴場や身体 を洗 う場所 、街頭を うろっ いて いてはな らな い、 これ らはすべて若い娘 にとっ

て は悪い、身を もち くず しやすい ところです。幻覚性の薬草 、食事、飲酒 などが、男た ち

の正気を うしなわせ道 を踏み はず させ るより以上 に、悪習は、判断力 を奪 い、分別を な く

させ るか らです。わが娘 よ、悪徳 は、許 されざることです。

もしだれか と道で出会 い、おまえに笑 いかけるよ うな ことが あ って も、 ほほえみを返 し
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てはな りません、黙 って歩 き、話 しかけ られて も無視 して、その不作法な言葉を心 に とめ

た りしてはな りません。なにか言われっづ けた と して も、顔 を向けた り返事 を してはな り

ません、よ こしまな ことにそれ以上心 を うこか されて はいけないか ら。相手 に しな ければ、

かれ もあ きらめて、無事 に道 をすすめ ることにな るで しょう。娘よ、目的のは っきり しな

い時には、他人 の家に入 って はな らな い、ひ とが その ことでなにかおまえの ことを悪 くい

うといけないか ら。

で も、親戚 の家 にいった ら、かれ らに敬意 を もってせ っし、す ぐに紡錘 と布 を手 にとる

か、なにか これはとお もう仕事を し、手を こまねいて いて はな りません。親たちが夫 をあ

たえ結婚 したな らば、夫 にたい し冷淡で あ ってはな らず、なにかを命 じられた ときには、

それを聞き、従 い、喜んでそれを しなさい。夫 に腹 を立てた り、顔をそむけた り、 もしお

まえ にっ らいことであって も、 その ことで争 った り してはな りません、そのほうがか え っ

て夫を冷静 に して、お まえの苦労 も穏 やか にな るで しょう。夫 を軽ん じてはな らない、た

とえお まえの財産 で生活をす るよ うな場合で も、夫 に まず敬意 をは らいなさい。かれ に憩

いの場 をあたえ、鷲 や虎のよ うにあ らあ らしくさせ るな、夫か命 じたことはお ろそかにす

るな、なぜ な らそれは神 々をあなどることで あ り、そのために夫 はおまえを罰せねばな ら

な くなるか らであ る。

娘 よ、他人 を侮辱 して はな りません、なぜ な ら自分を不愉快 に して、みずか らを恥辱 に

お と しめ るか らです。 も しだれかがお まえの夫を たずねて きた ら、それを感謝 してなん ら

かの役 にたて るよ うに しなさい。 も し夫が愚 か者で あったな ら、かれにたい して いかに生

きるべ きか説 きふせ、おまえの家 に必要な ものをすべて整 え ることに留意 しなさい。 自分

の家の畑 を世話 し、 まただれか それを耕作 して くれ る人 を確保す ることに十分配慮 しな さ

い。世話 をお こた った り、あち こちと気 ままに歩 いて いて は、家 も財産 ももて ません。 も

し物質的な富 を もてた として も、それを浪費 して はな りません。 それを もっと増やせ るよ

うに夫を助 けなさい、そ うすれ は、必要 な もの も得 られ る し、楽 しく慰 め られなが ら生 き

ることがで きるで しょうし、おまえた ちの子 どもにな にかを残す ことがで きるで しょう。

娘 よ、い まわた しがおまえに言 って きた こと実行す るな らば、たか く評価 され、みん な

か ら、そ してなにより夫 か ら愛 される ことになるで しよう。 そ して、 この ことで、お まえ

の母親 としてのわた しの義務を果た した ことになる。 もうわた しは年老 いて きま した し、

おまえを育て ることを終 えま した。 これで、いっかわた しが、お まえに忠告 を怠 った とい

って罰せ られ ることはないで しよう。 おまえにいい聞かせた こと、忠告 した ことを、身 に

っけるな らば、楽 しみ と慰 めを もって生 きれ るで しょう。それを受 け入れず、果たそ うと

しないな ら、責任 はお まえにあ り、不幸 に苦 しみ、 自分 にふ りかか ることは母 の忠告 に耳

をかたむけず、 よい生活をお くるために 自分 に必要 な ものをかえ り見 なか ったせいで ある

とわか るよ うにな るで しょう。 これですべてです、わが娘 よ、神 々を見上げな さい。

娘から母親への感謝のことば
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わが母上 よ、わた しに、あなたの娘になん とすば らしい恵みを与 えて くだ さったことか。

「わた しを どこに放 りだそ うというので しょうか、わた しはあなたのお腹か ら生 まれでた

のです」。 も しも、あなたがわた しの母親でな く、わた しが あなたの娘でなか ったとす る

な ら、わた しに とって これ以上 の悲惨 な ことはあ りません。あなたがお さない娘を けんめ

いに育てあげ ることにっいや した労力をい った いだれに期待で きま しょうか。 ねむ くてへ

とへ とにな りなが らわた しを両腕 に抱 きなが ら。 もしわた しか ら乳首 を離 した り、ねむ り

こけた腕でわた しを窒息 させで もして いた ら 「わた しはどうなっていたで しよ う」。だが、

そ うなることをおそれて、あなたは安穏 な眠 りにっ くこともな く、それを警戒 して徹夜 を

しま した。 自分 のなすべ き仕事のせ いでわた しに与え るべ き母乳がす ぐに乳房か らでて こ

ない ことを心 配 して、わた しを身 ご もった ことで、家 を整え る仕事 も十分でで きませんで

した。汗水た らしなが ら、わた しを無事 ここまで育てて きて、なおかっわた しに忠告をあ

たえ ることを忘れ ませんで した。 「わが母上 よ、わた しはなにを もって報 いれ ばよいので

しよ うか、 どの ようにあなたに仕えた らよいのか、 どう した ら休息 をあたえてあげ られ る

のか」。 なぜな ら、わた しはまだ子 ど もであ り、砂あそびを してお り、子 どもっぽ いこと

ばか りを してお り、 自分の鼻 を きれ いにす ることさえで きません。おお、神 よ、 これ ほど

のすば ら しい忠告か らなにほどかを身 にっけ られ るようにさせた まえ、わた しはあなたの

望む ままにいた します し、神がわた しに遣 わ した財産 の一部 をあなたに捧 げます。わた し

はあなたにおお いに感謝 いた します。わが母上 に慰めのあ らん ことを。

第23章 インディオの首長や要人たちが息子を育てる際に示した

規律と正直さについて

息子が生 まれ ると、 この ヌエバ ・エ スパーニ ャの イ ンデ ィオの首長 たちは、数多 くの妻

を もっていたので、ほ とん どの場合、 それぞれの母親 が じぶんの産 んだ子 どもを養育 した。

母親が じぶんの手元 で育て られないときは、よい乳ので る乳母を さが して、4年 間、場合

によっては もうす こ しなが く子 どもを あずけた。かれ らが離乳す るか、 あるいは5歳 にな

ると、っ ぎに領主たちは、そ こで教義を教 え られ、神 々にっかえ る道 をすべてよ く知 るよ

うな るよ うに、息子 を神 殿 につれて ゆ くよ うに命 じた。首領 の息子 たちが率先 して そ うし

た。教 え られた ところに したが って、神 々に熱心 に奉仕 しない場合には、 きび しく罰せ ら

れた。食事をわずか しか与 え られず、昼 も夜 もいそが しく働 き奉仕活動 をお こない、結婚

す るまで、あ るいは、体力にめ ぐまれて戦争 に従軍す るよ うにな るまで 、神殿 に とどまっ

た。

首長 の娘の場合 には、家の中で は親族 の老女、 あるいは養育係の女が みま もり、家の外

では老女たちが昼間 は もちろん、夜 もかが り火 をた いて徹夜でみ まもった。 ほとん ど邸 内

にとじこもって、 さまざまな習 い事を させ られてお り、母親が奉納 のために娘 を神殿 にっ

かわす よ うな場合 をのぞいて、めった に外 出す ることはなか った。外 出す るときには、多

くのお供がつ いてい った。地面 か ら視線 をあげな いというよ うにっっ しみ深 くして、 もし
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注意 をお こた ると、す ぐにそ うす るよ うに合図が あたえ られた。家の外で話をす ることは

禁 じられ、また家の中で も食卓 で話 をす ることは禁 じられ、それ はまるで法律 であるかの

ようであ り、結婚前の娘 たちは、食事の ときにはけ っ して話をす ることはなか った。

首長 たちの屋敷 はすべておお きか った。階上部分 を使用す ることはなか ったが。 また湖

の湿気か ら病気にな らな いよ うに、部屋 をニ メー トル程度高 くして、 中二階の ように して

いた。 こうした家 は、菜園や果樹 園を もっていた。女性 たちは独立の部屋 をわ りあて られ

ていたが、娘 たちは、自分 の部屋か らおっ きの者 な しに菜 園や果樹 園にでかけることはな

か った。 もし一人 で外 出す るよ うな不始末をす ると、血 がでるまで きわめて残酷 に トゲで

足 をっ き刺 した。

と くに10歳 や12歳 あ るいはそれ以上の歳 にな った らうろっ き歩 くことを注意 しなが ら。

またお供 をっれて歩 くときも、 さきに述べたよ うに、視線 をあげて も、 うしろを振 り返 っ

た りしてはな らず、そんな ことを した娘 には、乳母が トゲのおおいイラクサで顔 をなでっ

ける残 酷な仕置 きを した り、あざが残 るほどっね った。老女や年長者 とはどの ように話す

べ きか、敬意を はらうべ きかをお しえ、 もし、家で出 くわ して も、あいさっ もせず、従順

でな く、母親や乳母 に不平を言 った りすれば、罰があたえ られた。 どの ようなことであれ、

怠 けて いた り、不作法であ るとみ られ ると、態度 をあ らためさせ るために、太 い ピンのよ

うな刺 を両耳 にさす罰が あたえ られた。

女 の子が5歳 にな ると、糸紡 ぎ、機織 り、刺 しゅうが教 え られ は じめ、けっして怠けて

いることを許 さなか った、 もしきめ られた時間よ り前 に仕事 をはなれ るよ うな ことがあれ

ば、そ こにちゃん と落ち着 いて とどま ってい るよ うに と足を縛 りっ けた。 もしある娘が、

「音楽が聞 こえ る、どこで歌 って いるのか しら」 とい ったことで も言お うものな ら、 きび

しく罰 をあたえ、 しか りっけ、娘たちをよ くしっけずっっ ま しくす ることを教えていない

ことを理 由に して乳母 を牢獄 にお しこめた。なぜな ら、そん な言葉 をは く娘 は、浮 っいた

気持 ちで、平常心を失 って いると考え られたか らであ る。未婚の女 や とくに若 い娘 は、あ

たか も耳 のきこえ ないもの、 目のみえな いもの、 口の きけない もののよ うにふ るまうこと

を期待 されているよ うにお もえ る。

娘た ちを、徹夜 させ、働 かせ、早起 きさせた、なぜ な ら、怠惰 は悪徳の もとで あると し

てのろまにさせないよ うに したか らで ある。いつ で も清潔でいるよ うに、熱心 に一 日に二

度 も三度 も身体を洗 った、そ うしない女 は、不潔 でな まけ もの といわれた。あ る女が重大

な ことが らで非難 され、そ してそれにたい して無 実であ るな ら、名誉を回復す るためにっ

ぎのよ うな誓 いを した。 「おそ らく、わが主であ る神 がわた しを見て いないということが

あ るで しようか?」 、そ して もっとも深 く信心 してい る神の名前 を唱え、地面 にひ ざまず

きキスを した。 この誓 いによって、おお くの人 々は彼女 にたいす る誤解を といた、 とい う

の も、真実をのべ ることを しな いであえて このよ うな誓 いをす る ものはだれ もいなか った、

とい うの も、 もしうそをっ きなが らそんな誓 いをすれ ば、神 が罰 と して本人を重 い病気 に

す るか、あるいはべつのつ らい境遇にお と しいれ ると信 じられて いたか らであ る。

首長が、 じぶんの息子や娘 にあいたいとお もうときには、ひ とりの律儀 な年長 の女性が
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かれ らをひ きっれて行列 をつ くって会 いにいった。かれ らが父親 た る首長 に会 いたいと望

むときには、だれであれまず最初に許可を得 て、首長 にそのための時間があ ることを知 っ

た。首長の前 にで ると、かれは床にす わるよ うに命 じ、案 内役の女性 が子 ど もたち全体を

代表 してあい さっ し、話 を した。かれ らはすべて きわめておとな しく、つっ しみぶか くし

ていた。 と くに小 さな女 の子 たちまで も、年長の分別 のあ る人の よ うにふ るまった。案内

の女性が、母親 が子 ど もたちが もたせて くれたバ ラの花や果物の よ うなプ レゼ ン トを父親

にさ しだ した。娘 たちは、父親 のために刺 しゅうした、あ るいは織 り上 げた もの、たとえ

ば刺 しゅうの入 ったマ ン ト、あ るいは小 さな贈 り物 を もってい った。父親 は、すべての娘

に話 しかけ、良 い子 であるように、母親 や先生で ある老女たちのいま しめと教えを守 るよ

うに、その人 たちに従順で うや まうように忠告 し、願 い、 また娘 たちが持 って きた贈 り物

に、 よ くがんばって根気 よ くマ ン トに刺 しゅうを した ことにたい して礼を言 った。 これ に

たい して、娘 たちはだれ も返答をせず話 もせず 、ただ到着 した時 と出発す る時に、笑 いか

けた り軽 はず みなことをす ること もな く、おおいなる敬意 と配慮 を こめて頭 をさげ るだけ

であ った。父親の話 しかけて くれた言葉 は、おお きな満足 とうれ しさを もた らした。

こど もが乳児で ある時には、乳母 は、不注意 でい ると時 々お こるよ うに、寝て いる間に

押 しっぶ して殺 して しまうことのないよ うに、乳児 にちかづ きす ぎないようにおおいに警

戒 をお こた らず、あるいは、乳児をゆ りか ごに入 れて も、母親 も乳母 も目をはなさなか っ

た。

もし万 が一、なにか悪ふ ざけがお こった ら、 そんな ことはまずなか ったが、だれか若者

が男子 禁制の場所 、首長の娘 たちが いるところに入 ろうとで もしたな ら、た とえ単にだれ

か と会 って話を しただけだ と して も、双方 とも死 をまぬがれなか った。 テシュココの王、

ネサ ワル ピルテ ィン トリの ひとりの娘 に実際 にお こったよ うに。その父王 は娘 をふか く愛

してお り、身分 の高い母親の娘 であ り、おお くの嘆願があ ったに もかかわ らず、それをの

がれ ることはで きず、かの じょには絞首刑 が命 じられた。 ひと りの要人の息子で ある若者

が、壁 をの りこえて、おたがい話 を しよ うと したのであ る、かれ はなぜかは しらぬが責任

を まぬがれ、無罪 とされ たが。

第24章 インデ ィオたちが どのように息子 たちを教え さとしたか、

また結婚 に際 して息子にあたえた忠告 について

一般 の平民 も、息子 を養育す る際 には、規律 を もってのぞみ注意 をお こたることはなか

った0息 子 たちが判断力や理解力 を もちは じめ るとまず、健全 な助言をあたえ、悪徳や罪

をお もい とどま らせ、っっ ま しく、従順 で、すべての ひとに丁重 であるよ うに説 きふせ、

神 々によ って与 え られた仕事に身 をいれ るよ うに忠告 した。それ ぞれの能力や性 向にお う

じて、神殿 に連れてい った り、仕事をあたえた り、職業を教 えた りしたが、 もっとも一般

的な ものは、父親 がお こな って きた仕事 や職業 をつがせ ることであ った。 もし子 どもが悪

行や不作法 を した ときには、かれ らをきび しく罰 した、あるときには、 きび しく叱 りっ け、
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しば しば こん棒のかわ りに イラクサで体をむち うち、またあ る時には、細枝でたた き、 も

し態度 をあ らためな いよ うな ら、逆 さづ りに して、 トウガラシのいぶ し煙 をすわせ た。必

要 とお もわれ る時 には、母親 も娘 にたい して同 じことを した。 も し息子たちが家によ りっ

かない時には、再三 にわた って父親 じしんがかれ らを探 しだ してっれ もどったが、それで

も駄 目な ときには、矯正不能 とみな して そのめん どうを見 ることを放棄 した。そ う した者

のおお くは、いっ かは絞首台 にのぼ るか、奴隷 にな りはてた。

いまで こそインデ ィオたちには、 うそをつ くような悪習がみ られ るが、(ス ペ イン人 の

征服以前 の)当 時は、父親が、真実を語れ、 うそ はっ くなと息子 たちに熱心 に忠告 してい

たのであ る。 もしかれ らが うそをつ くよ うなまねをすれば、その罰 と して くちびるを切 っ

て小 さな傷 をっけ ることを したので、おお くの者 は真実 を しゃべ るのが常 であった。

かれ らのだれかに、現在かれ らの古 い習慣が このよ うにおお き く変化 して しまった原 因

はどこにあ るのかを訊 ねたと した ら、答 えは二っあ るで しょう。一 っは、それが俗人 であ

れ聖職者であれ と もか くスペ イン人 にたい してかれ らか いだ く恐れ はきわめて大 きいため

に、ひけめや臆病 さのゆえに、命 じられた ことや、尋ね られたことよりも、それが可能 で

あ るか否か考 えず、 と もか くスペイ ン人 を よろ こばす と思 われ るような ことを答え る傾 向

があ るのであ る。 この同 じ理 由か ら、 自分 が確か に したのに、 まず い伝言 はいっで も否定

し、弁解 を して、ふたたびでた らめを言 う。

また第二の理 由は、 スペ イ ン人が入城 して以来、戦争 は全土 におお きな浮沈 を もた ら し、

イ ンデ ィオの首長た ちは臆病 にな り、以前 には統治す るたあに もっていた勢いを うしない、

そのために前にはあ った裁 きの厳格 さ、処罰 、秩序、調和 を もうしない、それゆえ に、い

まやかれ らの間では、 うそつき も誓 いをやぶ る者 も、不義密通 さえ も処罰 されな くな って

いる。それゆえに、女性 たちは以前 の時代 にそ うで あったよ りもず っと悪ずれす るように

な ってい る、またかれ らは以前 にはみ られ なか った不貞の ような大 きな悪習を学んだので

ある。

前 に述 べたように、要人 の子弟であれ ば、偶像 に ささげ られた神殿 において養育 されて

いた。そのほかの者 は、兵舎の よ うな ところで育 て られた、各地 区には、 「テルプチ トラ

ト」すなわち 「番人 」ない しは 「若者 の隊長」 とよばれ るひとりの責任者がおかれて いた。

この人物 は、若者 を集 めた り、 かれ らとい っしょに、偶像 にささげ る灯明や火鉢用の、 ま

た神殿の部屋でっか うための薪 をとって くる仕事 を した。毎夜 っいやされる薪 はそ うと う

な量 にのぼ った。またかれ らは、公共 の仕事、神殿 の建設や修理 、神 々に外か ら仕 えるの

に必要 とされ るそのほかの仕事 に奉仕 し、要人 た ちの家 を建て るのを手伝 った。 また 自分

たちの衣食をまかな うために、 自分たちで耕作 し、種 をまき、収穫す るための土地 や家屋

を もち、 こう して、かれ らはまた、 自分 たちで期間を きめて断食 し、みずか らの体 か ら血

をながす犠牲 を行い、偶像 に供物 をささげた。かれ らは グズグズ して いることは許 されず、

悪習にふ けることは年長者の耳 に入 るな ら罰 をまぬがれなか った。かれ は若者た ちにたい

して責任を もち、説教 し、矯正 し、罰をあたえた。

これ らの若者の うち、よ り体力 にめ ぐまれた もの は戦争 にでかけ、ほかの者 もまた、軍
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隊が どの ように訓練 されるかを見 て学ぶ ために出かけて いった。 自分 に委 託 され たことが

らを、 なんの不平 ももらさず、すべての ことが らをな し遂 げたのは このよ うな従順 かっ機

敏 な若者であ った。昼夜 をとわず、山であ ろうと谷 であろ うと、雨がふろ うと太陽に焼 か

れよ うと、 もの とも しなか った。

20歳 前後 で結婚の年齢 になると、妻を さがすため許可を求めた、不許可 のまま結婚 す る

ことはめ ったになか ったが、そ う した もの は、苦行 をか され るだけでな く、恩知 らず 、 し

っけの悪 い、背教者 とみなされた。 もしも適齢期がす ぎて も結婚 しよ うともしな いと見 な

され ると、かれ らは トラ刈 りにされて、若者 の集団か ら放 りだ され た。 とくに トラシュカ

ラにお いては、 こう した習慣が残 されてお り、結婚 の儀式 のひ とつ は、 トラ刈 りに され、

若者の頭髪 をお と したため、それか らは髪形がかわ った。

結婚す るたあに自分 の育て られた宿舎をで る時 には、そ この隊長 は、かれ らに長 い説教

を し、神 々への熱心 な崇拝者 とな り、その宿舎 や集団で学 んだ ことを忘れ ないよ うにと忠

告 した。妻 をむかえ家 を もったな ら、家族を ささえ食べ させて ゆ くの は男の仕事で あ り、

また戦 争の時には、力 強い勇敢 な男 にな るよ うにと。両親 を尊敬 し従順で あれ、老人 には

敬意 をは らい挨拶をかかす ことのないよ うにと。

ほか に も同 じような ことを、説得力 にとむ雄弁 な言葉 でかれ らに忠告 した。また娘 たち

にたい して も、結婚 にさい して、助言 と教訓 を与え ることをお こた らなか った。 とくに首

長 や要人の娘 の場合 には、きわめて長 い忠告 をあたえた。娘が家をで るまえに、両親 は、

よい結婚を して夫か ら愛 され るために、 どのよ うに夫を愛 し、喜 ばせ、仕えた らいいのか

にっ いて教えさと した。 とくに母親 は、娘 に長 い話を して、お もにっ ぎの三点 にっ いて留

意 させ た。第一 に、神 々をよろこばすたあに、供物 と自分 の身体を犠牲 に して礼拝をす る

こと、なぜな ら、すべての ことが らは神 々が もた らし、 とりはか らって下 さるか らであ る。

第二 に、よ き身持 ちと正直 さについて、 じぶんの家柄の名誉 にふ さわ しく義務 をはたすべ

きことと、恵 まれない者た ちに身を もって見本を示すよ うに娘 に言 った。第三 に、夫 への

奉仕 と愛、かれに はらうべ き敬意 について。 こうした話 は、夫の側 か ら娘のお供を して く

るよう派遣 されて きた数人 の上品な婦人 たちの立会 いの もとでお こなわれた。 これ らの婦

人 の手 に娘をゆだねなが ら、あち らの方 々や このよ うな高潔な上流婦人 に相談 にの ってい

ただ き、慰め られ、 その教 えに したが うよ うにと語 った。
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3 神 殿 に 捧 げ られ た 若 者 た ち

デ ィエ ゴ ・ドゥラ ン修道 士

[テ キ ス トの解説]

ドゥラ ン修道士の著作 において は、神殿 にささげ られ る者 で も、二 つのタイプの間での

相違が強調 され ている。い っぽ うでは、若者 は、男 も女 も、都市の特定 の地域 の出身 であ

り、一定のか ぎられた期間、正確 には一年の期 間、 ウイツロポチ トリ神 に ささげ られ る。

もうい っぽ うは、よ り長期 間にわた ってテスカポ リ トカ神 とケツアル コア トル神 に奉仕を

す る若者 たちの ものであ る。スペ イ ン人の 目に も、後者の方 は、教育を うけて いる生徒 と

して認識す るの もよ り容易であ った。 しか し、前者 のウイツロポチ トリ神 に奉仕す る若者

と後者 の生徒 との間の区別 は、 インデ ィオの意識 の中には存在 して いなか ったにちがいな

い。 これ らの家 はすべて、若者 たちが、聖職者的 な役 目を はた しなが ら、成人 にな ったと

きにそれぞれの特殊 な機能を遂行す るために必要 とされ る知識 や規律 を身にっ けるための

場であ った。

古代ナ ウア族の研究 のために もっと も価値のたかい文献資料 は、 ドゥランとサアグ ンの

資料であ る。デ ィエ ゴ修道士 は、1537年 スペ イ ンのセ ビリアに生 まれ、まだほんの子 ど も

のときに、6歳 か7歳 でテ シュココ市に到着 した。そ こで子 ども同士 の遊 びの中で 自然 に

ナ ワ トル語 を学び、そ こで20数 年 にわた って、古 い伝統 の中で生活を して きた人 び とと知

り合 いにな った。1556年 に、 メキ シコ市のサ ン ト ・ドミンゴ教会で、 ドミニ コ会の修道士

となり、5年 後 にオアハ カ地方 に派遣 された。1570年 か ら1581年 の間 に、その記念碑的 な

著作 を生 み出 した。 ここで は、かれの生 まれ育 ったテ シュココにっいてで はな く、 メヒコ

=テ ノチテ ィ トラ ンの歴史 と伝統 を書 き しるした。マ ドリッ ド国立図書館所蔵の手稿 にお

いて はrイ ンディアスの歴史、その古 い偶像崇拝 と宗教の論述 、その暦』 とタイ トルをっ

けられた この業績 は、つ ぎの三つの部分か ら構成 されている。1)メ ヒカ族 の歴史、 このイ

ンデ ィァスの住民の起源 の問題、神話上 メヒカ族 の起源 とされ るチ コモ ス トックの七 っの

洞窟か らの出発 か ら、 クアウテモ ック王の死亡の時 まで。2)儀 礼、お祭 り、宗教的儀式 に

っいての記述。3)古 い暦 につ いての記述の部分。 この仕事を完成 して数年後 の1588年 に、

ドゥラ ン修道士 は、 メキ シコ市 で死去 した。

ドゥラ ンの著作 は、信頼で きる完全な情報をあっめる ことにたいす るかれの熱意 の集大

成で ある。 インディオの古老たちに個人的に質問 した ものであれ、古 い絵文書 にあた った

ものであれ、かれの研究 はその情報源 に関 して直接 的に言及 している。かれの中心 的な関

心 の一っであ り、すべての問題 の中て最大 の もの は、イ ンデ ィオたちの起源 に関す ること

であ り、その業績の中で も再三 にわた って論及 されてい る。かれは、イ ンデ ィオた ちはユ

ダヤ人の子孫で あると信 じてお り、筆写 された断片 的な資料 にひ とっ にメヒカの統 治者 た

ちが割礼をお こなった との記述がある お そ らくその情報にはあま り信頼性がな いが
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こ とを そ の理 由 と して いた。

参 照 した文 献 テ キ ス トは、現 在 マ ドリッ ド国 立 図書 館 に あ り、 ま とめ てrド ゥラ ンの ア

トラス 』の名 を っ け られ て お り、118点 の絵 の つ いた 全 部 で49丁 の コ レク シ ョンで あ る。

これ らの 絵 の い くっ か は、 そ れ は あ き らか に ヨー ロ ッパ風 の つ よ い影響 を うけて い るのが

見 られ るが 、 本書 に お いて も再 録 して い る。

こ こに提示 す るテ キ ス トは、 メ キ シ コに お け る1951年 版 か ら と った。 それ は1867-1880

年 に編 集 され た版(ア ンヘ ル ・マ リア ・ガ リバ イ編集 版)に っ け られ た タ イ トル で あ る

rイ ンデ ィアス の ヌエバ ・エ スパ ーニ ャ とテ ィエ ラ ・フ ィル メの 島 々の歴 史 』(Histrori

adelasIndiasdeNuevaEspanayIslasdeTierraFirme)の 題 が そ の ま まっ いて い

る。歴 史 と儀 礼 、祝 祭 、 儀 式 の論 述 は、上 記 の版 で は、第26、 第80、 第83、 第84、 第94章

の な か の一 部 に にあ た る。
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モテクソマ ・イルウイカミナの改革:学 校 の設立

メ ヒコの王宮 は、洗練、秩序 、調和の状態 にあ り、 しっ け もゆ きとどき、悪 いことや無

秩序が生ず る ことがないよ うに と じゅうぶん配慮 しなが ら規律 を重視 して生活を していた

が、その支配下 にあ る他の王たちを管理 し統治す るための命令、法律、個 々の勅令を出す

ことは王の希望であ り、意思であ った。それによって、今後守 られ るべ きこと、すなわち、

かれの支配下 にある国のそれぞれが守 り遂行すべ き生活 の条件や態度 を決めてお こう、古

い習慣 に したがいなが ら、かれの王国に可能 なか ぎ り最善 の命令をだ してお こうと した。

す ぐれた命令を策定す るために、モテ クソマ ・イルウイカ ミナ(モ テ クソマー世、1440～

1469年 統治)は 、その宮廷の有力者たちと相談 を した、 とい うよりむ しろ、かれの王国や

周辺のすべての地域 のすべての有力者をあっめ、最高会議をひ らき、それを通 じて、王た

ち、それにっつ いて偉大 な要人 たちにたい して栄誉 、尊敬、畏怖、畏敬が は らわれねばな

らないことが命 じられた。 またそれは神 々を崇拝 し、その ような扱 いをすることを命ず る

ものであ った。一一一

(この改革 の一環 と して)す べての地区に、監督す る教師 と長老 たちをおいた学校 と若

者の宿舎が設置 され るよ うに命令をだ した。 そ こで はすべての若者 に、宗教 と良 き しっ け、

苦行 と過酷 さ、よき習慣 、軍事的訓練、肉体 的仕事、断食、規律、 自己犠牲、徹夜 の監視

な どの訓練 をお こない、 また教師たちには、かれ らを、叱咤 し、矯正 し、処罰 し、 日々の

鍛練に従事 させ、かれ らを怠惰 に、時間をむだつ かいさせないように し、 これ らに違反す

れ ば命にかかわ るほど、厳格 きわ まりな く貞潔 を守 るよう監督す るよ う命 じた。

大神殿の構内の二つの僧院

前述の ように、 この神殿 には、二つの僧院があ った、ひとっは、宗教者 とよばれる18歳

か ら20歳 の青年 をあっめた ものである。かれ らは修道士の ように頭のて っぺんを剃 りこみ、

髪をす こし長 くして、耳 の半分 ぐらいまでかかるよ うにのば し、後頭部の ほうはに四デー

ド(約8セ ンチメートル)ほ どの幅に して、背中にかか るほどに長 くのば してお り、時折 、三っ

あみのよ う編 み上 げて いた。

これ らに関 してはある程度 の差異がある、ある者 は、 メヒコにおいて は剃冠 はな く、カ

ミソリで丸坊主 に してお り、チ ャルコ地方 とウエホツィ ンコの神殿 の宗教者だけが その う

よ うに していた と も言 われ る。その様子 を描 いた絵が本書 の別の紙 にある。

この絵 はウイツロポチ トリ神 に仕え るために集 め られた若者 の ものである。かれ らは、

清貧 、貞潔 、従順の生活 を し、神殿の聖職 者と高僧 を助 ける助祭の仕事 を し、 さげ香炉、

灯明、服装を ととのえた。聖 なる場所 を清掃 し、常夜灯 と しての役 目をす る聖な る火鉢 に

燃や しっづ けるための薪 を集 めた。

ほかの若者 たち もいた、かれ らは、 この神殿で 、侍者 のように者 として、木組みを造 っ

た り、神殿 に花 や食事を ささげ、聖職者 に手洗 いの水を用意す る、 自己犠牲 のための カ ミ
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ソ リの管理、供物 をそなえ るために施 しものを求 め るために出かけ る人 に同行 す るなどの

ような こまごまと した仕事 をす る役 目をはた して いた。 これ らの者 はすべて、かれ らを担

当す る隊長や上 司を もってお り、この隊長 は、 「若者の頭」 という意味のテルポチ トラ ト

ケ とよばて いた。

剃髪 した聖職 者の様子(ド ゥラ ンのア トラスの挿絵)

これ らの者 はすべて 、 きわめて清廉 さと慎重 さのなかに生活 してお り、女性 がいるよう

な公衆 の前 にでかけるときには、頭をひ くくして、視線 を地面 にお と し、 けっ して女性 を

趾 げ ることのないよ うに した。衣服 として は網 のマ ン トをっ けていた。

こう した集め られ た若者をエロクアテコマ メと呼んでいたが、われわれの現在 の使用法

か らす るとこの言葉 はほとん ど誤 りである、なぜ な ら、丸刈 りの頭をい うのにはすべすべ

した とい う意味のテ コマ トル という言葉をっか うのであ り、剃冠 を した頭のばあいには ト

ロ トルをっ か うべ きで あ り、エ ロクアテコマ メとい う言葉 は 「頭頂部 が丸 くカ ップのよ う

にすべすべ した頭 」を意味するか らである。一…

これ らの若者 は、4人 つつ、6人 つつ、苦行をお こないなが ら、各地 区でお布施 を求め

るために街 にで る許可 を得た、 また施 しものが与 え られない ときには、所有者がかれ らに

たい してわ ざわ ざそ うして 「良 い」 とも 「ダメ」 と も言 わない場合 にか ぎって、種 をまい

た畑 に行 って、必要 なほどの トウモ ロコシの穂 を集 め る許可 を得た。かれ らは清貧 に生活

し、収入 も生活 の糧 をえ る道 もなか ったので、お布施 を求めて得 られないときに は、その

日の生活の ささえ と して畑 か らそれを得 ることが許 されたので ある。

また貞潔 と苦行の生活を した。 こう した苦行 は50種 類 ちか くに ものぼ った。すなわち、

それは、神殿の灯明を常 にともしてお くように芯 をか き立てる こと、燃 やすための薪 を運

ぶ こと、神殿を木 の枝で飾 り整え ること、灯明が消 えないよ うに偶像 の まえで不寝番す る



人 たちを起 こす ための夜 中に起床 して ほらがいを吹 くこと、夜中 に、早朝 に、正午 に、そ

して祈濤の ときに、神官 たちが偶像 に焼香す るための下 げ香炉を準備 す ること、などであ

る。

この焼香の儀式 は トレナマ ク トリと呼ばれた。 これ らの若者 は上長者 に したがい、きわ

めて従順で あ った。戒律を きび しく守 った。かれ は、焼香がおわる時刻に、真夜中に、特

定の場所 に出かけて ゆき、腕のやわ らか い部分 を 自己犠牲 と して傷っ け、血がで るとそれ

を コメカ ミか ら耳の下 にぬ りっけ、それが終わ ると、洗 うためた湖 にいった。 この湖 にっ

いて は、神殿の神官 について述べ るところでふれ ることにす る。

これ らの若者 は、か らだを朱色 に塗 らない し、頭 に もか らだに も黒 い墨をっ けることも

ない。その衣服 は、 きわめて ざらつ いた白色の、エネケ ン麻製 のマ ン トであ った。 こう し

た苦行や鍛練 をまる一年 間つづけ、その間は、断食 や異質 な苦行をす るなどきわめて隠遁

した、修業にみちた生活 を した。

中庭 の反対側 に、第二の家 と宿舎 、12か ら13歳 の 「苦 行の娘た ち」 とよばれた少女たち

を集 めた女性神官 の宿舎があ った。男子の もの とほぼ同 じくらいあち こちにあ った。 これ

らの少女 たちは、神 々に仕え るために派遣 された娘 と して貞潔 と隠遁 の生活を した。神殿

を清掃 した り水をまいたりす る仕事にっかない者 たちは、毎朝お布施 と してあっめた もの

か ら偶像 や神殿の神官 たちのための食事の用意 を した。

偶像 にささげた食事 は、手のかたち、足のかたちに作 った、小 さな トリティー リャ、果

実 でっ くった菓子であ った。 この種の食事 は、マ クパ ル トラシュカ リ、ホパ ル トラシュカ

リ、 ココル トラ シュカ リとよばれて いた。 こうしたパ ンとと もに トウガラシの料理 をっ く

り、偶像の前 に ささげた、 これ は毎 日の ことであ った。 これ らの少女 は髪 を刈 り込んでそ

こに入 るが、その後 は髪 を長 くのば したままとす る。

この絵 は、 ウイツロポチ トリ神 に仕え るために集め られ た少女 たちの姿を示 して いる。

少 女たちは、現在、修道女 が住んでいるの と同 じよ うな僧院 に、一定 の期間、貞淑 と純潔

をまもって生活 し、聖所 を清掃 し水 をまき、神 々 と神殿 の神官や高位 の者のたあに食事 を

っ くった。彼 女たちは、 い くっかのお祭 りの ときには、足 や腕 に羽根飾 りをっけ、頬 に色

をぬ った。

真夜中に起床 し、神 々を褒 めたたえ、男子 の若者がす るの と同 じよ うなお勤 めをお こな

った。女性修道院長 のよ うな婦人たちがお り、彼女 らを監視 し、神 々や神殿の装飾の ため

に、 きわめて手の こんだ刺 ししゅうのマ ン トを製作す る仕事 や、そのほかの神 々への奉仕

と崇拝のための さまざまな仕事 に従事 させていた。

いっ も身にっ けてい る衣服 は、まっ白な刺 しゅうのな いもので あった。男子 の場合 と同

じくこのお勤 めは一年 間っつ くものであ った。奉仕 と苦行の一年間が終え ると、結婚す る

ことが可能にな りそ こを出る、その者 たちが出 ると、自分 か ら、あるい はその両親が 、そ

うした苦行を しなが ら一年 間神殿 に奉仕す る誓 いを した別 の娘 たちが入 って くる。

真夜 中に、男子の若者 たちが腕のやわ らか い部分 を傷つけ 自己犠牲を したの と同 じ時問

に、彼女 たちは耳の先端 に上の方か ら傷 をっ け、その流れでた血 を頬 に、っま り化粧 をす
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る場所 にぬ った。 これ らの娘 たちは、その宿舎 にその血を洗 うための水槽を もって いた。

神殿 に仕えた娘 たち(ド ゥラ ンの ア トラス 挿絵)

これ らの者 の宿舎 は大 きか った。 きわめてっっ ま しく生活す るかれ らを監視す る目はき

び しく、 もしだれかが、男 で も女で も、な にか罪 をおか した とす るな ら、たとえ軽 い もの

であ った と して も、誠実 さに反す るものであ るな ら、 それ は神 々やその偉大な首長 を侮辱

す るとみな して、す こ しの容赦 もな く彼 らを死刑 に した。

かれ らをそれ を前兆であ るとみな した。そのよ うな人間 は、す こ しの根気 もな く、弱点

をおお くもった者た ちであ り、た とえば、偶像 の礼拝堂 にネズ ミ、あるいはコウモ リが 出

入 りす るのを見て もた い した注意 も警戒 もせず、神殿の マ ン トに虫食 いがある、あ るいは

ネズ ミが道具 にあけた穴 があった と して も、後 になって、ネズ ミ、 コウモ リ、あ るいは、

その ほかの小虫が偶像 を侮辱す るふ るまいにでた、な にか罪 が犯 された、神 にたい して侮

辱がお こなわれた と声高 にさけび、か くも大 きな不敬 と不信心 の原因がそ もそ もだれ にあ

ったかを認 めることもないであろ うと。非行が発覚す ると、た とえ優秀 な生徒であ ったと

して も、す ぐに死刑 に され、その ことによ ってかれのおか した神 にたいす る侮辱 にたい し

報復 を した。その侮辱 は、テ トラ ソル ミク トテ ィ リツ トリとよばれ た。

これ らの若者 と娘 たちは、そのために指定 された六 っの地区の住民であ らねばな らず、

その以外の地 区か らの もの はいなか った。 これ らの男女 は、ある祭 りか らっ ぎの祭 りまで

一年間、 この神殿で奉仕 した。 その隠棲 と苦行の一年 をおえ るとそ こか ら出た。上記 の地

区の首長や世話役 た ちは、すで にその年 に偶像 への奉仕 と隠遁 と苦行をと もな う鍛練 を は

じめるためにそこに入 るべ き者た ちを用意 してお り、神官や宿舎 の長老たちにかれ らを引

き渡 した、 こうしてその若者た ちはその年のお勤 めに入 った。 これ は絶対確実 な ことであ

り、そのカルプー リ(地 区)が 、 この偶像 に仕え るため に選 出 され る若 い男女を欠 かす こ

とはけ っ してなか った。 一一一一



テルポチカ リ

一一一 メキ シコの このテスカ トリポカの神殿 は、現在 、大 司教館がたて られてい る場所 に

あ った。そ こに入 った ことがあ る者 にはわかるが、そ こには盛土 がな され、地下 の部屋を

もたないどっしりと した司教館がたて られてい る。

そ こにこの神殿があ り偶像がお さめ られていた、その建物 は、ウイツロポチ トリの神殿

にお とらず立派 に、そびえ立ち、凸凹状の飾 り壁 にか こまれてお り、奇妙 な像 、彫刻 を も

ち、 しっくいを塗 られてお りどこか らみて も壮観 であ った。その中庭の中やちか くに多 く

の部屋 を もち、そのい くつか はその神殿 の高位者 のための個室 とな って いた、 とい うの も、

それ は司教座教会 のよ うな もので、最高 の神 々のための と くべっな神殿であ り、 ほかの も

のは、教 区教会の ように これ ほど立派な もので はなか った。

また、すで に礼拝 や儀式 において長老神官 たちに仕 えて いる若者 の集団のための部屋 が

あ った。かれ らは、隠遁 、清貧、服従 を守 り、すで に長老 たちと同 じ苦行をお こな って い

た。

また、若 い娘 や女性聖 職者 のための部屋があ った。 これにっいて は前章 におてい述べ た。

その服装、おっ とめ、お祭 りの際の偶像への奉仕 、どのよ うに盛装 したかにっいて。 この

挿絵のよ うな。

その他 の神 々について語 るまえに、 この神殿 の神官 について、その儀式 、衣服 の様子、

法服、かれに仕え る者 たち、留意すべ きことがおおいので、わた しは、それを語 るために

特別の章を もうけた。 かれ らが行 った多 くの、す さま じい苦行にっいて、その厳格 さ、そ

うした重苦 しい血な ま く・さい修行をおこな う執拗 さについて述べ る。

この神殿の聖職者 と高位者 は、特定の地域 の出身者 でなければな らないとされた ウイツ

ロポチ トリ神 に仕 える者 たちのように、その神 に仕え るために選 出された者ではなか った。

この神殿で は、そのや り方 とは異な り、子 どもの ころか らこの神殿 にゆだね ららた人 びと

であ った。一一一一両親 は、(カ トリックへ の改宗前 の)異 教徒 の時代 には、神 々によ って保

護 され、加護 され るよ うにと子 ど もをそれに提供 した。子 どもが病気にな った り、 なにか

危険な 目にあ った り した ときに、そ うした ことをお こな った。世界の国のど こよ りもその

子 ど もを愛す る人 び とと して。 こうして、そ こで養育 され、神殿 に仕え る方法、よ き習慣、

あわせて神 々の儀式 と崇拝を学 ぶよ うにと子 ど もを神 々にゆだねた。

こうした子 ど もた ちのために、学校あ るいは寄宿舎 のよ うな特別の部屋 があ り、そ こに

は多 くの若者がお り、かれ らを教育 し、良 き称賛すべ き修行や習慣 を訓練 す る養育係や教

師がいた。かれ らは、子 どもが よ くしつ け られ、上長 の者を尊敬 し、仕え、服従す るよう

にと、首長たちに役立 ち気 にい って もらうためにいかに して仕えた らよいか、教えを さず

けた。 そ こで は、かれ らに、歌、踊 り、 その ほかた くさんの ことが らを教えた。 こうして、

またかれ らに、軍事教練、マ トをめがけて矢をなげること、円楯 と剣 を うま く使 い こなす

こと、錆 あるいは革 ひ ものついた槍を投 げることを訓練 し、また子 どもの ときか ら勤勉 に

し、甘やか して育 て られないよ うにと、睡眠をけず り、粗食 に耐え るようにさせた。
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この家 には、要人 の子弟か ら身分の ひ くい人 びとの子 どもまであ らゆ る種類の人 間がい

た。 これ らはすべて室 内にいたが、王や要人 たちの子 ど もは、いっで もよ り尊重 されてお

り、それぞれの家か ら食事 を運 ばせて いた。 と くにモテ クソーマ王の子弟 やその ほかの高

官や首長 の子 ど もの場合 には。かれ らには貞潔 に生活 し、断食 を し、度 を こさな いよ うに、

落 ちっ きと節度を もって 、あわてず に飲食す るよ う説教 し忠告 し、また実際 にかれ らにそ

れが徳 と して身 にっいて いるかを見 るため に、い くっかの仕事 や きっ い作業 をや らせてみ

た。

この家 は、テルポチカ リと呼ばれたが、それは 「若者な い し少年の家」 とい う意 味であ

る。 そ こで養育 され、上述 のよ うな訓練 を教え られたの ち、それぞれの若者 の もっ性向に

したが って、最 も適 してお りそれ に向いて いることをさせた。 も しかれ らのなか に、戦場

にゆ くことに意思 と活力があ ることを見 いだす と、年齢をか さねて適 当な時期 にな ると、

兵士 に食事や糧食 をはこぶ とい うことを口実 に して、 そ こで どんな ことが行われてい るか、

困難 な仕事を見 させ 、恐怖心 とりさるよ うにと戦場 に派遣す る。 こうして何 回か荷 物や隊

長 と勇者の旗 印をかつ いで戦場 にゆき、戦場で捕虜 になるの と戦死す ることが どち らが望

ま しいかを見なが らもど って くる、なぜな ら、捕 虜 にされ るより も身 を粉 々にされ るほう

が数倍 よいとされたか らであ る。 この方面 に向 いてい るとされた者 の大部分 は、勇敢な人

びと、首長、要人 の子弟であ った。 こう した、よい家柄 に生 まれた者が、法律、王、祖国

を守 ることに自 らの人柄 を しめ し、その人柄 と血 統の良 さを証明 しよ うとす ることは世界

中のすべての国で共通 にみ られ ることであ る。

宗教や修道生 活 に適性があ り向いて いる者 の場合 は、その性 向と様子がわか ると、す ぐ

に、みんなか ら隔離 して、おな じ神殿の中 にある部屋 と宿舎 にっれてゆ き、聖職者 と して

の記章をっけさせた。一一 こう して この イ ンデ ィオたちを、偶像の崇拝 と儀式 を学ん だこ

の学校か ら連れだ して、よ り権威 のたか い別 の家 と部屋 に、 トラマカスカ リとよばれ ると

ころに手渡 した。

トラマ カ ス カ リ

この名前 は、 「完成 した人間」を意味す る トラマカス(実 際 のところ、 トラマカスキは

文字 どお り 「供物 を ささげる者 」を意味 してお り、 この名前 は、カル メカクの生徒 および

聖職者であ った ものにたい してあたえ られていた一一編者注)と 、 「家 」を意味す るカ リ

か ら構成 され、その意味 は、 「青年期の頂点 にた っした若者 の家」 とい うことにな る。 こ

ち らの インディオ は、その年齢層 を区別す るのに四つの言葉 を もっている、第一 は、われ

われの ことばで 「児童期 」にあた るピル ツィン トリ、第二 は、ほぼ 「青年 」にあた る トラ

マカスキ、第三 は、 「すで に成熟 と完成の年齢 」とい う意 味の トラパ リウキ、第 四は、

「老齢」を意味す るウエ ウエテキで ある。(こ の文章 には、矛盾 と誤 りが ある、 「若者 」

は、テルポチ トリであ り、 「既婚 の者」 は トラパ リウイであ り、 「成熟 した者」 はオキチ

トリであ る一 同上)こ れ らの住民の中で は、老人 はおおいに重 くみ られ尊敬 されて お り、
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それは今 日で も要人 た ちの間で はみ られ、かれ らの存在 、意見、勧告 はおお いに尊重 され、

それがな くて は何事 もさきにすす まない。

そ して、 これ らの若者 を、よ り権威 のたかい この家 に連 れてきた、その家 と宿舎 には、

かれ らを保護 し、 まなぶ必要のあ ることを教 え身 にっけ させ る別の教師 と高位聖職者がお

り、 この第二の家 に入 ったその 日か ら、最初 になすべ きことは、 イエス ・キ リス トの よう

に髪 をのば したままにす ることであ り、第二 には足か ら頭 までを黒い墨で塗 ることであ り、

髪 もすべて、お お くの ススをふ りかけ水で しめ らせてお くことであ った。やがて そこには

ヵ ビのよ うな ものが生え るよ うにな り、それを三っ編 みのよ うに してお くと、まるで馬の

たてがみのよ うに しか見 えなか った。 それ は時間がたつ とともに鉤状の もの とな り、頭の

上 でかな りの重 さとなり、それ は彼 にとってはおお きな苦行 とな るもの とな った。 この髪

は、死 ぬまで、あるいは隠遁生活 に入 る、あ るいは、かれ らが トラクヨ トル とよぶ国家の

名誉職 に しりぞ くまで切 り整え ることも短 くす ること もなか った。 こうした髪 を三っ編 み

にす るか、六 デー ド(10セ ンチメートル)ほ どの白い木綿の結 いひ も結んでいた。一一一

一一一またこれ らの神官たちは、最近生 まれた子 ど もにたい して別 の儀式をお こなった。

と くに首長や王 の子弟の場合 には、耳 と割礼のよ うに生殖器 に傷をっけ、そ して、それが

男の子 の場合 には、かれが産 まれた時に洗 い清 めたその同 じ神官が洗 い、その右手 に小 さ

な剣 を もたせ、 もう一方 には小 さな円楯を持 たせ た。 この儀式 は、子 ど もにたい して四 日

間連続 してお こな った。両親 はかれにおお きな奉納をお こな った、 もしそれが女の子な ら、

四回洗 ったの ちに、手 に刺 しゅうの手本 をっけた小 さな糸巻 と機織 りの装飾 品を持 たせた。

別の子 どもには、手 に矢 と弓を もたせた。 そのほかの平民 の子 には、生 まれた者が将来っ

くことになる職業 の シシボル とな る ものが あたえ られた。 もしその宿命が画家 になる者 だ

とす るな ら、その手 に絵筆 がに ぎらされ、大工 な ら手斧 が、 その ほかの者 にはべっの もの

とい うように。

ケ ッアルコア トルの神殿

この神殿 には、 ほかの もの と同 じよ うに、 この偶像 に奉仕 し、 また後 にそこの神官の後

継者 とな るためにその崇拝の儀式を まなぶ ためにおお くの者 があっ まって いる部屋が あっ

た。そ こには、 ここに住み こみ、そ う した若者 たちに命令 し教えをあたえ、 また偶像のた

めのあ らゆる儀式 を とりお こなわせ ることに責任 を もつひ とりの聖職者が いた。 これ は週

番 のようであ った、 とい うの もその神殿 には三～ 四人の高位聖職者がお り、あ る者が この

週 、べっの人が次の週 とい うよ うに交代 でっ とめ、 この問は、外出する こと もな く、毎 日、

太 陽の しず む時間 にな ると、その神殿にだけあ るおおきな太鼓 を打 ちな らし、今 日われわ

れが アヴェ ・マ リアを演奏す るよ うに、それで時 を しらせ る。 その太鼓 はきわめて大 きな

な ものであ り、そのお もお もしい音 は、街 中どこか らで も聴 くことがで きた。その音 は、

街 中を まるで そこにだれ も人 がいな いよ うにみえるほど静寂 にっっ ませ 、市場 は しず ま り、

すべて を奇妙 にお もえ るほど平静 に していた。その音 を合図に してすべ ての人 び とは帰宅
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した。 こん にち、われわれが人 びとに帰 宅を うながす ために外 出禁止時刻 を知 らせ る鐘を

な らして いるの とおな じように。

こう して、太鼓 の音 を聞 いた インデ ィオ たちはっ ぎの よ うに言 った。偶像の第二 の呼 び

名であ った 「エエカ トルがな ったので、われわれ は帰 宅 しょう」。夜明 けには、ふたたび

かの神官が、われわれが現在そ うしてい るの とお な じ時刻 に、太鼓 をな らした。 その音 を

合図に して、旅行者 やよそ者 たちは、急 いで旅立 ちの支度 を した、 とい うの もその時間ま

では都市 か ら出 ることは禁 じられて いたか らであ る。 また、農民、商売人 もその音 を合図

に して、ある もの は市場へ と、あ る者 は農 地へ と急 いで でかけた。女性 たち もまた、 自分

たちの所有物 を掃除す るために起床 した、 それ はい くっかの迷信 に もとつ いてい る行為で

あり、今 日で さえ も偶像崇拝の気風 がの こるこの都市 で は、 じぶんの所有物、 さらには、

他人 の もので さえ も、掃 き清 めるたあに夜 明け前 に起床 す ることが持続 して いる。

聖職 者たちのお こな った苦行(ド ゥラ ンの ア トラス 挿絵)

クイ カ カ リ

すべての都市 には、神殿のそばに、歌 うことと踊 ることを教え る教師の住む大 きな家が

あ った、それ らの家は 「歌の家 」 とい う意 味の クイカカ リと呼ばれて いた。 そ こで はもっ

ぱ ら、若者や娘た ちに歌 、踊 り、楽器 の演奏をお しえてお り、かれ らはこう した学校 にま

ちが いな く通 って い し、 きび しくそれ を守 っていた、 とい うの も、かれ らはそれを怠 るこ

とをまるで反逆罪で もあ るかの ようにと らえてお り、そ こに通わなか った者には罰則が規

定 されていた。 あるところで は処罰 される ことに くわえて、踊 りの神がお り、 も しそれを

サボ った りす るとかれを侮辱す ることにな ると恐 て いた一一一

おお くが14歳 、12歳 前後 である少年少女 に踊 りを教 え るのたあに、かれ らを いかに して



集め るのか ということを知 る必要があ る、というもの舞踊学校 を見つ けては自由に出入 り

す るわれわれ スペ イン人 とはちが っているか らである。 こち らの先住民の間で はきわめて

注 目すべ き秩序 がみ られ た。踊 りを教 え込 まれ る若者 たちを集 めて引率す るため に、すべ

ての地 区に もっぱ らその仕事 のため に選 びだ され委任 された長老 たちがいた ことであ る。

かれ らは 「人 びとを集め る者 」 という意味でテアア ンケと呼ばれて いた。

少女 を集め るためにすべての地区 において特定 のイ ンデ ィオの老女がお り、彼女 たちは、

「女性 の番人」あ るいは 「婦人 」とい『う意味で シウアテ ビスケ と呼ばれていた。

各地 区の若者を集 めると、長老が引率 して、か られ とと もに歌の家 にい った。老女 の場

合 もおな じよ うに少女 たちを引率 して いった。 これ らの長老、老女 たちは、若者たちを、

かれ らがそ こで奉仕 し、 しっけを学んでいる学校 や宿舎 に、あ るいはそれぞれの親 の家 に

っれ帰 ることに最大 限の注意をは らい、 また、 きわめて厳格 に保護 され監視 されて いる娘

たちにたい して、若者 たちが、不作法、嘲笑、合 図な どを しないよ うにと注意をお こた ら

ず 、 もし、そ うした ことがす こ しで も感 じられたな ら、かれ らを きび しく罰 した。

メキシコ、 テシュココ、 トラコパ ンの各市 にお いては、通常 の踊 りのための大 きな美 し

い中庭の周 囲に多 くの大 きな部屋 や広間をそなえた きわめて りっぱな建物 の踊 りの家 があ

った0メ キ シコ市 において、 この家があ った場所 は、現在 は、商人 たちのアーケー ドのあ

るところで、すで に述べ た とと思 うが、かって ここは市の 中心部で 巨大凸凹型の胸壁 で取

り囲まれた華麗で 巨大 な神殿が10も12も あ ったところで、 この神殿を とり囲む胸壁か ら一

ブロックはなれたところに この歌 と踊 りの家があ った。

そ こに通 うための手順 は、太 陽が しずむ一時間前 に、一方か ら長老 たちが出か け、 もう

一方 か らは老女 たちが出かけ、それぞれ若者 と少女たちをあっめで歌 の家へ と引率 し、男

女、それぞれに きめ られた部屋 に入 れる。全員が いっ しょに庭 にでて準備がで きると踊 り

と歌の家の教 師たちが出て きて、その中庭のまん なか にそれぞれ演奏す る楽器 をお く。若

者たちが前 にでて、 それぞれ順番 に、同 じ地区の 出身で顔 み しりの少女 たちの手 をひいて

中庭 に中央 にい る教師たちの前 にでて、歌や踊 りをは じめる。音や リズムにあわせてバ ッ

クステ ップが うま くで きない者 には、教師が じゅうぶんに配慮 しなが ら熱心 に教え、かれ

らは夜 のかな りおそい時間 まで踊 りをっづ けた。おお いに満足 し楽 しみなが ら歌 い踊 った

あと、男女 はそれぞれの場所へ と分 け られ、それぞれ長老 と老女 たちがそれぞれの家に連

れかえ り、すでに述べたよ うに、 まちが い も誤 りもな いよ うにとそれぞれの両親 にひきわ

た した。一一一一一一
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4一 神 殿 一 学 校 で の 生 活

ベ ル ナル デ ィー ノ ・デ ・サ ア グ ン

[文 献 につ いて]

ベルナルディー ノ ・デ ・サア グン神父の業績の価値を認識 す るため には、たとえ簡単 な

かたちで あれ、 フランシスコ修道会の仕事 の方法 にっいて明 らかにす る必要があ る。

サア グンは、1529年 に年齢30歳 で ヌエバ ・エスパ ーニ ャに渡 り、 アステカ族の言語の ナ

ワ トル語の勉強 にとりくみ、それ にぬ きんでて精通す るよ うにな った。かれの 目的は、福

音の布教 と密接つ に関連 していたが、ナワ トル語で、 イ ンデ ィオの もっ知識 にっ いての百

禾栓 書 をっ くり、それを もとに大 きな辞典 をっ くるの に十分 な語彙を手 にいれ ることであ

った。1547年 に、ナ ワ トル語で文献資料を編集 しは じめ、1578年 まで にその成 果を、かれ

が予定 して いた辞典 としてではな く、百科全書 と して まとめあげた。そのrヌ エバ ・エ ス

パ ーニ ャ全史』(Fr .BernardinodeSahagun,HistoriageneraldelascosasdeNueva

Espana.)は12巻 の本 か らな る記念碑的な業績であ り、それは現在 、古代のアステカ族 の

伝統 を研究す るための最上級 の資料 とな っている。

研究 の経過をみ ると、サ アグン神父 は、1558年 か ら1561年 のあ いだに、テペプルコにお

いて、イ ンデ ィオの古老の賢者 か ら情報をあっめ、かれ らの返答 は、ナ ワ トル語の まま編

集 され、今 日、r最 初 の記録集』 と して知 られて いる文献 を うみ出 した。 この手稿記録 は、

スペイ ン語 に翻訳 される ことはな く、サアグ ンが この後 さらに大規模 、詳細 な調査用紙 を

作成す るの に利用 され た。 トラテロル コにお いて別 の インディオ情報提供者のカをか りな

が ら、 この質問紙 によ り、ナ ワ トル語のまま、 きわめて詳細 なことが らにまで およぶ資料

の収集が可能 とな り、それ らはひとっ手稿 にまとめ上 げ られた。 これは、今 日rマ ドリッ

ド絵文書』の名 で知 られている。

この文 書 は二っの部分 に分 け られ、そのそれぞれが現在保管 されて いる施設 にちなんで、

rスペ イ ン王宮 のマ トリッ ド絵文書 』 とr王 立歴史 アカデ ミアのマ ドリッ ド絵文書 』 とよ

ばれて いる。 この資料 は、再構成 され、 スペ イン語 に翻訳 され、美 しい絵 のイラス トがっ

け られ、!578年 ごろメキ シコ市 において一 つの文献 にまとめあげ られた。それ はこんにち、

イタリアの フィレンツェの図書館 に所蔵 されてい ることか らrフ ロー レンス絵文書 』(C6d

iceFIorentino)と よばれて いる。

rフ ロー レンス絵文書』の各頁 は、二 っの コラムにわ け られてお り、右側の コラムは洗

練 された本式のナ ワ トル語で書 かれ、左側 コラムには、 スペ イン語訳 とい くっかの イラス

トがのせ られて いる。 さらにこの文献には、序言 と補注がっけ られてお り、収集 した資料

にたいす る、と りわけ、かれ らが生活 した複雑 な世界 にっいて、サ アグンの意見が明 らか

にされて いる。

サァグ ンの翻訳 は、かな らず しも正確 とい うわ けで はな く、 また全訳で もない とい うこ
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とを明確 に してお く必要が ある。意訳 にあ りが ちな ことであるが、業績の本来的な価値が

失 われて いる。われわれ現在 の歴史家 は、1979年 に国立公文書館 によ って作成 された写真

複写版 によってナワ トル語 とサ アグンの スペ イン語訳のバ イ リンガルの原文テキス トを入

手す る幸運 に恵 まれてい る。

古代 ナウア族の学校教育の研究 は、現在 まで利用 されて きた もの よりもいっそ う正確な

資料 を基礎に してお こなわれ るべ きで ある、 と私 は考えた。 アステ カ族の学校教育 にっ い

ての こうした詳細 な研究を行 うために丸私 はこう した ことに関心を もっすべての人 と協力

す ることを望 み、私 自身 が適切であ ると信 じるナ ワ トル語 の文献を選 出 し、書誌学的調査

を し、翻訳を した。 この本 とほぼ同時に、 メキ シコ国立 自治大学か らrメ ヒカ族 の教育:

サア グン文書 か らの ア ンソロジー』 とい う本が出版 され るところであ る。 そこでは、三っ

の コラムにわ けて、42か 所 の章節の記述が紹介 されて いる。その三っの コラムとは、それ

ぞれ、 「フ ィレンツ ェ絵文書」の ナワ トル語の原文、 サアグン自身 によるスペ イン語訳、

そ して私 による現代 スペ イ ン語訳であ る。 ここで はその中か ら、 ナワ トル語原文 、サ アグ

ンの訳 、そ して注 の大部分 を省略 して、10か 所 の章節 の記述 を選 出 した。

テルポチカリへの子どもの供託と受け入れの際の儀式的ロ上

第四章 、 ここで は、平民がその子 どもをどのよ うに してテルポチカ リにあず けるか、 ま

たかれ らを教育す るためにそ こで はどのよ うな習慣 がみ られたかが述べ られ る。

子 どもが生 まれ ると、親 たちはそれを、 カル メカ ク、あ るいはテルポチカ リにあず け

る。かれ らをそこに提供す るとい うことは、そ この神殿 に奉納 として ささげることを意味

して いる。 トラマカスキ(カ ル メカ クの生徒)と してカルメカクに、そ して テルポチ トリ

(テル ポチカ リの生徒)と してテルポチカ リに。

子 ど もをテルポチカ リにあずけ入れ る場合 には、(宴 会のために)食 事 と飲み物 を用意

す る。テルポチ トラ トケ(テ ルポチカ リの教師た ち)を 招待 し、会食 しなが ら、懇願 した。

親 たちはっ ぎのよ うに述べ た。

「わが主 、 トロケ ・ナ ワケよ、主 はここにあなた方 を遣わ して下 された。 わが主が、 ひ

とっの首飾 り、貴重な羽根、すなわち、子 どもをお恵み くだ された こと、 ここにあなた方

は、聞 き、知 って いる。事実、いまやすでに年が満 ちたのだ。 もうツボ ミの頃だ。赤ん坊

であ ったかれ らの手 に、紡錘、機織 り道具 をにぎ らせたのはずいぶん前の ことです。

子 ど もはあなた方の ものであ り、尊 い息子であ り、尊 い こどもです。われ われ は、子 ど

もを、ほかの尊 い子 どもたちとともに、あなたの力、あなたの保護 の もとにゆだね ます。

なぜな ら、あなた方が教 え育てて くれるか らです。あなた方が鷲 と虎(兵 士)に して くれ

るか らで あります。なぜな ら、あなた方が、われ らが父 トラルテ クチ トリ神 、われ らが母

トナテ ィウ神 のために、かれ らを教育 して くださるか らです。いまやかれ らを、ヨウァ リ、

エエカ トル、 トラカ トル、テル ポチ トリ、ヤ ヨツ ィン、テ ィ トラカ ウア ン、テ スカポ リ ト

カの名で よばれる神 に捧 げます。
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わが主がかれ らをお育て くだされ ますよ うに。かれ らがテルポチ トリとな り、苦行 の家、

嘆 きの家 、涙の家 たるテルポチカ リで生活 をす るようにな ります ように供託 した します。

鷲が、虎が生 まれ育て られ るところ、すなわち、わが主 の財産が うみだされ る場所 に。 そ

こで主 が、鷲 と虎 のゴザ(軍 事訓練)を お恵み くだ され、かれ らにお示 し下 され、分 けあ

たえ くだ され ますよ うに。そ こで、わが主が 、泣 き、悲 嘆に くれ る者 たちにお恵 みを下 さ

れ ますよ うに。そ こで、 ゴザ と椅子(よ き統治)、 主が もって お られ るもの、主の随員 に

差 し向 けるものをかれ らにお示 しくだ され ます よ うに。

ところで、なんでわた したちが泣 きさけぶ者であ りま しょうか。なんでわた したちが悲

嘆 に くれ る者であ りま しょう。みずか らの功績 と、われわれの苦行 によ って、子 どもたち

が(世 界を)み いだ し、発展す ることになんで な らないで しょう。なぜ な らわれわれ は、

み じめな老人 、老女であ るか らです。 どうかあなた方が子 どもを受 け入れて下 さい、受 け

とりにきて下 さい。子 どもがつ いてゆき、教 え られて いること、教育 されてい ること、高

貴 な こと、 自分 自身を、平民の息子 を、 ひよわな鷲 、ひよわな虎であ ることを知 ります よ

うに」。 この演説 口上 にたい して教師た ちが答え る形式が ここにあ る。 それに答え るため

に、つ ぎの ように述べたのであ る:

「おお!心 を鎮め くだ さい。われわれ はここに、わが主 、 トラカ トル、テルポチ トリ、

ヨウア リ、エエカ トル、ヤオツィンの名前 を聞 きま した。あなたがたが懇願 し、お祈 りを

す るの はかの主で あ り、あなたがたが、その首飾 り、 きれいな羽根 、創造物(子 ど も)を

手渡す のはかの方であ ります。なぜな ら、われわれ は、あなたがたが、わが主 にゆだねた

ものを、ただ責務 と して受 け取 り、手 にす るだけだか らです。かれの代わ りにわれわれが

聞いたのです。

主 はなにをお望み くだ さるで しょうか。かれ、わが主 が、あなたがたの首飾 り、 きれ い

な羽根のために、お望 み くだ さることはどのよ うなことで しょうか。なぜな ら、実際の と

ころ、われわれの ような卑小な もの、みすぼ らしい もの は、あいまい模糊 に語 るだ けです。

わが主、 トラケ ・ナワケ、 ピル ツィン トリはなにをご用意 くだ されているので しょう。 ど

のよ うに、子 ど もたちは、(そ の運命を)着 せ られたので しょうか。夜の時代(世 界が は

じまる前)に 、な にが規定 されていたので しょうか。なにを着せ られて いたので しょうか。

生 まれた時にな にを負われて きたので しょう。かれの運 命はどの ような もので しょう。 ま

た、 どのよ うな洗礼を うけたのか。 ほん とうに、われわれ卑 しき者 は、それをむな しく予

測 しうるだけです。

で も、 この地上 において、だれが(べ っの運命を)装 うことがで きま しょうか。あ ち ら

か らわれわれ は負わ されて きたのであ り、夜の時代(世 界 のは じまる前)か らわれわれの

特質 はきめ られてい るのです。

それに、子 どもは、掃除をす るために(神 殿 に)入 るのであ り、それを清潔 にす るたあ

に、物 をあちこちに運ぶために、火 を ともす ため に入 るのです。

どうか、わが主 、 ヨウア リ、エエ カ トルの恩寵 が もた らされ ますよ うに。そ こで さまざ

まな ことが さ し示 され、そ こで 自分の運 命が どの ような ものであ るか、な にを身 にっ けて
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きてい るのか、どの ように与 え られて きたのか、夜の時代 になにが着せ られたのか、が明

らか とな ります よ うに。

たぶんそこでいまやわが主が 、いまやそれを与え られ るで しょう。あ るいは、おそ らく

それを失 わせ るで しょう。たぶん、それが われわれの運 命、われわれの真価だ とす るな ら、

きわめてわずかの時間の うちに、太陽が、子 ど もを生か しも殺 しもす るで しょう。

そ していまや、われわれ は何 を言 うことがで きま しようか。 ど う してあなたがたを慰 め

られ るで しょうか。 われわれ には 「こうな ります よ」と言 うことなどで きま しょうか。 な

るよ うになるで しょう。かれがそのようにさせ るのです。かれ、わが主 がそれを形成す る

ことで しょう。そのよ うにな るのです。な にが生 じるか は、 まもな く明 らかにな るで しょ

う。子 ど もは、 この地上で生 きることで しょう。

それがわれわれの運命、われわれの真価だ とす るな ら、子 どもは、 この地上で塵芥 にま

みれて生 きることにな るで しよ う。他人 の鍋 、他人 の楯 に手 をだす ドロボ ウともな るで し

よう。他人 のスカー ト、他人の シャツ(女 性問題)の せ いで嘲笑 されか もしれない し、不

倫 もしでかす ことで しよ う。おそ らく、悲惨、苦悩 、心痛 にっながる道にむか って歩 んで

ゆ くことで しよ う。

われわれ に何が教え られよ うか。なにを教育 で きるとい うのか。母な るもの、父 なる も

の言葉 、声が忠実 に伝え られれ ばそれで十分です。 われわれの心 をそ こに植えっけ るため

に子 どもの心 の中に入 りこむ ことな どで きま しよ うか。 またあなた も、首飾 りの持 ち主、

きれ いな羽根 の持 ち主 も、そ うす ることはで きないだろ う。

そ していま、あなたがた は、祈 り、涙 、嘆 きに身をおきっづけな さい。眠 りにっ こうと

して願いを棄てて はな りません。 トロケ ・ナワケ におすが りしっづけなさい、かれ は、な

ん らかのかたちで 、われわれに配慮を し、お命 じにな るで しょう」。

テルポチカ リに子 どもをつれて ゆ く親 たち(フ ロー レンス絵文書 挿絵)



テルポチカ リでの仕事 、苦行、踊 り、等級 、昇級

第五章 は、テルポチ カ リにおける規則、生活 し、 しっ け られ、教育 され る場所であ るそ

こでどのよ うに活動 し、仕事 を したかにっ いて述べ る。

子 ど もがテルポチカ リに入 ると、かれ らには掃 除を し、灯明をあげることが命 じられ る。

そのの ちに苦行が は じまる。

それか ら、夜 には、他 の ものといっしょに生活 をす るところで歌 を うたい、 いっ しょに

踊 った。 「ほかの もの とい っ しょに歌 と踊 りが取 られ た」 と言われ る。

まだ新入 りな ら、かれ らを森 にっれてゆき、輪切 りに した 円筒状 の木の幹 を背おわせた。

は じめは一本 、っ ぎに二本 と。 こう してかれを試 してみた。子 どもがす こ し成長す ると、

おそ らくもう戦場 にゆ くことがで きた。かれを戦場 に連れて ゆ くが、まず は戦士のために

楯 をかっ ぐことか らは じめ る。

すでに若者 とな り、すで に教えを うけ、思慮分別 があ り、 ことばつか いにも熟練 し、 と

りわけ、信仰心 が厚 いとみ らされ ると、タチカウ(上 級生)に 任命 され、ティアチカ ウの

名称 を与え られ る。

青年前期 とな り、すで に じゅうぶんに教育を うけていると、テルポチ トラ トケ(テ ルポ

チ カ リの教師)と 呼ばれ、若者 を指導 し、かれ らすべてに語 りかけ る。だれかが非行 をお

こなえば、かれがそれを裁 く。審理 し、判決 し、裁 きを くだす。

もし、オキチ トリ(勇 者)と なる、すなわち4人 の敵 を捕虜 と して とらえたな ら、その

ときには、 トラカテカ トル、 トラコチカルカ トル、 クアウ トラ ト(い ずれ も高位の軍事指

導者職)に 昇進 した。 またアチカ ウ トリ(最 高級者)の 階級 にな ると、 それはいまや トピ

ル、す なわ ち警吏 ない し下級判事 と同格で あ り、かれ らだ けが人 々を逮捕 し、牢獄 に押 し

込 め ることがで きた。

これ らはすべてテルポボクテ ィン(テ ルOチ カ リの生徒)の 階級、地位である。

こう した生活 の形態 は一部 の者だけの ものではなか った。それは生活の形態であ り、そ

こでは、テルポボ クティ ンとよばれ る無数の若者 が教育 されていた。

テルポボクテ ィンの生活 は、けっ してきび しい もので はなか った。子 ど もたちが小 さい

ときは、そ こテルポチカ リでい っしょに寝て、そ こにいっ しょにいた。テルポチカ リか ら

姿 をけ し、そ こで寝 なか った時 には、罰せ られた。 そ して食事 はそれぞれの家で した。

なにかす るときはその場所 に集合 した。た とえば、(建 設 のために)粘 土 の塊をっ くっ

た り、壁、畑 の畝 、水路をっ くった り。共同作 業を した り、わかれて仕事を した。森にゆ

き、いわゆ る 「歌の たいまっ」(歌 の家のための薪)を あっめ、背 にかっいで きた。

日没の ころに作業をやめた。 そのあ と身 な りを ととのえ、盛装 をす る。 まず入浴 し、顔

をのぞ いて身体 に色をぬ る。 そのあ と首飾 りをっける。

成年男子 の年歳 にた っ した者、テ ィアカウア ン(軍 事指 導者)の 階級の者 は、 きわめて

おおきな海産 の貝の首飾 り、あるいは金の首飾 りを身 にっけ る。長 い巻 き貝の装身具 をみ

にっけ、革 の装身具 をまとう。そ して顔 に化粧 を した。それ は 「厚 く黒 い汗でおおわれ
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る」 と表現 された。赤土で化粧 し、装身具 をっ ける。耳飾 り,ト ル コ石の耳飾 りをっ け、

サギの羽根飾 りをつけ、 「チ ャルカのアヤテ」(薄 いマ ン ト)を っけた。

この 「チ ャルカのアヤテ」 は、小 さな巻 き貝を ちりばめた網の ように編み上 げた糸でで

きて いた。王の 「チ ャルカの アヤテ」 は、金製の小 さな巻 き貝が ちりばめ られて いた。 ク

ア クアチ クテ ィン(勇 敢 な戦士)の チャルカのアヤテは 「果物 カゴ」 とよばれた。 なぜな

らそ こか らおお きな糸玉 をた くさんた らしていたか らである。

太陽が しずむと、 クイカカ リ(歌 の家)と よばれ る建物 に火が と もされ る。テルポチカ

リの若者たちは、かが り火 をた く。暗 くなると、歌が は じまる。すべての ものが、夜半 ま

で踊 りをお どる。

その ときは、だれ もなにも身 につけない。そのよ うに して踊 る。すべて の ものが 「チャ

ルカのアヤテ」だけを身 にまとって いた。 じっさいに、ほとんど裸 にちかか った。

歌 がおわ ると解散す る。翌 日も、その翌 日も同 じことがっつ いた。かれ らはいっ しょに

それぞれの宿舎に もどる。そ こ、テルポチカ リの寮 で寝 る。

すでに成人 とな ってお り、 「この世 の ことが ら」をすで に知 っているものは、そち ら側

で、愛人 とい っしょに寝 た。

テルポチカ リの生徒 の飲酒への処罰。同棲、結婚 。テルポチ カ リの生徒の中か ら選

出 されることのない役人につ いて

第六章、 ここで はだれかテル ポチカ リの生徒が酒 に酔 っぱ らった時の制裁 と処罰 にっい

て述べ る。

テルポチカ リで は教育がお こなわれ、清掃す ることに じゅうぶん注意が はらわれ るので、

だれ もプルケ酒 を飲 まなか った。大人 びた、すで に力つよ くな った者が うま くか くれて プ

ルケを飲んだ。それ は厳重 に秘密 にされた。人 々の目のあ るところで は深酒 は しなか った。

おおいに秘密 に気 をっ けなが ら、飲 みす ぎることのな いよ うに した。

そ して 、だれか若者が酩酊 して いるのを見っけ られ た ら、酔 って道 を歩 いた り、寝そべ

ったり、歌 を うた っているのを見 られた ら、 どこかでだれか といっ しょに酔 っぱ らって い

るのを見っ け られた ら、す ぐに この ことで集会が開かれ、それを処罰す るための会合が も

たれ る。 そ して この ことは恐怖 をふ くらませ ることにな る。

もしそれがだれか平民であ り、そのへん にいるだれかだ とす るな ら、人 々の前 で打 ちの

め され る。 こん棒 で うち、 うち殺す。あるいは、絞首刑 にす る。だが、貴族の場合 には、

非公開で絞首刑 に した。

これ らの若者 は、二人 ない し三人の愛人 を もっていた。ひ とりは家 に、ほかの者 ははな

れた ところにば らば らに。

そ して、 「テル ポチ カ リの生徒が 自立す る」ときには、かれ らを卒業 させて くれ るよ う

に、上級生 にたい して、 クアチ トリというマ ン トをお金のかわ りには らった。10着 、金持

ちの場合 は20着 と。
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タチカウア ン(最 上級生 に して教 師)が 同意を し、(学 校 をはなれ る)許 可をあたえ、

「適齢期の若者」 といわれ ると、一人 の女性だけを妻 とす ることがで き、それを家 にむか

え ることにな る。

教育 を うけているテル ポチ トリは、 自分 のか ってな意思で 、テル ポチカ リの仲 間の もと

を離れ られない。 そ こテル ポチカ リにおいて年齢をか さねる。王の意思 によって、それを

命 じられて は じめて 、そこを卒業す る。

テルポチカ リにおいて、 テク トリ(法 務 、軍事、行政 の職務 をはたす役人 の称号 で有

給)と なることもまれで はない。 そ こで は、 トラカテカ トル、 トラコチカルカ トル、 クア

ウ トラ ト(い ずれ も高位の軍事指導者職)の みになることがで きた。そ こか らは、 トラカ

テ ク トリも トラコチテ ク トリ(最 高軍事指導者の地位)も 生 まれ なか った、なぜな ら、テ

ルポチカ リの生徒 たちの生活 は完全 によい もので はな く、その卒業生 には、女性や肉欲 を

求 ある ものがおお く、あざけ りの言葉、軽薄 な言葉、遊 び人 の粗野な言葉 をはいた り、声

高 に下品に話をす る傾 向があるか らで ある。

カルメカクへの子どもの提供と受け入れの儀式とロ上

第七章 、王や貴族がその子 ど もを どのよ うに してそ こカル メカ クにあずけたか、そ こカ

ルメカクを管理 して いた規則が どのよ うな もので あ ったか、 にっ いて述べ る。

王 や貴族 は、 あるいはカルプ リに住 む ものであ って も、その子弟を カルメカクにゆだね、

提供す る。

すべての貴族 は、 カル メカ クの生徒 である トラマカスケ(供 物 をささげる者=神 官 、カ

ルメカクの生徒 に入学 した時か ら神官 とな ると考え られた)と なる、なぜ な ら教育 の場、

カルメカクにお いて は、人 は矯正 され、教育 され るか らであ る。 そ こは階級的生活 の場所、

敬度の場 、知識の場 、知恵 の場、善良 の場、美徳の場、汚濁 のない場所 であった。 トラマ

カスケの生活、 カル メカクの教育には、非難 され るべ きことはなに もない。

王 、貴族、 テク トリ(高 官)、 あ るいは金持 ちの者 は、その愛す る息子 をゆだね る誓 い

をす る時には、飲み物 と食事 を用意す る。 トラマカスケを集 めて、 クアクア クイルテ ィン

(神官教 師)を 招待 し、母親 と して、父親 と して 、老人 と して会合を もっ。

老人 が誓詞を述 べ、 トラマカスケにあいさっをす る。っ ぎのよ うに言 う。

rおお、わが首長 たちよ、おお、 トラマ カスケたちよ、あなたがた はここに臨席 くださ

れた。 ここにその尊 い足 をは こんで下 された。 おそ らくその足 を棒 きれや草 にぶっけなが

ら、おそ らくその足 をひね り、つまず きなが ら

わが主があなかがたを ここに もた らして くれた。あなたがたが ここをお知 り下 さり、そ

れをお聞 き下 され る、実際 に、一っの首飾 り、貴重な緑 の羽根(子 ど もの比喩)を ゆだね

ることはわが主の喜 びであることを。

われわれ は夢み る。 われわれ はいそいで 目を覚 ます。実際 の ところ、子 ど もか ら、ほん

の幼児か らいった いどのよ うな ものになるので しょう。 もう赤 ん坊で はないのですか ら、
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紡錘 、織機の道具 をその手 にあたえる ことはあ りません。なぜな ら、 この子 は、あなたが

たの尊 い財産 、尊 い資産 だか らです。

いまわれわれ は、テラカ トル、 トピルツィ ン、ケッアル コア トル、 トリルポ トニキの神

に語 りかける。子 どもをカルメカクに、嘆 きの家 、涙 の家、哀 しみの家に入れ ま しょう、

そ こ、わが首長た ち、貴族たちが、教 えを うけ、教育 を され る場所 に。

そ こでは、 トロケ ・ナワケに懇願がな され る。そ こで はわが主の財産が受 けいれ られ る。

そ こで、かれには、たえまな く、さまざまな ことが らが、なげ き、涙 、ため息 とともに要

求 され る。

そ こで、わが主が人 々を選抜 して くだ され る。 そこで、かれが選んで くだ され る。 そこ

か ら、 「その尊 い家の場所」か ら。 そこで は、そ っと耳打ち され、すすむべ き道が しめ さ

れ、われわれの首長 たち、貴族が教育 され る。そ こで、わが 自子 は、わが主 のために、清

掃、清潔 にこころが け、身 を粉に して奉仕 いた します。

われわれ は、息子 を、あなたがたの力の もとに、その尊 い背 中に、その庇 護の もとにゆ

だね ます。 ど うか、あなたがたの尊 い心でかれをお許 しくだ さい、われわれ はあなたがた

にわが息子 をゆだね ます。その尊 い心 でかれ をお許 しください。 あなたがたはそ うす るた

めに ここに来 た。わが息子が、かれ らにっ いて行 き、教 え られている人 たち、教育 されて

い る人たち、昼 も夜 も苦行を行 っててい る人 々、その尊 い肘、尊 い膝 を使 って急 いで歩 く

努力 を怠 らない人 、わが主の名 をよび、嘆願の叫びをあげて いる人 々、涙 をなが し、苦 し

みを うったえ、ため息を もらして いる人 々の中にま じることがで きます ように。おお、 ト

ラマカスケたちよ、 これが、あなたがたが知 るべ き、聞 くべ きことのすべてです』。

これにたい して、 トうマカスケが それに答 える口上 の形式が ある。

rこ こにわれわれ は、尊 い呼吸、あなたがたの尊 い誓詞 を聞き、た しかに うけ とめた。

われわれを買 いかぶ らな いで下 さい。われわれを尊敬 にあたいす るもの と信 じ、考え るこ

とはお止 め くだ さい。 ここに、あなたがたの尊 い息吹、尊 い誓詞がな された、その首飾 り、

その貴重 な緑の羽根 ゆえ に、あなたがたが心 を くだかれ るの は、 もっともな理 由のあるこ

とです。

われわれ は、わが主、 トピルツィン、ケツアル コア トル、 トリルポ トンキの名 によ って

それを承知 しま した。主 は、あなたの首飾 り、貴重 な緑の羽根 にどのよ うにお命 じになる

ことで しょうか。 またあなたがた にどのよ うな指示が なれれ るで しょうか。首飾 り、貴重

な緑 の羽根 はどの ようになるで しょうか。

た しか に、われわれはぶ しつけな言 いかた しかで きません。 「主のお命 じにな るように

しかな りませ ん」。われわれは、わが主 、 トロケ ・ナ ワケにすべてを ゆだねます。主 はあ

なたがたのためになにを ご用意 なされ るか。われわれは大 きな期待 をいだいて います』。

このあと、かれ らは、子 どもを神殿 にっれて ゆ く。両親 は、紙 とコパル香 を もってゆ く。

王、貴族 は、マ シュ トラ トル(長 マ ン ト)、 マ ン ト、首飾 り、すば らしい緑 の羽根、緑色

の宝石を奉納 す る。貧 しい者たちは、小 さな紙、香、 イアウ トリ(扇)を もって ゆき、そ

れ らを奉納 した。
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子 ど もを神殿 にっれてゆ くと、黒い墨をか らだに塗 り、墨で顔を まっ黒 に した。 そのあ

と、かれ に トラ コパ トリ(薬 草)の 首飾 りをつけ させ る。貧 しい者 は、綿のぞ まっ な糸の

首飾 りをさせ る。その あと、耳 にきずをつける。神 の像 に子 ど もの血 をふ りかけ る。

も し子 ど もがあま りに小 さければ、親がっれ帰 る。 も し尊 い王の子弟で あったな ら、そ

こに首飾 りをお いてゆ く。 その首飾 りに、子 ど もの トナ リ(魂)が 宿 ると言われて いる。

かれの トナ リが苦行 をす ると言 われて いる。

もし子 ど もがかな り大 きくな って いるな ら、すで にあ る程度 の分別 があるな ら、かれを

そこ神殿 に残 してゆ く。 トラマカスケがかれを うけ取 る。 そのあと、生活、 カル メカ クで

の生活ぶ り、そ こでの規則 にかんす るすべての ことをかれに知 ら しめ る。

カルメカクでの規則

第八章、かれ らの生活の場で あり、 トレナマカケ(最 高聖職 者)と トラマカスケ(カ ル

メカ クの生徒)が 教育 され る場であ るカルメカ クで遵守 され るべ き生活 の形態 にっいて述

べ る。

第一 の こと、そ こカルメカクにお いて、すべての トラマカスケが寝泊 まりす る。

第二 、なんで もみんなでお こな う。夜 明け前で も清掃 をお こな う。

第三 、 日中 に、す こ し身体の大 きい ものは、刺 を さが しにゆ く。それ は 「刺 を切 る」 と表

現 され る。

第四、すで に トラマカス トトン(年 少生)に な っていた ら、夜で さえ も、真夜 中であ って

も、森 にゆ くことを は じめる。薪 をあっめ、丸太 を背 中にかっ ぐ。カルメカクで夜 どお し

で燃 や して、 トラマカスケ はそれを寝 ずの番をす る。

もしある場所 で(建 設のために)粘 土の塊、壁 、耕地 の畝、水路をっ くる必要があ るな

ら、夜で あって も出かけてゆ く。守衛 の役 をはた し、人 びとに食べ物 をあたえねばな らな

い。 グループで行動 し、だれか欠 けることがない。 日々規律 ある生活 をす る。

第五 、仕事をお こた らず、その宗教 的義務を、カル メカ クの義務 、苦行を しるよ うにな

る。またす こし陽のあ るうちに、あるい はたそがれ どきには、 「刺 を切 る」 と言われ る。

かな り暗 くな り、真 っ暗 にな ると、 トラマカスケは 「刺 を並べ る」 と言われ ることを は じ

め る。

ひ とりひと りとそれをお こな う。 まず最初 に水浴 し、大 きな巻 き貝 、さげ香炉、 コパル

香をっめた袋を もち、そ してたいまっを もっ。それか ら、刺 を並べ は じめる。 はだか にな

る。

はげ しい苦行をのぞむ者 は、おそ らくニ レグア も遠 くまで刺 をあっめにゆ く、森 に も、

平原 に も、水辺 に も。 テ イカ トトン(カ ルメカクの年少生徒)や かれの代理 の者 は、半 レ

グァ ぐらいまで刺 をあっめ にゆ く。生徒 は、その大 きな巻 き貝 を鳴 らしなが らゆ く。 そこ

に着 いて 、刺 を さ し、それを吹 きなが ら帰 って くる。

第六 、生徒 はそ こで寝泊 まり した。 ひとりひとり別 のベ ッ ドで寝た。 ざこ寝 す ることは
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なか った。

第七、食事 はそこでみんない っしょに とった。そ こでみんなと同 じものを食 べた。そ し

て、 もしだれかに自分の家か ら差 し入れがあ って も、 自分 だけの もの と してひ とりで食べ

ることはなか った。

第八、真夜 中に、 「夜が切 り裂 かれ る」と言われ るとき、みんな起 きだ して、お祈 りを

した。寝す ご して(そ の義務を)お こた った ものを処罰 す るためにみんなが集合す る、耳、

胸 、下肢、む こうずねか ら血を流 させ る。 こうした ことで恐怖が広 まる効果をあげる。

第九 、それか らだれ も高慢 にな らず、だれ も恥知 らずな行動 をとることはなか った。規則

正 しく生活を して いた。 もしあ る時、だれかが プルケ酒を飲 んだ り、あるいは女性 におぼ

れた り、なにか重大 な ことを しでか した ことが露見 した ら、その者 を逮捕 した。同情 はな

か った。火 あぶ り刑 か絞殺刑に された、あるいは生 きた まま焼かれ、あるいは弓で射殺 さ

れた。軽 い罪 をおか した者 には、耳、脇腹 、下肢 を刺 あ るいは骨で突 いて血 を流 させた。

第十、 この ように して、 こど もたちは重大 なあや まちを犯 さな いないよ うに と教育 され

てお り、耳か ら血 を流 させ、 イラクサでぶ った。

第十一、真夜 中に水をかぶ り、上級生 は水 の中で水浴 した。

第十二、断食 の時 には、みんながそれを守 った。正午 になると、すべての子 どもたちが

食事 を した。断食 の時 には、 「水のタマー レス(蒸 しパ ン)を 食べ る」 と表 現 され、なに

も食べ なか った。

あ るもの は、夜 中まで食事を し、つ ぎの 日の夜 中 まで断食 を した。 ある ものは正午 まで

食事 を し、っ ぎの 日の正午 に再 び食事を した。 また寝 る前 にはなんに も、水 さえ もと らな

か った。 もし食 べた り、9あるいは飲んだ りすれば、断食 は破 られた といわれた。

第十三、上 品な話 し方 がよ く教 え られた。品 よ く話 さないと、人 び とはかれにあいさっ

をせず、そのあ と血をなが させ る処罰を した。

第十四、かれ らには、歌が、いわゆる 「聖な る歌 」がよ く教え られた。本 を読んだ。 占

いの しかた、夢 占いの本、暦の本が よ く教 え られた。

第十五、性的 自制、貞潔 な生活 は トラマカスケの誓願 であ った。 どこで も女性 には目を

くれなか った。節制の誓願 をたてた。だれ もうそをっかなか った。神聖な ことが らに没頭

した。聖職者 たちは神 々にふか く敬意をは らって いた。

ここで は、 トラマカスケの生活 につ いて語 るの はこれで十分であ る。 はな し足 りな いと

ころもおお く残 されて いるが、それ は別 の場で述 べよ う。

カルメカクとテルポチカ リへの子 どもの委託 と受 容の儀式

第三十九 章、母親や父親が、その男の子 や女の子 を、あるて いどの年齢 にな り、分別 が

っ いて くると、カルメカクにあずけて生活 させ ることにつ いて述 べる。

子 どもがゆ りか ごにい るとき、子 ど もを愛す る者 たちは、子 どもが死んで しまわない こ

とを願 って、す ぐに神殿 に差 し出 し、そ こに所属 させ るよ うに させ た。母親 と父親 は、 こ
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ど もを、 カル メカ ク、 あるいはテルポチカ リの どちらにあず けるかを決 めた。

もし男の子 をカル メカクにあず けると した ら、 トラマカ スケにす るために、罪 を悔 いた

生活 をさせ るために、貞潔に生活 させ る、平静な、禁欲 の生活を させ、世俗 の塵芥 に目に

す ることがな いよ うにさせ るためにカル メカクにあず ける といれわ る。

もし女の子な ら、またつ ぎのよ うに言 われ た。 「シウア トラマカ スキ(カ ル メカ クの女

生徒)と な るために、 イ ピ(神 殿 に仕え る女性)と な るために」。 また禁欲の生活を し、

世俗 の塵芥 にまみれないために、イチポボ クテ ィン(女 性教師)が 見守 るところで、彼女

らとともに生活をす るよ うに。 イ ピたちは、 カル メカ クに所属 して、監視 されていた とい

われ る。生徒 たちは家 の中に収容 されていた。

こう して子 ど もは神殿 にあづけ られ、委託 された時には、祝宴がお こなわれ、食事 や飲

物が用意 され る。

もし男の子、あ るいは女の子 が、テルポ クパ ン(テ ルポチカ リの別名)に 所属す るとき

には、テルポチ トラ トケ(テ ルポチカ リの教師)が 招待 され た。飲 み、食べ、 じゅうぶん

満足な もて な しを受 けた。子 どもたちをみずか らの所有物 とす るために、 きっぱ りと、結

婚の年齢 にいたるまで、みずか らの所有物 として育 て るために、子 ど もをあず か り、両腕

でだ きとめた。

こうして 、子 ど もの下 くちびるを傷っけそこに小 さな穴 をあ けて、テルポチカ リに所属

す ることの しる しとされた。

テルポチカ リに所属 す る女の子 は、イチボ クテ ィア ククアウ(テ ルポチカ リの女性教

師)と よばれ る世話 をす る役 目の女性たちの手 にゆだね られた。

女の子 はす こし大 き くな くと、歌 の家で生活す ることになる。そ して、モ ヨコヤとい う

名を もっ、テスカポ リ トカの名 を もつ、 ヨア トルの名 を もっ神 に仕 え、所属す ることにな

る。 こう しての ちは じめて、その尊 い父 といっ しょ、尊 い母 とい っしょに生活す る。

もし男の子が カルメカ クに所属すれば、 トラマカスキとなり、女の子の場合 もまたその

名でよばれ る。 シウア トラマカスキ(カ ルメカクの女生徒)と なると きにもまた、食事 と

飲物 を用意す る。老人の トラマカスキ(神 官)が 招待 され る。その神職名 は クアクイ リと

よばれる。かれ らが招待 され る。

そ してかれ らは、 それをケツアルコア トル とよばれ る トラマカスキ(神 官)に 知 らせた。

なぜな ら、 この人物 は、人前 には姿をみせず、威厳 にみ ち、人 々を震えあが らせ、神 とみ

な されてい るか らであ る。神殿 と宮殿 にだけ出入 りして いた。

その後 に、かれ らは女 の子 を神殿 にっれてゆ く、そ こにあずけ、 そ こに所属す る ものと

させ、その子 をそこに提供す る。かれ らは、その子を受 け取 り、その腕 にだ く。その子を

っれて ゆき、 トラマカスキたちが仕えて いるケ ツアルコア トル とよばれ る神 に紹介 をす る。

つぎのよ うに呼 び掛 け る。

rおお、 トラカ トル、おお、わが主 よ、おお、 トロケ ・ナ ワケよ、 ここにあなたの尊 い

尻尾、尊 い翼で ある平民が ここにあ ります。あなたの御前 に、母、父が、娘をっれて きま

した、その子 をささげ るにまい りま した、その子 を寄進す るためにまいりま した。
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彼女をおまちがえ にな らないように、なぜ な ら、その貧 しき者 は、あなたの尊 い所有物

で あるか らです。 ど うぞお納め下 さい。あなたの ために ここを掃除す るで しょう し、あな

たの尊 い住居 を、苦行の家 、嘆 きの家、涙 の家 を清潔 にす ることで しょう。そ こで貴族の

娘 たちは、あなたの尊 い腹 、あなたの尊い首(聖 なる ものを もちそれを体内に とどめて い

ることの比喩)に その手 を さ しだす で しょう。 そ こで あなた は名をよばれ、あなたは呼 び

かけ られ、敬度 に祈 りが ささげ られ、あなたの息、 あなたの言葉 が希求 され る。

ど うかその娘 たちにお恵みを くだ され ます よ うに。彼女をお納 め くだ さい。他の女の子

のなかで も彼女 に ご配慮 を。苦行を してい る者 たち、 トラマ カスケたち、(髪 を)短 くし

た娘 たちの間にお含め くだ さい。

おお、 トラカ トル、おお、わが主 よ、おお、 トロケ ・ナワケよ。 あなたの尊 い意思をそ

の者 に与えた まえ。 あなたがその者 に手渡すべ きものを手渡 して下 さい。その娘 に報 いる

べ きものを もって』。

その後 に、彼女 に しる しをつける、すでにあ る程度 大き くな っているな ら腰 に切 り傷 を

っけ る、胸 に切 り込みをつけ る。

まだほんの小 さい女の子な ら、ヤ クア リ(数 珠)の 首飾 りをかける。大 き くなるまでヤ

クア リの首飾 りをつ けさせてお く。

小 さな子 ど もには、 その尊 い父親 、尊 い母親が 、男の子、女 の子 を教育す る。おお き く

な ると、男の子 は、神殿 に、カル メカ クに、苦行 の家 に入 る。女 の子 は、おおき くな ると、

またカルメカクに入 る、そ こにはイピ(女 性神官教師)が お り、それを監視す る。

ほ らがいが 鳴 って も起床 しない者 に水 をかけ る(フ ロー レンス絵文書 挿絵)



生徒の軍事的監視活動への参加

第四章 、 ここで は王(ト ラ トアニ)が 、夜 間 と日中を とわず、戦争のたあの準備 をお こ

た らず どのよ うな監視 を して いたかを述べ る。

王 は、昼 も夜 も、都市 を防御 す ること、軍事的警戒をお こな うことにおおいに留意 して

いた。警備が じゅうぶんにお こなわれるように、ある時不意 に敵 によって メキ シコ市が包

囲 されないよ うに、敵の連合軍が形成 されないよ うに、罠が しかけ られないよ う厳 しい命

令をだ した。

王 は、酩酊 した者がないよ うにとおおいに警戒 した。彼 自身 が、夜 にたびたび街 中を巡

回 してな され るべ きことをみて まわ った。おそ ら く トラマ カスキ、 ティアカカウ(上 級

生)は 監視 されなか った、おそ らくすでに ミシュ トリ、 トラバ トル(と もに向精神性 の薬

草)、 プルケ酒 を使用 していた。

王は、すべての高位の軍人が、昼夜 をとわず、敵国 との国境 で監視 をす るよ う、部隊 と

戦場への道を整 え、スパ イを、すなわち、 ひそかに入 り込み民衆 にちかづ く者を捕 らえる

よう、厳 しく命 じていた。戦争 の布告がいつな されて もいいような時 には、急 いでその配

下の要人 に軍事的警戒の準備 をす るように呼びかけた。

もしスパ イが捕 らえ られ ると、それを見せ しめのたあに死刑 と し、撲殺 した。 もし敵 の

スパ イがメ ヒカ人 と知 り合 いとな り、その家 に宿泊す るよ うな ことが発見 され ると、見せ

しめと して、 その家 の住人、その子 ど もも死刑 にされた。かれ らの財産 は没収 され、その

家 は取 り壊 され る。

また王 は、昼 も夜 も、なに者 かが突然に市 を攻撃す ることのないよ うに、敵が接近 す る

ことがないよ うにと、市 の内部 が監視 されるよう厳重 に命 令 していた。王 と民衆がい っ し

ょに行動す るため に、王 は、テルポチカ リの教師、上級生 、そ してすべてのテル ポチ カ リ

にたい し、毎 日夜 には、歌 をうたい踊 りをす る命 じていた。 メキ シコ市 をとりま くすべて

の都市 に聞 こえるよ うに、王 もメヒカ人 も眠 って いない ことを聞かせ るたあに。

夜 がふ けて くると、テ ノチカ人(テ ノチティ トラ ン人)、 トラテ ロル コ人 、その他 の近

隣の人 び との トラマカスケが笛 を吹 き、木製の太鼓を打 ちな らした。 トラマカスケた ちが、

それぞれ苦行 を行 うためにさまざまな場所 に、 あ らゆ る丘 の頂上に出かけてゆ くときに。

この ように してだれか不審 な ものにであ ったな ら注意 を うなが した。夜 明けごろに もどっ

て くる。 こうした夜毎 に、監視を して いるので ある。

おお きな宮殿、政治 の場所で は、また夜 どお し警戒 がな され、王のすまい、裁判所、政

庁、貴族役人の家、参謀本部、隊長の家、歌の家、招待所 、市のすべての要人 たちの住居 、

カルメカ ク、各 カルプー リの集会所 、さまざまな場所 にあるテルポチカ リ、各地 区に松の

木のたいまっが焚 かれて いた。 この よ うに して警戒を して いた。テルポチカ リの生徒 は合

宿 していた。だれ も自分 の家で寝 なか った。 テルポチ カ リの生徒の義務 は、街 中の警戒を

す るために、森 にでかけて薪をあつ め、警戒 をす るために毎夜 それを燃 や し、火 を焚 くこ

とであ った。
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丘の上 でのカルメカクの生徒の苦行

トレナマカケ(高 位聖職者)、 トラマ カスケは、暗 くなると出か けてい った、それ は

「すで に、ふ たたび吹奏楽器が鳴 らされた」 とい う言 いかたを された。

最初 に、神 の像の まえで、刺で、マゲ イの刺 で血 を流 した。っ ぎに、ひ とりひ とりでか

けた。 はだかであった。ただ ヤ クア リを いっぱいに詰 めた、 ヒモで しば った袋 だけを もっ

てい った。 これはススと混ぜ合 わせた噛み タバ コであ る。 それを噛みなが らいった。

それぞれ は、手 に香炉を もち、運んで ゆ くみ ちす じに煙 をなびかせ る。 コパル香 と松の

小枝 をは こぶための小 さい袋 を もち、腕 にはそれぞれの供物の枝、血 まみれの刺 、そ して

ホラガイ、吹奏の楽器 を もってい った。大雨であ ろうと、凍 るよ うな夜 で もでかけて ゆ く。

そこに、す なわち、苦行 を し、供物を ささげる丘 の上 に着 くと、火をた き、供物 の枝 を、

血 まみれの刺を置 く。

メ ヒコに、真夜 中にホラガイが鳴 りわた るのを聞 く。

メ ヒコに真夜中にホ ラガイが吹 き鳴 らされると、っつ いて、 あち こちで トラマカスケた

ち、苦行者 たちが、供物 をささげる丘の上 で、そのホ ラガ イを鳴 らす。

そのあ と もどる。それぞれの ほらが いを鳴 ら しなが ら。夜 明けの ころにはカル メカ クに

もどって くる。

自己犠牲で下肢から血をながす若者(フ ローレンス絵文書 挿絵)



フロー レンス絵文書の一 ペー ジ ナワ トル語 の筆記部分



5.征 服 の 前 と 後

ベ ルナ ル デ ィー ノ ・デ ・サ ア グ ン

[テ キ ス トの解説]

これまでの章 にお いて、サアグンの記念碑 的プロ ジェク トの一部をみて きた。われわれ

は、すで にサアグ ンが イ ンデ ィオ情報提供者 か ら得た言葉 をスペ イ ン語 に翻訳 した ものを

読んで きた。 しか し、 いまだサ アグン本人 の言葉 、本人の意見 を知 らない。 この章 ではそ

れ にふれ る。

かれの思 いは苦 々 しい ものである。旧来の宗教 の残存、期待 をよせて いた若者の無軌道

ぶ り、 さまざまな慣習 の衰退、イ ンデ ィオの教育 にたいす るスペイ ン人 の反感、疫病 によ

る ヌエバ ・エスパーニ ャの人 口の減少 は、 この部分で書 かれてい る1536年1月6日 か ら15

76年 までっつ いたサ ンタ ・クルス ・デ ・トラテロル コ学院 に関連 した仕事 にっ いてかれに

深 く考え させて いる。 それは、40年 間に もおよぶ教育 、イ ンデ ィオの改宗 、道徳の向上 に

心血 をそそいだ仕事 であ った。それ は、 ヌエバ ・エスパ ーニ ャにおけるの影響力のあ る鐸

々たる名士 たちの反感 を うけなが らも、征服の荒波 のなかで消え さった古いイ ンディオた

ちの学校 に も匹敵す るあ らたな教育機関にその活路 を見 いだす ことに期待 を もって いた一

人 の老人 の厭世的な視線 である。 この地 の悪習の影響 に染 ま ったその異教徒 たちは、厳格

な公教育 に活路 を見 いだ して いた。かれ らの機関 に浸透 して いた偶像崇拝の要素 を排 除 し

なが ら、それをまね ることが必要 であ った。

われわれ はまた、 この フランシス コ会士 の言葉のなかに、異質 な信仰 を突然 に押 しっけ

られ ることよってひき起 こされた家庭の分裂 の痛 ま しいイメー ジを見いだす ことがで きる。

自分たちお父親 、 自分た ちの民衆にたい して襲 いかか る狂信的 な若者 の集団の出現 を。か

れ らにたい してサア グン修道士 は、福音伝道者 と しての、 自 らを真実の所有者 であ ると信

ず る者 の、不寛容 な者の もつ冷淡 さを もって語 って いる。 これはサア グンの悲 しむべ き側

面であ る。 しか し、それ はこの人物 の不可分 の部分であ る。

テキス トはrヌ エバ ・エ スパ ーニ ャ全史』(BernardinodeSahagun,,Historiageneral

delascosasdelasNuevaEspana.)[1979年 メキ シコ ポルア出版社]の 版 の第10巻

第27章 か らと られた。

注)以 下に引用 されている章につ いて は、 この著作 を抄訳編集 した、サアグ ン 篠原愛人、

染 田秀藤 訳r神 々とのたたかい1』(ア ンソロジー新世界 の挑戦 第9巻 岩波書店

1992年)に おいてすでに邦訳 がなされている。す ぐれ た翻訳 と思われ るので ここで はそ

の訳(144～158頁)に したが う。
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留意されるに値する著者の陳述(第10巻 第27章 の挿入部)

メキ シコの先住民が異教 を奉 じていた時代 に具えて いた才能や技能、 また彼 らが美徳あ

るいは悪徳 とみな した ものにつ いて書 いて きたか ら、彼 らがその後 、今 日まで身 に着 けた

技能、美徳、悪徳 に触れてお くの もあなが ち筋違 いではないと思え る。

最初 の点に関 して は、先住民が スペイ ン人 の工芸技術を見 よ う見真似で修得 し、 うま く

使 いこな して いるのを、私たちは経験上知 って いる。例え ば、測量 の知識 を要す る技能 、

っ まり建築の技能 を彼 らはスペイ ン人 と同 じように理解 し、実践 して いる。左官、石工 、

大工、洋服の仕立 て、靴作 り、生糸作 り、印刷工、書記 、教師、出納係、単旋律聖歌や複

旋律聖歌の楽士な どの技術 もそ うであ り、 フルー ト、ブラ ジョレッ ト、サ ックバ ッ ト、 ト

ラ ンペ ッ ト、オルガ ンの演奏や、ラテ ン語文法、論理学、修辞学、星 占術、神学 の知識 で

もスペ イン人 にひけを取 らない。私た ちは、以上のいずれ の分野で も優秀で、それ らを習

い、知識 と して身 につけ、人 にも教えて いることを経験 か ら知 っている。彼 らが覚え きれ

ない、使 い こなせない技芸 などないのであ る。

その昔く彼 らは国の統治 や神 々へ の奉仕 とい った点 で、いま以上 の能力があ ったが、そ

れは彼 らが人 々の必要 に応 じて統治 に当た って いたか らであ る。 そのため、子供 は男女 と

も成人す るまで きわあて厳格 に しつけ られた。 しか も親元 で しっ けたので はない。 とい う

の は、各家庭 で子供を しっけるほどの力が親 にはなか ったため、熱心 で厳 しい教 師の下で、

男女別 々に、共 同で教育 したのであ る。 そこでは、いか に神 々を崇拝 し、国や統治者 を尊

び、忠節を尽 くすべ きかが教え られた。教師に従 わず、教 師を敬わない者を懲 らしめるた

め厳 しい罰則 があ った。特 に、50歳 になるまではオ ク トリ酒を飲 まないよ う細心 の注意が

払 われた。彼 らは昼 も夜 も次か ら次 へ と任 務を課 され、厳格 きわま りない しっけを受 けた。

そのため、男 も女 も精力 があ り余 った り、みだ らな欲望 に支 配 され ることがなか った。神

殿 で暮 らす者 は、昼夜 を問わず次々 と仕事があ り、自 らも節制 を積んだので、みだ らな こ

とまで頭が回 らなか った。兵役 についている者 は、先住民間の争 いが絶 えないため、停戦

にな ることも、戦場での任務がな くな ることも稀 なほどであ った。

この統治法 は、 自然および道徳の理 に見事に適 った ものであ った。 というの は、 ここは

豊 饒温暖の地 であ り、当地 を支配す る星座のせい もあって、人 間の性質 と邪悪、かっ怠惰

で、邪欲 に耽 るよ うにな りやす いか らである。道徳の理を通 じて先住民 は、経験的 に、道

徳に即 した高潔 な生 き方 をす るには厳格 さと真面 目さが、 また国のためにひたむ きにっ く

す ことが必要 である ことを学んだ。 スペイ ン人 の到来 によって この美風が消えたため、ま

たスペイ ン人 は先住民 の もって いた統治の しきた りや作 法を根絶 し、葬 り去 り、彼 らを野

蛮な偶像崇拝者で あるときめつ け、聖俗両面 で彼 らにスペ イ ン人 の生活様式 を押 し付 けて

きたため、彼 らの統治法 はす っか り廃 れて しまった。確かに、偶像崇拝に関わ りのあ った

遺物 や建造物 は、一っ残 らず、 また、偶像崇拝 の儀礼や儀式 と渾然一体 とな って いた国の

しきた りも、根絶す る必要 があった。す なわち、統治 に使 われた この国の しきた りの ほと

ん どすべてが、偶像 崇拝 と関わ っていたために、何か ら何 まで打 ち壊 し、偶像 崇拝のかけ
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らさえ残 らない、 これまで とは異な る文 明的生活(を 送 る能力)を 身に着 けさせ る ことが

必要であ った。

しか し、 この新 しい文明的生活 によって育て られた者 も性格 や素行が悪 く、そのために

神 か らも人 か らも憎 まれる存在 となってお り、 しか もそのために彼 らが大病を患 い、短命

に終 わることが分か ったいま、何 らかの手段を講 じる必要 があろ う。だれが見 て も、この

第一原因 は飲酒で ある。 かつて飲 み騒 ぎは死罪 とい う厳罰 があ り、今で も鞭打ちや虎刈 り

の刑、一年あ るいは数か月 の奴隷化 とい う処罰 がある ものの、いずれ も飲酒 を止 め させ ら

れるほどの罰則 ではない。 この悪習を止 めるよう説教師が 口を酸 っぱ く説 き、地獄 の話で

脅 して も、一向に改 ま らない。彼 らの泥酔ぶ りは常軌 を逸 してお り、国に とって も、飲み

騒 ぐ者 たちの健康 や救霊 もに有害無益 である。飲 み過 ぎて多 くの人が死に、酔 っ払 って殺

しあい、罵 りあい、暴力を振 るいあ う。飲酒 は国を乱す もとに もな って いる。国を治 める

者 は、(酒 を飲んで)自 分の顔 に泥を塗 り、面 目をっぶ し、仕事の上で失態 を演 じ、その

職に相応 しくないと見 なされ る。 さらに、飲酒癖 があれば、司祭職に も不適格 と判断 され

る。 これ は、司祭 に必要 とされ る節制、っ まり貞 潔を守 るのが、特に酒飲みには難 しいか

らである。

最初 は先住民 を聖職者 に養成 す る試み も行われ た。その当時、彼 らが教会の諸 々の事柄

を理解 し、聖職者 と して生 きてゆ くのに適 しているだ ろ うと、私 たちには思えたか らであ

る。そ こで、聖 フラ ンシス コ修道会 の僧服がイ ンディオの若者二人 に与え られた。当時(

修道院)い た者 の中で、彼 らが(修 道士 になるには)最 適で、最 も俗世 に染 まってお らず、

カ トリック信仰の教 えを自分の村の人 たちに熱心 に説 いて いたか らであ る。二人が私たち

の僧服を着 て、私 たちゐ聖 フラ ンシスコ会 の徳を見 にっけ、それまで どお りの情熱 を もっ

て教えを説 けば、人 び との霊魂 に大 きな実 を結ばせ るだろ うと思われた。 ところが、僧服

を与 え、聖 な る宗教 の事柄を彼 らに教えよ うとした矢先 に、彼 らがその身分 にふ さわ しく

な いことを見せっ けられたため、彼 らか ら僧服を取 り上 げた。以来 この方 、イ ンデ ィオは

修道会 に受 け入れ られず、司祭職 に不適格 と見 なされて いる。

当時、修道士 はまだ先住民の言葉 を知 らなか ったので、清純で、適任 と思 えるイ ンディ

オに教理を精 いっぱ い教 え込み、修道士のい るところで、そのイ ンデ ィオたちが人 び とに

説教す るように した。 しか し、修道士が言 葉を修得 して 自ら説教 し始 めると、イ ンデ ィオ

たちには説教 させ な くな った。彼 らは悪質で、修道士 の前では純真な正直者 を装 っている

が、実際 はそ うではな いことが分 か ったか らである。彼 らはこういう芝居が実 に うまい。

私 はこの国の先住民の欠点 や支離滅裂ぶ りにもさほど驚かない。 というの は、当地 に住 む

スペ イ ン人 も、そ して この国 に生 まれたスペ イン人 はいか にもイ ンデ ィオその もので、見

かけはスペイ ン人 のよ うで も性質 は違 う。本国生 まれの スペ イン人で もよほど気 を付 けな

い と、 この土地 にきて ほんの数年で まった く人 が変わ って しまう。思 うに、 これは当地 の

風土 あるいは星座 のせ いである。 しか し、私た ちが大 いに恥 じ入 るべ きことがあ る。賢明

博学 なインデ ィオの長老たちはこの土地が住人 たちに植え付け る害悪 に対処 す る術 を心得

てお り、 自然(の 力)を 克服す るための修行を積 んで、 自然 に立 ち向か ったの に対 し、私
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たちはと言えば悪い傾 向に流 され るが ままであ る。確か にこの土地で はスペ イン人で もイ

ンディオで も、御 しがたい人た ちが育っ。父親 も母親 も、 この土地が生 み出す邪習や情 欲

か ら子供 たちを引 き離すだけの力 を持 って いない。かつて ここの先住民が 自分の息子や娘

を国 に託 して育て、親任せ に しなか ったのは当を得て いた。 もし、その ころの統治法が偶

像崇拝の儀礼 や迷信 に汚染 されて いなけれ ば、 きわめて有効 な方法で あ った と私 には思わ

れ る。 その偶像崇拝的要素 をす っか り洗 い落 と し、根底か らキ リス ト教 に即 した統治法に

変えて、 それを このイ ンデ ィオ とスペイ ン人の国に導入すれば、 どち らの国か らも巨悪を

取 り除 き、統治者 の手間 は大 いに省かれ ることにな るであろ う。 しか し、今では(修 道 院

付属 の)学 校 で教 え られてい る子供た ちも私 たちの手 に負え な くな った。 それは、かって

は子供 たちが抱 いていた恐 れや抑圧がな くな ったために、また彼 らが異教を奉 じて いた頃

のように私 たち も子供 を厳格 に厳 しくしっけて いな いために、彼 らは、以前 に長老 たちの

下で教え られた ようには命令 に従 わず、 自 ら学ぼ うとせず、教わ った こと も身 に着 けない

か らであ る。

かってかれ らの国 において は子供 は男女 とも神殿で育 て られ、 しっけ られ、神 々の崇拝

や国への忠節 を教え込 まれて いた ことが分 か って、最初 は私 たち もその方法 に習い、子供

たちを修道院で育て、そ こに隣接す る専用の建物 に寄宿 させ た。 そこで は真夜 中に起床す

ること、聖母への朝課を唱え ること、夜が明 けてか ら時課を唱 えること、さ らには夜 に自

らの体 を鞭打 ち、黙疇を捧 げる ことも教えて きた。 しか し、以前 と違 って彼 らは肉体労働

を しな くな った こと、抑えが たい情欲が起 こる年 ごろにな った こと、かって 自分 たちの国

で食べて いたのよ り良 い食事 をとるよ うになった こと、そ して私 たちが彼 らに対 して分 け

隔てな く優 しさと慈悲を もって接 した ことなどが理 由で、彼 らは性 に目覚 めるよ うにな り、

淫 らなことを知 り始 めた。 そ こで、私 たちは彼 らを修道院か ら追 い出 し、両親の家 で寝起

きさせ、朝、学校へ来て読 み書 きや歌 を習 わせ るよ うに し、今 もその よう して いる。 しか

し、 この習慣 も少 しずつ弛緩 して きてお り、読 み書 き、歌を 自ら進んで教 える ことに誇 り

と熱意 を もっ人が彼 らの中にはほとん どいない。私 たち 自身がその任 に当た らねば、修道

院付属 の学校 で さえ、読み書 きや歌唱や音楽を正 しく教え られ る人 はいない。 ほとん ど何

もか もが凋落の一途 を辿 っている。

女性 にっ いて も試 してみた。つ ま り、偶像を崇拝 していた頃に は神殿で仕え、貞操を守

る女性 たちの尼僧 院が あったので、彼女 たちがキ リス ト教 に帰依 して修道女にな り、終生 、

純潔 を守 る適性 を具えて いるか調べたのである。そのために尼僧院や女性信徒 の会が作 ら

れ、宗教上 の教育 が彼女 らに施 され、多 くの女性が読 み書 きを覚えた。 そこで、私 たちの

目か らみて も、信仰 の教えを十分 に受 け良識のあ る年配 に婦人 を ほかの女性の上長 と し、

女性 たちを管理 させ 、キ リス ト教の事柄 や良 い習慣 の諸 々を教え させ よ うと した。確か に、

当初 、私 たちは先住民の男性 は司祭や修道士 に、女性 は修道女になれるだ ろうと考えて い

たが、期待 はずれに終わ った。経験 して分 か ったのだが、その ころの彼 らにそのよ うな完

壁 さは望むべ くもなか った。 こう して、当初 目指 した先住民の信者の会 も修道 院 も頓挫 し、

いまで もこの計画 は実現の 目処 も立 っていない。
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やは り最初 の頃、修道士が常駐 して いるチ ョルーラや ウエホツィ ンゴなど ヌエバ ・エス

パーニ ャのい くっかの町で、次 のよ うな措 置が講 じられた。結婚す る ものは修道院のす ぐ

近 くに自分たちだ けの村 を作 り、そ こに住 み、毎 日、修道 院ヘ ミサ に与 か りに通 い、(修

道士 たちは)彼 らにキ リス トの教 えや夫婦 の共同生活 の仕方 を説 くように した。 これ は、

彼 らが、両親 と接 しておれば感染 しかねな い偶像崇拝な どの悪習 に染 まるのを防 ぐ、効果

的な手段であ った。 しか し、 これ も長続 き しなか った。 とい うの は、彼 らは大部分 の修道

士を見事 に欺 き、偶像 崇拝 はその祭儀」祭 礼 とも完全 に忘れ去 られ、忌み嫌われた と思 い

込 ませ た。修道士 はみな先住民がみな洗礼に与 か って、真の神の僕 にな ったのだか ら、 さ

ほど偶像崇拝 に過敏 にな る必要 はない と考 えた ほどで あった。 ところが、 これ は全 くの嘘

で あった。 その後 これ まで、私た ちがは っきり確認 した よ うに、偶像崇拝、飲酒癖 など、

諸 々の邪習の津 はたま り、止 まるところを しらない。先述の方策が 当初の とお り進 め られ

ておれば、また実 際に実施 された場所 は少なか ったが、 もし至 る所でそれが行われ、かっ

今 日まで継続 されておれば、 この問題 はもっと改善 されて いたであろ うが、今 とな って は

ほ とん ど手 の施 しよ うが ない。

洗礼を受 けていなが ら多数の妻 を もっ者 を(キ リス ト教式 に)結 婚 させ る際に、法 が定

め る正妻 と妻合わせ るのに、私 たちはかな りの苦労 と困惑 を経験 した。親族 関係を調べ最

初の妻 を割 り出 し、その女性 と結婚 させ ようとしたが、私 たちは複雑 な迷路に紛れ込んだ

のである。彼 らはだれが最初の妻 か言を左右 し、一番気 に入 りの女性 と結婚 しよ うと嘘八

百を並べ立てたか らであ る。かっては正妻 を嬰 る際、儀式 が行われたが、だれ とその式 を

挙 げて結婚 したかを知 るには、彼 らが異教徒 だ った頃の偶像崇拝の儀式 や祭礼 を調べ回 り、

熟知 してお く必要が あった。それに、当初 と私 たち も言 葉がよ く分か らなか ったので、い

ま理解 して いるほどに正 しく見抜 くことはほ とん どで きなか った。 また、告解 や聖体拝領

な ど結婚以外の秘跡 について も、正 当な手順 を踏んで行 うのにはかな りの困難 を経験 し、

いまなお、 これ らの秘跡を正 しい手順で受 ける人 はご く限 られて いる。 そのよ うな状況 に

私たちは辟易 し、彼 らがキ リス ト教 をいかに 自分の ものに して いないか思 い知 らされてい

る。

最初 の頃、私 たちが学校で育 てた(貴 族 の)子 供た ちや、教会の中庭で教えを受 けてい

た(平 民の)子 供 たちが、よ く私 たちの手助 けを して くれた。私たち は旧来の方法 に従 い、

有力者 の子供た ちを私た ちの学校 で読 み書 きや歌 を教え る一方、平民の子供たちには中庭

で キ リス ト教の教理 を説 き授 けたのである。平民 の子供 たちは大勢集 まり、教 え られて し

ば らくす ると、1、2名 の修道士がその子供 たちを連れて神殿 に登 り、 ほんの数 日で神殿

を打 ち壊 した。 こう して、短時間で神殿 はことごとく、跡形 もないほど破壊 され、偶像 を

祀 った礼拝用の建物 もや はり破壊 された。神殿 の破壊 という点で は平民の子供たちがおお

いに貢献 したが、修道院で教育 された(貴 族の)子 供たち は、夜間 に行われた偶像崇拝の

儀礼 や、偶像 のために夜 ひそかに催 されて した酒宴 や歌舞の根絶 とい う点 で大 いに助 けと

な った。彼 らは昼の間に、夜 どこでそのよ うな催 しが あるのか偵察 し、暗 くなってか ら頃

合 いを見計 らい、修道院 に寄宿す る子供 たち60人 か ら100人 が、1、2名 の修道士 と出掛
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けた。そ して、彼 らは、偶像崇拝、酒宴、祭 などを催 している人た ちに気づかれないよ う

に不意 を襲 って一網打尽 に し、縄 を掛 けて修道院へ連 れてい った。そ こで処罰を加 え、罪

滅ぼ しを させ、キ リス トの教 えを説 いた。彼 らが 自分 の行いを反省す るまで数週間にわた

り、真夜 中に朝課 に行 かせ、 自らの体 に鞭打 たせ たが、それは二度 と同 じ過 ちを犯 させな

いためであ った。捕 らえた られた者 は公教要理 を教わ り、懲 らしめを受 けてか ら修道院 を

出た。彼 らを教訓 と して、 ほかの者 は同 じよ うな真似 は しよ うとせず、たとえ して も、す

ぐ罠 にはまり、上 で述べ たよ うに罰せ られたので ある。

私た ちの もとで育 て られてい る子供た ちに一般の民 衆が抱 いた恐れ は計 り知れず、何 日

も経 たぬ うちに、夜 に祭 や酒宴が催 され るとき、子供た ちについて ゆ くことも、彼 らを大

勢派遣 す ることも必要 ではな くな った。10人 あ るいは20人 の子供を派遣すれば、彼 らは相

手 が100人 であれ、200人 であれ、祭 や酒盛 りの場 に居合わせ た者 を一人残 らず捕 まえ、

罪 を償 わすべ く、修道院 に連行 して きた。 こう して、偶像崇拝の諸 々が破壊 され ると、偶

像崇拝や酒宴や祭 を人前で堂 々と行 う者 はいな くな った。そ して、彼 らが世俗 の祝 い事 で

宴を張 った り親戚 や友達 を食事 に招待 したい ときには、修道士の許可 を得て行 ったが、彼

らはまず偶像崇拝 は無論、神 を冒漬す ることは一切行わないと誓言 した。

それ以来 この方 、罰 に当た ることは何一 っあか らさまには行われな くな ったため、修道

士 も偶像崇拝の摘発 にそれ ほど熱心で はな くな った。一般 の民衆 も最初 こそ戦 々競 々と し

ていたが、修道院で育 て られていた子供 たちが修道院に寄宿す るのをやめ、両親 の家で寝

起 きす るよ うにな ってか らは、民衆 の怯え も消え失せた。そ うな ると、偶像崇拝 や酒宴を

目に し、分 か って も、子供 たちは言 いっけよ うとは しない。 それに、修道士 が人 を修道 院

に監禁、処罰す ることは、罪の如何 を問わず禁 じられた。 こうして、彼 らは歌いたいとき

に歌 い、酔 いたいときに酔 っ払 い、好 きなよ うに祭を催 し、偶像 を崇拝 していた頃 に親 し

んで いた古 い頒歌を歌 った。彼 らの歌 と分 か りに くく、歌詞の意味 はだれ に も理解で きな

か った。中には彼 らがキ リス ト教 に改宗 してか ら作 られた歌 もあ り、神や聖人 たちの こと

を歌 っていて も、誤謬 や邪説が無数 に含 まれている。 また、踊 りや歌舞 の場で、古 くか ら

の迷信 や偶像崇拝 の儀礼がたびたび、と くにそれ を分か っている人 がいないところで行わ

れて いる。 とりわけ、商人た ちが催す祭や接待 や宴会で は、それが常態 にな っている。 こ

の状況 は今 も続 き、 日増 しに悪 くな り、対策 を講 じよ うとす る人 もいない。実情 を分か っ

ている人 は少 な く、分 か って いる人 も口に出そ うとは しないか ら、飲酒 の問題 は日々悪化

の一途 を辿 って いる。また、今 の罰 し方で はこの問題を解決す ることにな らず、む しろ助

長す る もので ある。

私たちの修道院で初期 に育て られた子供 の中には、実の親が洗礼を受 けた後 も偶像崇拝

を続 けてい ることを私 たちに打 ち明け、それを もとに私たちが親を罰 したたあ に、親 に殺

された り、ひど く折橿 された子 たちが いたの は、紛れ もない事実であ る。今で も、dめ や

罰 を受 け るべ きことが行われてい るとの知 らせ を受 け、それを非難す る説教をす ると、問

題の人物 が、非難 された件をだれが知 らせたのか調べ始め、ほとん ど例外 な く探 り当て、

人知れず 、陰険 にひどい制裁を加 える有様 であ る。密告者 の私的賦役 を重 た くした り、被
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害を受 けた人が文句 も言えず 、手の施 しよ うのない嫌が らせをす るのであ る。彼 らは私 た

ちにこっそ り不平 を漏 らすが 、 これ以上の害を被 らないよう、話す ことは一切 口外せ ぬよ

う頼ん でか ら文句 を言 う。 こう して私 たち も口をっぐみ、神 自 らが解決な さるよ う神 に任

せなければな らない。

この国に信仰を植 え付 けるに当たって、私た ちがラテ ン語を教 えた人 たちが大 いに助 け

とな り、光明 とな った し、今 で もそうで ある。 ここの先住民たちは、文字 や記号を何一 っ

もってお らず、読 み書 きもで きなか った。意思の疎通 は図や絵 で行 ない、 自分 たちの昔 の

ことはすべて、 またそれ に関す る本 も模様や図を使 って描かれていた。 このよ うに して、

スペ イ ン人が来 る1000年 以上 も前 に自分 たちの祖先 が行 い、史書 に記 した ことを彼 らは知

り、記憶 していたのである。 これ らの本 や絵文書 の大半 は、偶像が破壊 されたとき、同時

に燃や された。 しか し、隠 されて残 った もの も少 な くな く、私 たち もそれ らを 目に した こ

とがあ る し、今で も保管 されている絵文書があ り、それ らによ って私たちは昔の事柄 を理

解 したのであ る。

すで に述べ たとお り、信仰の種 を播 くためにこの国にや って来てす ぐ、私 たちは子供 を

修道院 に集 め、彼 らに読 み書 きや歌 を教 え始 めたところ、結果 は上 々だ ったので、次 にラ

テ ン語文法を学ばせ ようとした。その実施 に当た って、 メシコ市 にある トラテロル コのサ

イテ ィアゴ地 区に学校 を建て、近 隣のすべての村 、すべての地方 か らもっとも優秀で、読

み書 きも一番 で きる子供 たちが同校 に選抜 され た。彼 らは学校 で寝食 をともに し、外 出す

ることは滅多 になか った。噂を聞いて、一般の スペ イン人や ほかの聖職者 たちは、 こんな

無能 な人 々にだれ もラテ ン語文法 を教え られは しな いだろ うと嘲 り、笑 った。 ところが、

教えて2、3年 もす ると、彼 らは文法事項 をすべて理解 し、 ラテ ン語 を話 し、理解 し、文

を書 き始 めた。 それ どころか(六 歩格の)英 雄詩 さえ作 るよ うにな った。実際 にそれを 目

の当た りに して、ど うしてその ような ことが可能だ ったのか と、聖俗両界を問わず、 スペ

イ ン人 はみな一様 に驚いた。最初 の4年 間、彼 らと苦労 を ともに し、ラテ ン語 に関す る全

般的な知識 を伝授 したの は、ほかで もないこの私で ある。ラテ ン語教育が順調 に進み、彼

らにもっと能力が具わ っていることが分 か ると、一般人 も聖職者 もこぞ って この事業に反

対 し、止 めさせよ うと異を唱え始めた。私 はその場 に立 ち会 って、一部始終を知 ってお り、

学院のイ ンディオに教えた身で あるか ら、反対派 の持 ち出 した反対理 由やそれに対す る反

論を包 み隠 さず言え る。

反対派 の主張は以下の ような もので あった。彼 らは司祭 になれないのだか ら、ラテ ン語

を教えて何 にな るの か。 ラテ ン語教育 は先住民 を異端 に走 らせ る危険が ある。また、彼 ら

が聖書 を読めば、聖書 をどのよ うに理解 す るであろ うか。聖書 に出て くる古代 イスラエル

の族長たちは、慣習 に従 って、多 くの妻を持 って いたので、私た ちが彼 らに、教会立 ち会

いの もとで結婚 し、妻 は一人だ けにす るよ う、い くら説 いて も、彼 らは聞 く耳を持たな い

ので はないか。 この類の反対意見が ほか に も出 されたが、私 たちはそれに次の ように答え

た。先住民が司祭 になれないと仮定 して も、彼 らが どの程度の能力 を もってい るのかを把

握 してお きたい。 それが経験的 に分 かれば、彼 らが秘あている才能を証明で きるであろ う
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し、彼 らの能力 に応 じて正 しいと思え ることが してやれ るであろ う。彼 らはわ た したち と

さほど変 わ らないのであるか ら。 また、彼 らが異端 にな るきっか けを私 たちが与 えている

とい う意見 に対 しては、 こう答 えた。私たち はそれ と正反対 の こと、っ まり、彼 らが信仰

の事柄 をよ りよ く理解で きるようにす ることを 目指 してい るのであ り、彼 らは信仰心の篤

い君主 に服従 してい るので、何 か ことがあ って も、い くらで も手の施 しよ うが ある。妻の

問題 について は、一夫多妻 という旧習 に我 らが贈 い主 が講 じた矯正法が福音書の中にある

ので、みなはその矯正法(の 効 用)を 信 じねばな らない。つ まり、通常 に説教す るの と同

じよ うに説教す ることであ る。彼 らが これを聞 き入れなければ、異端者 と して罰 す るべ き

である。そ うす るだけの権 限を私たちは教 会法上 、世俗法上 も持 って いるので あるか ら。

この件を巡 って議論百 出であ ったが、 ここで一 々取 り上 げていて は冗漫になって しま うで

あろ う。

サ ンタ ・クルス学 院 はもう40年 以上の歴 史があ り、学 院生 は神 に対 して も、教会 に対 し

て も、国王 に対 して も、彼 らの国 にたい して も、何一っ後 ろめたいことは して いない。そ

れ どころか、我 らが聖な るカ トリックの教えの弘布、護持 とい う点で、 これ まで も、また

今 も、彼 らは大 いに助 けて くれて いる。先住民 の言語で著 された説教集、聖書注解 、教理

集 の うち、公 にで き、異端 の疑 いが一点 もな いのは、学院生 の助 けを得 て作 られた もので

ある。彼 らはラテ ン語 に精通 して いるので、(ナ ワ トル語の)適 切 な単語 や表現法 を私た

ちに示唆 して くれ る し、私 たちが説教で話 した ことや教理集 に書 いたことで不適切 な言 い

回 しが あれば訂正 して くれ る。先住民 の言葉 に翻訳せねばな らない もの はどんな もので も、

かれ らと一緒 に吟味 しな いと欠陥 な しで はす まない し、 ラテ ン語で も、 ロマ ンス語 で も、

先住民の言葉で も、適切 な文が書 けない。正 しく綴 り、 きれいな字で書 くことにおいて、

この学院で育 った ものの右 に出る ものはいな い。

修道士たちは10年 以上 も学院生た ちに教え、生活 をと もに し、学院で順守すべ き風紀や

しきた りを教 えた。学院生 の中には講義す る者 や学院を運営す る手腕を具えて いそ うな者

もいたので、修道士た ちが規約を作 り、学院の運営 を学院生 に任 そ うと考 えて学院長 と評

議 員を選び、20年 以上 も講義 と運営を彼 らに一任 して いた。 その間 に、学院の運営 も秩序

も地 に墜ちて しまった。責任の一端 は学院の責任者であ ったスペ イ ン人 の財務管理者 に、

もう一端 は学院長や評議員の怠慢や不注意 にあ る。 また、修道士 も不注意 のそ しりを逃れ

得 ない。修道士 は事態の推移 に注意 を怠 り、すべてを台な しに して しまった。学院設立か

ら40年 経 って、実情 を調べ直 して初 めて、学院運営が破綻 していることが分か ったため、

学 院を建 て直す には もう一度思 い切 った処 置を取 り、最初の規約 に手を加 え、新 しいもの

を作 る必要が あった。その旨は新 しい規約 にも盛 り込 まれてい る。私 は同学院の設立 に も

立 ち会 い、設立以上 に困難 を極めた改革の場 にも居合わせた。今 を去 る31年 前 に流行 した

疫病が学 院に大 打撃 を与 えたことがあ ったが、今 回の1576年 の疫病 もそれに劣 らぬ打撃 を

与 えた。 いまや学 院に はほとん ど人 がいな い。死んだ り、病気 になって、ほとん ど全 員が

学院か ら出て いって しま ったのであ る。

私 は、 これ までの努力が水泡に帰す るので はないか と大 きな不安 を抱いて いる。 とい う
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の も一っには、彼 らが強情で学 習に向 いていないか らであ る。 いま一っ には、彼 らの向上

に必要な努力 を払 うことに修道士 は嫌気 が さ して いるか らである。 また、世俗 の人 々の中

にも、聖職者 の中に も、一 トミンで も援助 してや ろ うとす る人が いないか らであ る。 ヌエ

バ ・エスパーニ ャの初代副王を努めた、今 は亡 きア ン トニオ ・デ ・メ ン ドサ殿(在 任

1535-1550年)が 身銭を切 って、彼 らがわずかなが らも収入源を与えて下 さり、そのおか

げで少数 の学院生が ど うにか生活 しているが、 も しそれが なければ、学院や学院生 ももは

や人 々の記憶 に残 っていないだろ う。て もし全面 的に援助 しておれば)イ ンデ ィオの国全

体 に大 いな る施 しを した ことにな って いたで あろう し、 この国 における陛下 の家 臣の人 口

は今 日の、 また将来のそれ を上 回 って いた ことであ ろう。先住民 は減 る一方 だか らであ る。

その原因 は、私が この 目で確かめた ところ、今 を去 る30年 前 の疫病では、潟血 や適 当な薬

の処方がで きる者が いなか ったためで、大半 はそれで死 に、餓死す る者 も出た。今 回の疫

病で も同 じことが起 こった し、 これか らも疫病 が発生す るたびに、先住民が絶滅す るまで、

同 じことが繰 り返 されるであろ う。そ して、 もし、 このイ ンデ ィオにラテ ン語文法 、論理

学、博物学 、医学を教 えるように配慮 し、気遣 っておれば、死んだ者の中に も命を取 りと

めていた ものが多 くいたで あろう。 というのは、当 メキ シコ市で私 たちが 自分 自身の 目で

確かめて いるよ うに、あ らか じめ適切な潟血 の治療 を受 けている者 は回復 して お り、そ う

でない者 は死 んで いるか らであ る。 この治療法 を心得 てい るスペ イン人の医者 や潟血 医は

数少 ないので、援助で きたのはわずかであ った。潟血 医 も医者 も疲労困.4.し、病床 に伏 し、

亡 くな った人 もいる。 もはや、あわれなイ ンデ ィオの援助 に駆 け付 け ることがで きる者 さ

えお らず 、イ ンデ ィオは治療 も救助の手 も差 し伸べ られな いまま死んでゆ くのである。

※なお、 ここでサアグ ンの述べてい るイ ンデ ィオへの ラテ ン語教育 の こころみ、 トラテロ

ル コ学院 については、

斉藤泰雄 「16世 紀 スペ イン領 メキ シコのサ ンタ ・クル ス ・デ ・トラテロル コ」

新大陸最初 の高等教育の実験 」

国立教育研究所r研 究集録 』第10号1985年pp.53-66

があ る。
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ア ス テ カ 文 化 一ア ス テ カ 教 育 関 係 文 献 覧

(本 研究および関連の研究において収集 したもの)

BerdanF.F. &RieffAnawalt,p.:TheCodexMendoza.4Vol.
UniversityofCaliforniaPressUSA1992

Cabrera,Luiz: DiccionariodeAztequismos.

(ア ス テ カ 関 係 用 語 辞 典)

OasisMexico1988

Caso,Antonio: TheAstecs:peopleofthesun.

UniversityofOklahomaPressUSA 1958

Chavez,EzegielA.:LaEducacionenMexicoenlaEpocaPrecortesiana.

(先 ス ペ イ ン期 の メ キ シ コ の 教 育)

Jus.Mexico1958

Davies,Nigel: TheAztecEmpire.

UniversityofOklahomaPressUSA 1987

DiazInfante,F. LaF,ducaciondelosAztecas.

(ア ス テ カ 族 の 教 育)

PanoramaMexico1982

Duran,Diego:HistoriadelasindiasdeNuevaEspanaeislasdelaTierraFirme.

(イ ン デ ィ ア ス の ヌ エ バ ・エ ス パ ー ニ ャ と テ ィエ ラ ・フ ィル メ諸 島 の 歴 史)

PorruaMexico1984

Escalante,Pablo:EducacioneIdeologiaenelMexicoAntigun.

(古 代 メ キ シ コの 教 育 と イ デ オ ロ ギ ー)

SecretariadeEducacionPublica.Mexico1985

GutierrezSolana,N.:CodicesdeMexico.

(メ キ シ コ の 絵 文 書)

PanoramaMexico1992

Hassing,Ross: AztecWarfareimperialexpansionandpolitical

UniversityofOklahomaPressUSA1988
control.

Kobayashi, JoseMaria:LaEducacioncomoConquista.

(征 服 と して の 教 育)

ElColegiodeMexicoMexico1985

KurtRoss (ed.):CodexMendoza:AztecManuscript.
LiberSpain!978/1984

Larroyo,Francisco :HistoriaComparadadelaEducationenMexico.

(メ キ シ コ比 較 教 育 史)

PorruaMexico1988
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LopezAustin,A. LaEducacionMexica:Antologiadetextsahaguntinos.

(メ ヒ カ 族 の 教 育;サ ア グ ン文 書 か らの 抜 粋)

UNAMMexico1985

Leon-Portilla,M.:HistoriayculturadeMexicoprehispanico.

(先 ス ペ イ ン期 の 歴 史 と文 化)..

SecretariadeRelacionesExteriorsMexico1990

Leon-Portilla,M.:LosAntiguosMexicanos.

FondodeCulturaEconomica.Mexico1961

ミ ゲ ル ・レオ ン=ポ ル テ ィ ー ヤ 、 山 崎 真 次 訳r古 代 の メ キ シ コ人 』

早 稲 田 大 学 出 版1985年

Leon-Portilla,M. TheAztecImageofSelfandSociety.

UniversityofUtahPressUSA1992

Leon-Portilla,M. AztecThoughtandCulture.

UniversityofOklahomaPressUSA1963

Leon-Portilla,M.:Toltecayotl:aspectosdelaculturanahuatl.

(ト ル テ カ ヨ トル;チ ワ トル 文 化 の 諸 側 面)

FondodeCulturaEconomica.Mexico1980

LopezAustin,A. LaEducacibndelosAutiguosNahuas.2

(古 代 ナ ウ ア族 の 教 育)

SecretariadeEducacionPublica.Mexico

Volumes.

1985

LucenaSalmoral,Manuel:Asivivianlosaztecas.

(ア ス テ カ 族 は この よ うに 生 き て い た)

AnayaEspana1992

Mendieta,Geronimode:HistoriaeclesiasticaIndiana.

(イ ン デ ィ ァ教 会 史)

PorruaMexico1980

Ordeno,Jacinto:LaEducacionprecolonialdeIndoamerica.

(植 民 地 時 代 以 前 の イ ン ドア メ リ カ の 教 育)

UniversidadNacionalCostaRica1992

Sahagun,Bernardinode:HistoricgeneraldelascosasdeNuevaEspana.

(ヌ エ バ ・ エ.ス パ ー ニ ャ 全 史)

PorruaMexico4tomos1981

Soustelle,Jacques:TheDailyLifeoftheAztecs.

PelicanBookUK1961

Sten,Maria: CodicesofMexico.

PanoramaMexico 1987

Vazquez,JosefinaZoraidaet.al.:HistoriadelaEducationenMexico.

(メ キ シ コ 教 育 の 歴 史)

SecretariadeEducacionPublica.Mexico1985
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狩野千秋rマ ヤ とアステカ』 近藤出版社1983年

国本伊代 他r概 説 メキシコ史 』 有斐閣選書1984年

サアグ ン(篠 原愛人 、染 田秀藤 訳)r神 々とのたたか い1』

(ア ンソロジー新世界の挑戦9)岩 波書店1992年

ジャック ・スーステル(狩 野千秋訳)『 アステ カ文 明』白水社文庫 クセ ジュ1988年

セル ジュ ・グ リュジンスキ(落 合一泰 訳)rア ステカ王国』 創元社1992年

ソ リタ(小 池 訳)『 ヌエバ ・エ スパーニ ャ報告書 』

(大航海時代叢書)岩 波書店1987年

高 山智博rア ステカ文 明の謎 』 講談社現代新書1979年

ベルナール ・デ ィーア ス ・デル ・カステ ィー リョ(小 林一宏 訳)rメ キ シコ征服記 』

(大航海時代叢書)岩 波書店1987年

増田義郎r古 代 アステカ帝国』 中公新書1963年

増 田義郎rイ ンデ ィオ文明の興亡』(世 界の歴史7)講 談社1977年

皆川卓三rラ テ ンアメ リカ教育史1』
(世界教育史体系17)講 談社1975年

メキ シコ大学院大学編(村 江四郎 訳)Qメ キ シコの歴史 』 新潮選書1978年

モ トリニーア(小 林一宏 訳)rヌ エバ ・エスパ ーニ ャ布教史 』

(大航海時代叢書)岩 波書店1979年

斉藤泰雄 「16世紀 スペ イン領 メキシコのサ ンタ ・クルス ・デ ・トラテロル コ学院」
国立教育研究所r研 究集録 』第10号1985年pp.53-66
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